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アコヤガイとその生育環境の生化学的研究

I 肉質，プランクトン，底質化学成分の季節的変化*1)

について

主p 木

ふ悶立 真珠研究所

序 文

主怠
E二二3

先に田中，波多野山)は紀州仕l辺内産アコヤガイ (Pinctadamω'tensii) の化学成分の季節的変

化につき発表しているが，アコヤカ、イの構成々分と成育深境の諸盟素との関連性につき述べた報文

は少し、。二枚貝の段取する餌料については多くの研究があり， Savage3
)はカキの同内容物とその棲

息する海域中のプランクトンを各季節にわたってのI究した結果、胃にはftにその季節に多数繁殖し

たプランクトンが最も多く胃の内符物の大部分は有機仲)iq(organicdetritus)であると報じている。

しかし Fox及びCoe4
) は胎只の研究で水中に生育するf苦鞭類 (Dinoflagell批判の最と貝の成長との

間には密接な関係があり， 1'1藻や微生物の数とは関係が見られないが胎貝の成長がi丘陵食物となる

椛鞭類 (Dinoflagellata)のみに支配ウれると解釈することは出来ないと報じている。 即ちあらゆる

賠類の単細胞及び多細胞の水接動物の分解により生じる有機昨何 (organicdetritus)であると考え

るのが妥当であるとしている。父底質は ìf~底に楼息する生物の栄養源として反民であるがこれらは

主として水棲生物の死骸及び排出物その他陣水による流入物であり種々の微生物により分解されて

水に治解し各種栄養iEIlとなって水塊の生産量と密践に関係している。 Mohamed5
) は北部品工百五の海

底1ft積物の有機炭素と有機窒素を測定した所，有機炭素:0.06，，-，0.45%有機密素:0訓 6，，-，0.0996'で

あり他の海底に比して非常に低い含量であるが， ζの比はその海の混合プランクトン(動物性及び

，f~[物性)の有機炭素と有機窒素の比に一致していると報じている。かくの如く生物とその生育環境

の問には密接な関連性があり特に水棲生物は|待棲生物に比して生育探境による影響はより複雑にな

ると考えられる。最近真珠養JII'i業の発展に{料、特に英成湾においては漁場の者機化，真珠品質の低

下が著ししアコヤガイの生fJ'~こ影響する環境諸盟国の解明が要望されている。
こ'>1ζ於て著者はアコヤガ、イの餌料と推定される動植物プランクトン及び底質とアコヤガイの成

長，肉質成分との関係を解明するため先づ同湾の動柏物プランクトン，低質，アコヤカ、イ肉質の化

学成分につき各月別にJ8J年にわたり測定したので、それらの結果につき報f与する。

主 KazuyoshiSuzuki刷 Biochemicalstudies on the pearl oyster iPinctada mαrtensii) and its grow-

ing environments. 1. The seasonal changes in the chemical components of the pearl oyster， plankton 

and marine mud. With English svmmary， p. 62. Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 2 57 -62， 1957. 

1) 国立真珠研究所業績 NO.9 (国立災珠研究所報告 2: 57--62. r昭和 32年 3月)
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試 料

試料は 1955年 10月より 1956iド9月に至る問毎月 2回宛国立真珠研究所の臨海実験場のある多

徳島漁場に養殖中のアコヤガイ (3年貝)を使用した。毎回 20個宛採取し全重量を測定した後開設し

貝肉を泌紙とで 1時間主出で乾燥せしめ秤量しこれを新鮮肉重量とした。かくして得た新鮮肉を減

配硫酸乾燥器中にて乾燥せしめ乾燥肉として秤量後粉砕機にて粉砕し試料とした。プランクトンは

通常のプランクトンネットを用い多徳島漁場をけ:1心に毎月 2同採取し櫨過後減圧硫酸乾燥部にて常

温乾燥し乳鉢で粉剤111ノ試料とした。底質は水深(多徳島漁場にて研究所試験貝垂下筏下)20米の泌氏

より採泥器lとて採取し風乾後粉剤11し怖にかけ後密栓保存した。

分析方法

水分及び灰分:3試料共水分は常法の如く乾燥器中lこて1050，，-，110oC に乾燥して求め，灰分は乾

燥話料を電気炉lこでJ止法により灰イじした。

料l蜜 (1 質:酸化触仰として金属セレニウムを用いケルダール法6) iとより全容素号求め，これ

に6.25{汚して~JJ蛋 CI質とした J

脱 脂 肪:ソックスレー抽出掃のにて16時間エーテル抽出し得られたる抽出物を粗脂肪とし

て表わした。

炭 水化物:ll7燥試料を塩酸iこて加水分解し燐タングステン酸にて除蛋仁!しベルトランド法8)

にて辺元経Iの定を行いクノレコースとして表わした。

灼熱減風乾試料をあらかじめ1050，，-，110'Ciこて乾燥し水分を定め直接灼熱して灼熱減量

を求めこれより水分を去しヲIL、て求めた。

無 機 物:訂法H) 川刊に従い分析した。誠料を電気炉lこて灰化し灰分ぞ提出酸と共l乙湯浴

上に蒸発乾組せしめ水及び強酸に不溶性の形lこして灼熱し!庄酸を求めた。 Tiili酸を分離した溶液につ

きモリブデン酸アンモン lとより燐酸を沈澱せしめ苛性ソーダにて沈澱を溶解しJj~f醜にて逆消定して

燐離を求めた。この泌j伐を仁1=1和し欽を出澱せしめ塩酸lこて的解後チオ硫酸ソー夕、にて滴定し鉄を求

めた。鉄分離液に躍酸アンモンを加え諺酸石!ikを沈澱せしめ過マンガンl駿加液lとて消定してカ

Jレシウムを定量した。カルシウムを除いた泌液iと燐階第二アンモンモ加えて燐酸マグネシウムとし

てマクネシウムを沈澱せしめこれをJiili鞍に押しもli'lfl:ソーダにて逆滴;むしマグネシウムを求めたり

実験結果及び考察

肉質，プランクトン及び低質の分析結果を Table1，，-，4 Fig. 1，，-，5 iこ示した。肉質1[:1最も変化の著

しい成分は炭水化物で 10月，，-， 4月の冬期に多く盛夏は最低となる。組脂肪は若しい変化は11れ、が

大体6月，，-， 9月の夏JvJに多い。組lli1:1質は春期lとJ設も多く長期[こは最低となる。 無機成分は春期増

加した後若干減少し7月から 11月にかけて次第に附加し冬期lこ最低となる。
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、Component

Month --

Jan. 
Feb. 
Mar. 
Apr 
May 
Jun. 
Jul. 
Aug. 
Sep. 
Oct. 
Nov. 
Dec 

Table 2 

Inorganic components in the pearl oyster 

Si02 Feぬ CaO P205 

(%) (%) (%) (%) 

trace 2.31 10.37 8.73 
汐 2.44 10.40 10.92 
汐 2.23 9.23 10.28 
1; 2.41 8.93 11.24 
グ 2.32 " 10.15 9.32 
/1 2.21 10.68 10.04 
1; 2.12 11.23 12.02 
グ 2.24 11.25 12.41 
汐 2.20 10.41 12.81 
グ 2.18 9.21 13.41 
グ 2.15 10.21 11.28 
グ 2.10 1025 11.14 

MgO 

(%) 

5.37 
5.28 
5.59 
5.22 
5.43 
5.10 
5.24 
5.31 
4.92 
5.21 
5.36 
5.62 

Note Inorganic components is presented as ashes in percent. 
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Table 4 

Contents of chemical components in the marine mud. 

.... Component Ash I Lo~~.on i .rota1 SiO.， Fe.，Oo C 
Ignit10n nItrogen e203aO P205MgO 

Month (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) 

Jan. 80.59 16.02 0.25 I 62.41 4.90 3.43 0.20 3.22 
Feb. 78.58 17.83 0.20 58.56 4.70 5.11 0.33 2.75 
恥'Iar 77.49 18.44 I 0.24 60.27 4.36 3.58 0.24 2.86 

AMpary. . 77.83 18.12 0.21 59.43 4.50 4.01 0.24 2.83 
77.73 18.82 0.18 62.15 4.61 4.23 0.27 3.02 

Jun. 78.40 17.81 0.22 61.31! 5.00 3.93 0.27 2.50 
Jul. 78.62 19.00 I 0.29 59.02! 4.72 4.05 0.20 2.41 
Aug 77.51 18.61 0.24 62.32 I 5.26 4.43 0.16 2.34 
Sep 75.35 18.28 0.23 1 62.40 5.26 4.21 0.17 2.20 
Oct 79.43 15.21 0.20 63.99 5.77 4.27 0.14 2.21 
Nov. 79.88 17.13 0.19 I 63.63 5.56 3.68 0.12 2.91 
Dec 81.98 16.51 0.19 ! 66.61 4.73 3.98 0.16 2.37 

60 

Note Inorganic components is presented as ashes in percent. 
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Fig. 1 Seasonal variations of the inorganic 

components in the pearl oyster. 
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Fig. 2 Seasonal variations of the inorganic 

components in the plankton. 

無機成分中マグネシウム，鉄は珂if守通じほとんど変らないがカルシウムは春，秋期少く夏冬期に

多い。燐酸は夏，秋期lこ最大値を有する。貝体各成分誌の季節的変化は上{の生理的活動特に産卵と

密接な関係があると忠われる。
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Fig. 3 Seasonal variations of the inorganic 

components in the marine mud. 
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イト Carbohydrate in Plankton 
-A- Crude fat in Plankton 
-f:>，.- Carbohydrate in Meat 
-Aー Crudefat in Meat 

Fig.5 Seヨsonalvariations of th巴 carbo同

hydrates and fats in meat and plankton. 
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一ζ)- Total nitrogen in Plankton 
-e- Total nitrogen in Meat 

Month 

-f:j.- Total nitrogen in Marine mud. 

Fig. 4 Seasonal variations of the total 
nitrogen in meat， plankton and marine 
mud. 

プランクトンの-般成分の季節的変化は Table

3， Fig. 2 !と示した。 各成分共lと大休lこ奔，秋lと多

く夏冬fζ少い。灰分ヰl鉄，マグネシウムは変化が

少いが，燐酸カルシウムラ旺酸は森，秋に多い。

底質成分(Table 4， Fi宮.3 )中全窒素は夏?と多

いが無機成分は季節的に著しい変化は見られなか

った。次lと各化学成分の季節的変化について肉質ラ

プランクトン，底質の 3 者ーを比較するに，粗密l~!

質，炭水化物，粗脂肪の 3成分の季節的変化につ

いては肉質とプランクトンの間に関連性が見られ

る。底質成分の変化と肉質，プランクトンの季節

的変化はぬ致しなかった。

水界圏の物質循環系において底質成分とプラン

ケトン，肉質成分の聞に関連性を有する事は容易

に予想されるがう湖沼等の如く比較的限定された
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水域lと比すと多徳島周辺海区は海水の交流が比較的良いので， ζれら相互間の物質循環を量的に関

連をつける為には多くの仮定を前提としなければならなL、。著者は分析結果のみより各種の成分に

ついて相互関係を確定し得ないが，今後!点質と水界i劉の各成分のl段着と溶出，実験水域における各

成分の告で出入量，動組物性プランクトン量の季節的変化，アコヤガイの摂餌習性，貝の生理活動の季

節的変化(特に産卵)等を究明する唱によりアコヤガイの成長と環境要悶の関係を fY~ らかにしたい。

実験を行うに当り種々便宜をLjえられた国立真珠研究所々長高山市犬氏並びに周密なる御校訂を

賜った三宮県立大学水産学部明日占E先生lこ深甚なる謝訟を表する。なお多くの助言を与えられた

当研究所員沢田保夫氏に深謝する。

Summary 

With a hope to learn the relationship occurring between the growth of the pearl oyster 

and its environmental factors， the author investigated first the seasonal variatiol1S of the 

chemical components in meat， plankton， and marine mud. 

The results obtain巴dar行 asfollows : 

1) The conte此 ofcarbohydrate in th巴 me品tshowed its maximum in winter and minimum 

in 8ummer， while protein indicated thc maximum content in summer. 

2) There was found maximum content In spring and autumn， ancl rmmmum in summer 

and winteτ， so far aョcarbohydrate，crucle fat， crude protein， and ashes of the plankton are 

conc巴rned.

3) The chemical components of th巴marinemucl wcre rather in variable thr叩 ghthe year. 

4) Th巴rewas founcl a seasonal relationship between the contents of carbohyclratc， crucle-

fat， ancl crude protein in meat， ancl thos巴 ofplankton. 

文献

1)田中正三・波多野博之 1952. 真珠1こ関する ~t化'手:(J(j研究(第 1 報)あこや貝成分の季節的変化について.日
化 73:22-25 

2)田中正三・波多野陣之 1953. 真珠lと関する生化学的研究(第 2~妓)あ ζやn無機成分の季節的変化につい
て.日化 74・74-76.

3)大谷 o~富士I11 1939. 軟体動物化学(厚生協).東京 172
4) Fox， D. L. and W. R. Coe 1944. Biol. Bull. 87: 59. 
5) Moh2.med， A. F. 1949. Am.]. Science 247: 116. 
6).7)東京大学捜学部農去{七学教室 1953実験良二日化学 (U51-52・111-112
8) Brown巴 andZerband 1955. Sugar Analysls IThird Edition) 76--777 
9) Method of Analysis of th巴 Associationof Offical Agricultural Chemiョts(1935) 
10)高木誠司 1953. 定量分析の実験と計算(第一巻)(第二巻)

11)京都大学長学部差是芸何学教室 1953. 農芸化学実験者 u二) (仁村.



アコヤガイとその生育環境の生化学的研究

II アコヤガイ肉及びプランクトンのアミノ酸組成本1)

について

鈴 木 強
口

国立真珠研究所

序 文

二枚貝の化学成分については奥田町杉野久大島へ Block& Bolling4
) 5)同等の報告がゐ h

これらは多くの貝類について種々の成分を測定しているが，アコヤガイについては個々の峨分がF析

片的に測定されているに過ぎ、ない状態である。 しかし一面貝殻中の Conchiolin構成アミノ酸につ

いては， Roche et aFl旧ι|刊等が片殻形戒との関係においてIjJ成り詳細にアミノ酸組成を明らか

にしているがヲアコヤガイの生化学を解明して行く上には Conchiolinのアミノ酸組成は勿論，アコ

ガイ肉のアミノ服組成も切らかにして置く必要があると思われる。著者は先報(第 1報)において

ヤアコヤガイとプランクトン，底質の成分を季節別に測定する事によりこれらの相互関係について

報告したがアコヤガイがプランクトンを取利用している以上はアコヤガイの栄養はプランクトン

の化学成分に影響される事大であると忠われる。従ってプランクトンとアコヤガイとの関係を更に

明らかにするため先ずプランクトンとアコヤガイのアミノ酸組成ぞしらべ7こ所これら相互のアミノ

酸組成は非常に近似している事を|円らかにしたので、その結果を椴告する。

実験方法

供l試アコヤガイ肉は~"~研究所臨海実験場の多fJ&~品漁場に養タ1\'1 しである三年貝 (1956年 3 月採取)

を用l"肉質filiを保取後減IT乾燥にて乾燥後粉末として誌料とした。ブランクトンは多怯烏漁場を

中心lこプランクトンネットにて曳引集積したもの (1956年 3月採取)を同様に減圧乾燥し乳鉢にて

粉末とした。 誠料の加水分解は酸分，i搾及びアルカリ分解を行L、前者は 5N硫酸，後者は 5Nパワ

タを用い各々封管中にて15ポンド，10時間オートクレーブにより加水分解し，硫酸加水分解話料はパ

リタ，パリタ加水分解説料は硫酸にて各々l二IC1和し，後j慮過濃縮したものをペーパークロマトグラフイ

ーに供した。アミノ酸定性lこは東洋伊紙 No.50を用い溶媒としてトブタノール:酷酸:水 (4:1: 

2) とフエノーJレ:水 (80: 20)の2極のものを使用し，二次元上昇法ペーパークロマトグラフイー

を実施しニンヒドリンにより旦色せしめた。 向アルギニンは蚊r:.::l反応，ヒスチヂン及びチロシンは

ジアゾ反応lとより確認した。

ネ KazuyoshiSuzuki. Biochemical studies on the pear1 oyster iPinctada martensiil and its growing 

environments. II. On the amino acid conpositions in pear1 oyster and plankton. With English summary， 

p.66 Bull. Natl. Pear1 Res. Lab. 2: 63-67， 1957. 

1)国立真珠研究所業績 No.10. (国立真l朱m究所報告 2: 63-37 昭和32年 3月)
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Fig. 2 Two-dimensional chromatogram of HzS04-hydrolyzate of the plankton. 

• First run with the mixture of phenol and water (80 20)， second run 

with the mixture of butanol， acetic acid and water (4 1: 2). 
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Twιdimensional chromatogram of Ba (OHI2-hydrolyzate of the meat. 

First run with the mixture of phenol and water (80 201. second run 

with the mixture of butanol， acetic acid and water (4・1: 21. 
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second run with the mixture of butanol， acetic acid and water (4: 1 
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結果及び考察

アコヤガイ肉及びプランクトンの硫酸加水分解物及びハリタ加水分解物I十1の確認出来?こアミノ酸

のイーパークロマトクラムは Fig.1， Fig. 2， Fig. 3， Fig. 4，に示す如ぐである。即ちアコヤガイ肉で

はアスパラギン酸、クソレタミンi唆，ワツン，タウリンラクリシソ，アルギニン，アラニン，プロリン，パ

リン，イソロイシン，ロイシンの11極とジアソ、反応lこより I~i~認したヒスチヂンヲチロシンの百1-13極で

あった。とれらアミノ般を[IIl-i-1~)等がゆJ らかにしたアコヤガイ殻中の Conchiolin のアミノ酸組成

と比較して見ると両者のアミノ酸組成の去はわずかでアコヤガイ肉中に認められたタウリン，イソ

ロイシンが貝殻中にi認められず，反対にフエニールアラニン，セリンが貝殻中には含有されている

が只|勾中には、出来なかった等の村lisが見られた外はいずれも 1il1様のアミノ酸を合有している事

がわかった。勿論ペーパークロマトグラブイーによる定性がどの程度まで微量に寄在するアミノ酸

を確認し得るかについて検討を要するが，この実験で確認出来たものは比較的多量に存右二するもの

と解するのが妥]うであろう。!裂するにアコヤガイ lこ合有されるアミノ酸は貝肉と貝殻中のアミノ酸

を合計したものとなり，少くとも 20冊以上は合有されて日るとjBわれる。次にプランクトンのアミ

ノ酸組成については今までに報交が少く珪部については Mazur約九坂，宮原，出ft;trPO
)等の記載があ

るが出実験に使用した動仙物性混合プランクトンでは Fig.2，Fig.4の如く 10屈とジアゾ反応により

確認した 21illと[:1-12屈を険来した。即ちli在認出来たものはアスパラギン酸，クソレケミン酸，リジンラ

タウリン，グリシン，ア Jレギニン，アラニン，プロリン，パリン，ロイシン，ヒスチチJン，チロシンで

あり，人以10) 等が珪趨においてIYJらかにしたアルギニン，アラニン，クリンシン，イソロイシンヲ

アスパラギン酸，パリン等 6屈のアミノ般はイソロイシン以外いずれも確認IJ¥来日つ ζの様に多

数のスポットが山現した主主は動物性プランクトンがiiJ成り多数混合しているためと}lt1_われる。アコ

ヤガイ|勾と出合プランクトンlこ合;白されるアミノ酸奇比較すると確認出来たアミノ酸の相違はわず

かにアコヤガイ|却いにはイソロイシンが存在するがプランクトン1=1=11こはこれが確認出来なかった事

のみであり他の12障のアミノ酸は全く同様のものであった。以との結果よりアコヤカ、イ肉及び只殻

Conchiolinの構成lこ摂取されたプランクトン中のアミノ酸が主要な給源として利用されていると

忠われる。 当実験lこ面々{足立を与えられた国立真珠問究所々長雨illl活犬氏汲びに懇切な御指導及

び徹i校討を賜わった三主県立大学水産学部**孝市郎先生lこ深謝する。

Summary 

The co 11po3ition of amino acid in the pearl oyster and in the plankton was determinecl 

by pap 巴r chromatography. Thi口rteenk王G印l口凹ncl白1s0吋famino a拭C1ほdwer巴r ε Cωogn出1討lZ日edi如nthe meat of the 

pearl oyster ancl twelv巴ki山日d白swアered巴ぱte肝τmi凶n巴cli町nt廿h日eplankt白O口 Theform巴rwere aspartic 

acid， glutamic acid， lysine， taurine， glycin巴， arginin日， alanine， proline， isoleucine， leucine， 

valine， tyrosine ancl histicline， and the latter aspartic acicl， glutamic acicl， lysine， taurine， 

glycine， arginine， alanine， proline， valine， leucine， tyrosine ancl histidine. It is suggested 

that the plankton is the main source of amino acids and proteins of the pearl oyster. 

文 献

1)奥田 譲 19~8 水際化学

2)杉野h1}一自1)・大戸倣二郎・!知良太郎・l1T川英一・渡辺他- 1951. ~合主肉 lやのアミノ酸皮イヨ機塩基について
日化 72・44.

3) 大向ヰ~ -ti 1949 水産動物化学(J二)• 
4ふ6)Block， R. J. & Bolling D. 1951. The Amino Acid Composition of Proteins and Food. New York 

(Enlarged Second Edition). 
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7) Roche].， Ranson， G. et Eysseric-Lahon， M. 1951. Sur la composition des scleroprot品inesdes 
coquilles des Mollusques (Conchiolines). Societe de Biologie， 13; 1474 -1477. 

8)問中正三・波多野陣行・南友林三・高木 虫 1953. 真珠に関する生化学研究(第3報)Conchiolinの

アミノ酸について日化 74:193--197. 

9) Mazur， A. and Clarke， H. T. 1941. Chemical components of some autotropic organisms. J. Biol. 

che111. 143 : 39--42 

10)八坂 茂・宮駅昭二郎・問料i義明 1956. 長崎県下lこ躍する Planktonの生化学的研究 IV.有明海湯向

附近で採取した Diatomについて.長崎大学水産学部研究報告第 4弓 49 50. 



アコヤガイ貝殻及び真珠の無機成分

に関する研究(I)*1) 

百ミ 田 保 夫

国立真妹研 究所

序 文

真珠の化学組成がアコヤガイ (Pinctada martensii) の貝殻のそれと酷似することは戸世界に

諮る戎国の産業の 4 つでゐる真珠養舶において真珠の成長及び形成された真珠の良否をも或る程度

調節しうる可能性奇期待せしめる重要な問題である。貝殻の化学成分の研究が， fjE脊推動物におけ

る石灰沈者機構を解明する主¥ll.iな問題であるが，その中でもよ1殻1[-1にf]在する微量元素の挙動は叉，

石灰沈若lこ関 I"j.する酵素系と密按な関係を持つものである。

アコヤガイにl却する生化学的研究は， j;切に幾多の人々によって行われているが2)，貝殻の組JfZiこfJ;&J

しでは，奥w・竹内ペ栴川ペ田1+1，波多野5) の峨(flがある。これらの報告によると貝殻及び真珠

は，約 95%の炭酸石灰と約 5%の Conchiolin と称する硬蛋 I~I 買のほかに微量の元素与を合むとさ

れている。この微量の元素について，奥田・竹内的は， Fe，Mg， K， Na，の存在を認めており，また

栴}117)は， Al， Fe， Ba， Srの存在を否定している。間中ラ波多野8

や掬掲今lに乙才お3げる如き燐|椴限1根史が微単量宇しか存在しない乙とより， アコヤガイの貝殻や真珠の形成に際して

の石灰のむ~着機構 lこはヲ脊惟動物の如く燐i唆の共動が認め難く，石氏ほ酸性蛋白質と結合して分泌

されて出右ーするとしている。しかし最近渡部10ペ)h，和旧11川〉汁lζよつて行われた電子線姐析のJ研川究では，貝

殻lに乙は炭酸石灰の車紡占九lI品l

著者はこの間題lにこ関述して石灰沈若現象の解iゆ明p珂3iに乙資する日川l'的之均巾でヲ貝殻中の無機成分を精査し，多

量の貝殻を原料として燐般の定量分析を行うと共に，自記分光光度計ーを用いて貝殻及び真珠に存在

する微量金属元素をしらべ，更にこれらの金属と貝及び真珠の白l洞との関係について研究したので，

その結果を報告する。

試料及び実験法

話料として用いたアコヤガイは，三重県英虞消多徳島附近に於て， 1955年 8月係苗し同地域でIrll1j

1年飼育した貝でゐる。貝殻は外観的に色調により普通貝(紫悩色貝)，黄掲色貝，赤禍色貝，緑樹

色貝の 4極lζ大別して}8lヴこ。真珠は1955年春採取された径 8mmの珠で、 10gの真珠を木槌で粉砕

キYasuo Sawada. Studies on inorganic components of the pearl and the pearl oyster. BulL 

NatL Pearl R巴s.Lab. 2: 68…73， 1957. 

1)国立真珠研究所業績 No.11.(国立真珠研究所報告 2: 68-73. f昭和 32年3月)



3月 沢田 アコヤガイ n殻及び真珠の無機成分 (1)

して核を取り|徐き約4gの真珠Ii立を{¥if.て実験に供した。

採市後桶 l年飼育した94(1日のよ1の主主i;分了1]は第 lは!

iこ示しであるが， 12 ~ 16g の主主品:の只がlE)~f:~に発T守し

た貝と考えられるので，以[::の実験には総て 12~16g

の民を用いた。叉赤制色只，緑悩色良は色品'ilの強弱に

よって 2~ilHこ別けた。

採取した民は海部その仙のl年j":U物を完全に除去し，

閲殻後光分lこ水洗し乾燥して後治法の如く泡気炉で灰

化した。 Conchiolinの定量は，貝殻をその玄〉室田L

で 5%附酸に浸演し，完全に炭酸ガスの発生がなくな

る迄処理を操返しfこ。この様にして炭酸石氏守溶解し

て後，涼遊する Conchiolinを炉逃水洗し， æ~こアル

コーjレ，エーテルで、洗惟風乾して秤量し，その呈;:を以

て Crudeconchiolinとした。

)ソミ分については，モリブテン酸i去による燐N支の定量

1m 

15 

f。

5 

第1閃採前後j的1年飼育したは

(紫掲色民)の葉量分布

69 

と，分)巴度計によるだl光分析を行った。民IJち先づ常法に従い痕跡の娃酸を分離した後，モリブデン

酸アンモニウムによって燐般を出澱させて定量し，微量金属の検出には灰分を塩酸 (1:1)に溶解した

ものを直接焔光分析にかけた。灰分の塩酸夜中には大量:の Ca++が合まれてをり，これが焔光分析

に妨害を及すおそれがあるが， Ca++を移酸アンモニウムで諺酸石灰として出澱させて伊過し， iJ'i液

の焔光特性をしらべると，塩酸溶液そのま〉を試料として用いた場合に比して合有金属の量が著し

く低下することが判明したので，本実験では Caを除かずにそのま h用いた。なお焔光分析は，日立

製 EPSmw記分光光度計及びjJb伴製作所製 QB~50 型!の分光光度計を用いた。

実験結果及び考察

上記の万法で、アコヤガイ民殻を分析した結果はtfD表に示したものである。即ち貝殻ベ[.1の無機燐

般の量は，山下~I ・波多野∞の14A(ii によれば痕凶á;であるが，表lこ示す如く著者の分析では風乾した貝

殻lこ対して O.03~O.05 %存在している。今これが全部燐酸石灰 CCaa(P04)2Jとしして貝殻中iζ存

在するとして計算すると，その量は O.05~O.09 %となる。

第1表 各種貝殻の分析結果 (数値は総て風乾貝殻K対する重量比で表わす)

水分%灰分 %CocT110%1inl P2z0d5 CaM3(PO% 4)2 

紫樹色上~A i 0.57 95.37 
B i 0.60 I 95.37 0.05 
C 0.59 95.22 0.04 
D 0.58 I 95.18 0.05 
E I 0.56 I 95.56 0.04 

3.69 0.09 

0.76 i 95.02 0.03 
茂樹色貝 0.78 I 95.12 0.03 

3.32 0.05 
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0.64 
0.67 

緑樹色以

0.05 

第2図より 6凶迄は EPS型自記分光光[主計による真珠只只1授の焔光特性を示したものである。

2図は， 420mμ より 750m;ι 迄の貝殻の焔光特性であるが， ζのもの).300m;1より 420m;1迄の焔

光特性はほとんど直線で Backgrounclと一致するので詳11洛した。この状態では Caの合有i設が非

常に大きいので Ca(422.7m，a， 554mp， 622mμ)及び Na(589m/l)以外の金属は検出ざれていない

第 4図及び第一 5図は，各波長問の焔光特性を示したもので，多数の金属が混在していることが判明

する。 51刈は対抗i誌がlのFe，Mg， K，Mnの陥光村約二と試料のそれとを比較したもので，誌料rl'lに

Fe，Mgが存在することをi@認することができるの然し K(404.7mμ)， 1¥111 (403.4mμ)は箔 61立lで明

かな如く， Slitが O.2mmでは分離が不可能で、， Slitが O，09mmで始めて分説測定ができる。 般に

5図lζ於ては Kと1¥111は重った状態で‘あらわれている。 tiH関は試料r:11の Sr(460mμ)の千了:{jを示

している。
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第 3図

叉Qs--50ll!.~ 分光光度計;;J:， EPS型分光光

計よ bも感!立が良いので，話料を更に QB-
50型で測定したところ第 2表の如き結果を得

?こ。この結果のうち刊に Li(760.8m/l)の量は

海水の LiIこ較べて非lqtlこ多く，切らかに貝殻

形成の際lこ多民の Liかげ}jJJ，などから段取され

濃縮されていることが認られる。

ー二述の結果は普通只(紫褐色貝)について行

ったものであるが，赤制色j三1，諸制色貝，緑樹

色貝，及び真Blとについての焔光特性も総て殆ん

ど同様の結果が得られたので省日|持する。

向i泊中に於て求7iJのピークの存在があるがラ

であるが，他H報担するものとする。

以[:.の結果より真珠貝の貝殻 lこは，微誌の (0.09~0.05%) の燐般が存在することが化学的に証明

された。更に焔光分析により貝殻及び兵slとの111には，Na， Mg， Fe， K， Sr， Li，及び Mn，Cuが

1I在することが認められたり特に Liの存在はiWノjくの Liに比べて非常lこ濃縮された特異的な意義

をもっているものであることが推察される。しかし貝殻の色調と含有微量金属との聞には特別な関

係を認めることが出来なかった。

ヌト:(01究lこ"/11) ，終始御指導をj山わった京都大学問中正三教J受lこ深く感謝する。

J 
510ラι4守o

貝殻頃酸溶液 (lgAshj30mldil. HCl) 

の焔光特性 (Slit O.2mm) 

470 450 430 

第 4図

i二記の各金属の定量研究とともにその確認ぞ研究11-1
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第 2表 比五支塩酸i号f液(lgAshj50mldil. HCI)及び海

ノkの焔〉色分析の結果

(数日iは QB-50 型のタイアノレ ~j盛の伯でp ヒ
下の数値は量的な比較が出来ない)

i毎 水 貝
Back Slit 

.t.."'> j設 ground (mm) 
b 均. 

Ba 
50.0 51.5 2.0 0.1 ~ 

515mμ E 、司

2 Cu 
11 39.0 15.0 

民F、ω句~ 324mμ f; 

Fe 
19.0 1.0 836mμ I1 イア

K 
768mμ 11 4.0 。 11 

Li 
670.8mμ 1; 245.0 0.5 /1 

3h7f1g mμ /; 25.0 7.5 11 

390 400 41。 斗2。 孔1n
11 14.0 。匂& 403.4m" 11 

第 61河 K及びMnが混在するrf寺の Na 
!( 4.0 。 0.03 

焔光年宇陀 589mμ 

Sr 
460.7m" 

!~ 44.0 。 0.1 
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アコヤガイ介殻構造の電子顕微鏡的観察

II. 真珠層表面の AragoniteCrystalsの観察*1)

手口 出 浩 爾

国立真珠研究所

はしがき

介殻及び真珠の真珠閣は aragomte結晶と conchiolin 脳とが交互に累積して組立てられ，こ

の薄!函の周縁部が表面に露出して平行，螺旋状または不規則な条線模様を生じている。 Brewster(1 

813) がこの模様を観察して以来 Mobius(1858)， Rose (1859)， Rubbel (1911)， Bied巴rmann

(1914)， Schmidt (1923)等によって介殻や真珠の真珠閣の構造が研究されてきた。 Schmidt(19 

23) は Margaritana，Anodonta， Meleagrina及びその他の貝類を観察して，貝の種類や介殺の部

分によってこの条線模様が異なっている事を論じた。渡部(1954) はアコヤガイ養殖真珠の表面に

ある aragolllte結品を結品学的に観察し，また 1955年にその表面構造は浜上げ時期によって異な

る事を論じた。著者はアコヤガイ Pinctadamartensii (Dunker)介殻構造の一連の研究として，

真珠屑表面の構造及び aragomte結晶の成長について観察した。

本文に入るにあたって終始指導してくださった高山活夫所長，並びに助言と校閲を賜った三重県

立大学水産学部渡部哲光講師に対し深謝する c なお，光学顕微鏡写真撮影に協力してくださった当

研究所々員中原|晴氏に感謝する。

材料及び方法

観察{こ用いた材料は三重県英虞湾多徳島漁場に養摘しであった当年， 1年 3年及び 4年生のア

コヤガイの介設で昭和 30年9月より同 31年 12月までに採集したものでゐる。

電子顕微鏡用試料作成にあたっては採集した貝の軟体?絡をたゾちに除去しアルコールで、清浄後，

メチルメタクリル アルミニウム二段法によった。これと併行して薄片標本及びスンプ標本を作っ

た。また介設表面ぞ直接ゐるいはゲルマニウムを蒸着して増反射処理を施し，オパークで観察し

た ui

観察及び考察

アコヤガイ介殻の真珠図表面を光学顕微鏡で観察してみると結品が集合して様々な条線模様がみ

られる c この模様の種類は渡部1) (1955) がアコヤガイ養殖真珠で、観察している如く，大別して不

ネ KδziWada. Electron.microscopic observations on the shell structures of pearl oyster (Pinctada 

mariensiz). II. Observations of the aragonite crystals on the surface of nacreous layers. With English 

summary， P.81. Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 2 74-85， 1957 

1) 国立真珠研究所業績 NO.12 (悶立真珠研究所報告 2 : 74-85.昭和32年 3月)



規則な構造の表面と平行並びに螺旋状のものにわけられる。現在までに観察したこれら結晶の集合

状態を分類して模式的lこ表わすと Text-fig.

1の如くである。この外，これら条線が 2種

類以上組合わさったり，或る方向に歪を生じ

たりして一層模様が複雑になる c 真珠~1表面

の aragonite の集合状態や結晶の大きさ及

び形は介殻の部分によって，また個体の生~m

状態によって異なっている。一般に生活力の

旺盛な貝の真珠層表面は Text-fig.2， 3及び

4の如き条線模様を示す。即ち，稜柱!留との

境問 Kj!I.い真珠!持表面では平行な条線模様が

多く見られるが，こ〉から介殻の中心部に近

づくに従って渦巻状や同心円状の模様が見ら

れる 2)。これら平行，ゐるいは渦巻状や同心円

状の模様は aragonite結品の成長万法や成長

速度の差によるものであろう 1)3)0 aragonite 

がt記者成長して生じたこれらの条線模様は普

通地図の等高線の如くステップ状になってお

り，平行な模様で、は介殻の中心部より周縁部

に向かって，渦巻状及び同心円状のものにお

いては中心が一議高くその周辺部に向かつ

て一段ずつ次第に低くなっている (Text-

fig.5)。

Text-fig. 6の A，B 区|の如く，ステッブ

の間隔や結晶の大きさも介殻の部分によって

異なり， ドヰ中Fド1i心乙心、J却:司郁T官:ではステツフプコの[1問間向向町司、隔lはま l凶6一6 

5μ て

lにζ比絞して胎周i縁部:にこおいて;はまステツブの間隔

カがま 1叩O一一一 16針fμ1と狭く結品も 1-3μ でで、IJ小!ト¥弓く

なる{傾境向がみられる。また中心部lこ沈着成長

した aragonite 結ま六角形を呈し，周縁

部の結品は丸くなる (Fig.l，2)。これら表面に

見られる aragomte 結品の大きさや形の相

違も結品成長速度の主によるものでゐろう。

新?こな結晶が真珠層表面に沈肴し成長するに

あたってはド層の結品成長とは独立して，先

ず下層の結晶と結晶との境界あるいは結品の

縁の上に結品戎長の中心から一定範囲内に万

向性をもって小さな球状として次々に沈着

し，次第に結晶自体が大きく成長すると同時

75 
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Text-fig. 1 Showing the patterns on the 
surface of the nacreous layers (scheme) 
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Text-fig. 2 The parallel pattern on the 
surface of the nacre near the prismatic layer. 
〉く62
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Text-fig. 3 The spiral step-pattern on 
the surfz.ce of the inner part of the nacre. X 62 

lにζ紡

Text-日g.4 The concentric step-pattern 
on the surface of the nacre near the dorsal 
margin. x62 

円の中心1にζ結品fカがJ〆1 乙洗iむ~ :r打f して徐々 tκζ高さを地すと同H時寺 lκ乙各ステツプlにζ も結品カがt乙出iむ;辛若若i し ， その周辺部に

附加成長して真珠凶が形成される。乙の|怒，個々の結品も成長して隣接する結晶が互に桜触する。

これら結品同志が密ねして後も結品の001面における成長は続 き段々と厚さが増してL、く。以上の

系lilti成長の過程において Text-fi.g_7で観祭主れるよ うに，結品のラ セン転位 (screwdislocation) 

も見られる (Fig.3， 4)。 乙の外，渡部1)6)(1954， 1955)が護婦ti真珠の表面で観察している如く ，

aragonite結品の附加成長は 110面にお乙なわれ樹校状に成長したり不規則lζ成長したりしてお

1、ext-fig.5 The growth step of the 
2.ragonite crystals on the surface of the 
ne.crc目 x170

aragol11te 車Jilllt!のJILlさは約0.2----0.5μで

ゐり， }以さの4~ljHはがi品の成長経過11寺町に

よるものと!ιはれる。 しかるに|刻'，，&筋痕の

表面{こゐる aragomteの結品は他の真珠回

部分と見なっておfiITHIsと結品との1I'd1ζ比較的

conchiolinが多く挟まれてわ、り (Fig.9)，そ

の断面において佐佐回l乙類似した拙iEを示

す2入ヘ ，これら点珠j円 と 光輝!i~1 とは梢ええが

呉なるfごけでなくその上lζ 抗訂している

aragonitc*品J1の結品紬の方向が災なり，大

森 (未発表)r乙よれば前者は b軸を成長線lζ

対して平行な方向!と配列しているのに，後者

のそれはこれらの結品の b軸lζ tangent

の方向に b軸を向けて成長している。
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Text.日g.6 Showing the differer ce of 
the size of aragonite crystals on the surface 
of marginal (A) and central (B) regions of the 
nacre. x420 

次lと介殻の周縁部や足糸の成長がみられな

い生活力の衰えた衰弱貝では真珠j凶の光沢が

にぶくなっており，また表面が荒れている個

体などがゐる。乙れらの真珠屈の表面を顕微

鏡で観察してみると Text-fig.8 にみられる

ように，結晶が或る方向に治解5)して小さな凸

凹を生じ条線の縁に沿って穴がゐいているも

の(Fig.10)，ゃText-fig.9の如く真珠j自の表

面iJ)びどく j谷1押されてくずれその部分に下回

の aragonite 結品の 110面が出ているとこ

ろもゐる (Fig.11)。 この際，結晶の 001面

は或る一定の方向性をもって儲触溶解されて

いる (Fig.12)0 Text-fig. 10 にみられる よ

うに，表面の浴解によって条線模様が不明瞭

になった真珠眉のあち ζ ちに結晶が新たに沈

着して孤島のよ うに成長しているものもゐ

る。ζのように結晶が新たに出若成長してくる場合，先ず結晶がゐち乙ちに出着成長するが前の条

線i乙関連して成長することもゐり ，下j函の条線と独立して匠心円状lζ集合したり，渦巻状lζ成長し

ているものなどもみられる。この列，乙れらの個体の真珠屈の表面においては属々 Text-fig.11に

みられる如く， aragor.i te結毘が畝型iと洗着成長したり (Fig.13)， .0.3 .....__ 3μ ぐらいの小さな結品

が規則的にゐるいは不規則的に出着しているものもみられる (Fig.14)。以上のように員{本の生理

状態によっても真珠屈の表面構造が巽たってくる。また分泌の盛んな春から秋にかけて真珠屑の周

Text.tig. 7 Photomicrograpn showing the screw dislocation of aragonite 
crystals on the surface of the nacre (showed with arro¥Vs). x 600 
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Text.fig. 8 The dissolved surface on the 
nacre of the weak pearl oyster shell. x 440 

Text.fig. 10 New aragonite crystals deposit. 
ed as islands here and there on the surface of 
the old laminae in recovering pearl oyster. x 100 

Text.fig. 9 The aragonite crystal faces 
dissolved on th巴 nacreouslayer of the weak 
pearl oyster shell. x 460 

Text.白g.11 Parallel growth of aragonite 
crystals developed in ridge.like. x 70 

縁部は平行な条線模様を示し結品は小さいが，その中心部では同心円状や渦巻状K成長しており 結

晶は周縁部に比較して大き L、。しかるに水温が低くなった晩秋から砿春にかけては周縁蔀において

も渦巻状あるいは同心円状の模織が観察され中心部てずは孤立した結晶が非常に多く なり条線模様が

不明瞭になってく る。そして結晶の大きさ はいずれの部分でも分泌の盛んな時期に比較して大きく
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なり形も六角形を呈する。 まfこ殻長2cm以下の稚員の真珠届表面を観察してみると周縁部及び中

心部を通じて平行な条線模様が多く渦巻状ゐるいは同心円状の模様は少い (Text-fig.12)。乙の条線

のス テップの間隔は 13'" 30μ で結品の形は

介殻の周縁部及ひe中心部ともに丸!床をおびて

おり大きさ は2"， 4μ である (Fig.15， 16)。

乙れら稚貝の真珠回にみられる結品は母貝の

介殻周械部のそれに比較して大体同じ大き さ

を示す。一方，結!日は樹校状l乙成長しており，

001面は非常に平らである。

以上，観疾して来fこ如く介殻の真珠IFI表面に

は aragonite結品が出着成長して平行，渦

巻状，同心円状ゐるいは不規則lζ集合してい

る》この糸線般様は個体の生理状態， ijミ令，

生物の出息環境の季節的変化や同一個体でも

介位の各部分』ζよって異っており，これは極

々なる外的あるいは内的要因の相違による

aragonite 結品の成長方法や成長速度の~Uζ

Text.fig. 12 The surface pattern of the 
nacre of the young pearl oyster shell. x 150 

よるも のでゐろうc 乙れら渦を状及び同心円状の条線般様には円lζ近い型と左右不相称の附円l乙近

い歪型とが観察当れるがこれは結品の成長方向及び述皮の均一，不均ーによるも のと考えられる。

そしてこれら渦巻や同心円状の成長中心の相互の分布状態が仁れに強く関与するも のと叫われる。

更に，結!?1111の渦巻状に集合したも のには 左巻き と布活きのものとがみられ，大体 1対 lの;'ilJ合rr.生じ

ている このような様々の模様[ζ集合 している結/吊の形や大き さは介強の部分によって，まに同一

部分でも個休や時期によって相違がみられた。即ち，介殻の周縁部の結品の大き さに比較してri=1心
部のそれは約2-4倍の大きさがあり，形も前者が丸l床をおびているのに対して後者は六角形を呈

している。乙のよう lζ結晶の大きさや形が異なるのは介殻各部における結晶成長の速度J去によるも

ので， この 1成長速度の差は CaC03 信液の過飽和のj立合によって生ずるもの と l~われる 。 また介留

のIriJ一部分でも秋から冬の分泌能力の衰えた頃の方が雄んなH寺期{ζ比較して結晶が大きく 形が六角

形になるが，周縁部の結晶は大きくなっても中心部のものに比較して小さ L、。そして夏の表面はそ

の上!こゐる aragomte結品が鹿々治.解されているが，冬のものは衰弱貝を除けばほとんど溶解され

ていなL、。分泌の旺盛な稚貝の真珠屑表面lζ沈おしている aragonite結品は小さく丸l床をおびて

おり、R行な糸線問様lζ成長している事から考えて，分泌の旺盛な時には沈着成長した結品は小さく

て丸く平行な集合状態を示すものとS!Jわれる。しかしながら稚民の真珠屈にみられる結品の形や成

長の仕方は延納真珠の初期lζ沈ボーしてくる ar乱gonite の形やその成長方法に類以しており母貝の

それとは県なるよう でゐる (若者未発表)。

この外，生活機能の感んな貝と衰えている貝とて'は真珠IEIの表面梢造や aragonite粧品の成長

状態が見なっている。 即ち ， 生活力の旺~llf な生物体て'は結品が次々に沈着成長して平行， 11晶巻状及

び|可心円状の条紛!模様がステップ状lこ集合しているが，家弱貝では結品の001面が或る一定の方向

性をも って肉蝕溶解されて新Tこ!と出新成長している結品がみられない。これは多分乙れらの貝では

外套践の石灰分泌が停止しているか分泌されていてもわずかなものでゐって， 乙のように結品の治-

Mとか CaC03 溶液からの結晶作用{こは貝体のrfn液，体波及び粘液の pHが強く関与してくるでゐ
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ろう。更に，衰弱して一度溶解した真珠屑表面に沈者しできた新しい結品は成長して畝型lこ集合し，

遂にはステップ砲に成長していくようである。これら結品の秒、型の集合状態は真珠養搬において核

の挿入後 aτ時 onite結品が沈着してくる初期の成長過程において屡々観察される(若コ者未発表)。

渡部。 (1955) も述べているように，これらの事実から考えて結晶が新たに沈着成長してくるi療に

は，先ず一面に小さな球状として沈着し次第に成長して畝型に集合し，更に沈着し成長が進むに従っ

てステッフ。型に変っていくものと思われる。1;.1こaragoηite結晶白身が tripletwin， overgrowth 

やそのほか色々な成長をおこない， conchiolin とも関係してこれが介殻表面の肌を決定する p こ

の事は真珠においても同様と考えられる。

Summary 

Nacτeous layers of p巴arloyster shells (Pinctada marteηsii) were obs巴rvedwith optical 

and electron micro3copes， and the results were as follow : 

1) Aggregates of aragonite crystals on the surfac己 ofthe nacre exhbit parallel， 

spiral， concentric or irregular pattern. These patterns vary with physiological conditions 

of the pearl oysters， age of the animal， different r巴gio!1sof the nacre， and sea~弓onal

changes of the enviroments， probably becauョeof the difference of mode and velocity of 

crystal growth 

2) V olute and spiral p丘tternsare circular 0τdeformed forms， which may be clue 

to th日 conformityand not-conformity of growth velocity and clirections. 

3) 1n the process of crystal cleposition， 日巴wlyformed crystals deposit at the 

edges or on the surface of underlying crystals and dev巴lopeindepenclently with th日日1.

Near the eclges of developing steps， small crystals are scattered within a certain limitecl 

distanc巴 fromthe edges of steps. 

4) Siz巴 ofcrystals in the marginal and center of the nacre is 1 ~ 3μ， and 3 ~ 9 

μ， respectively. The former are rounded forms and the latter are hexagonal. These 

diffεr日nceof size旦ndforms seem to be due to the difference of growth velocity in diff巴f日nt

degree of supersaturation of CaC03・ The velocity seems to b巴宗reaterin younger shells， 

and the marginal part of the shell than older ones， ancl central part. It s巴emsto be 

also greater in summ巴rthan in wintゼr.

5) The screw dislocation is observ巴din the process 01 crystal growth. 

6) Aragonite crystals on the surface of weal王 pear1 oysters ar己 foundto be in the 

proc巴ssof clissolving with d己負niteetching orientations 011 001 planes 

1) Watabe， N. 1955. The observation of the surface 3tructure of the cultured pearls rebting 
to th色 colorand the luster. Rep. Fac. fish. Pref. Univ. MI(;， 2， 18-26. 

2) Schmidt， W. ]. 1923. Bau und Bildung der Perlmuttermass巴 2001. Jahrb.， 32， 23 -35. 
31 渡部前光 1952. 真珠の屑状構造. 真氏の研究， 2， 31 -33 
41 和田j治爾 1957. アコヤカイ介~防法の電子顕微鏡的観察， 目介護))1内状他造.同一任真珠rilf究所報告，

2， 87-93. 
5) 百九Taねbe， N. 1954. Electron-microscopic oboervations of the 乱ragDnitecrystalョon the sudace 

of the cultured pearls I. Rξp. Fac. Fish. Pref. Univ. i'vIie， 1， 449-454 
61 中原 佑 1957. 光学顕微鏡による真珠及びH.設の表i封筒;吉の日長方法について. 悶立真t号、研究ゆ7報

告 2. 94…99‘ 
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Explanation of Plate 1， II， III， IV. 

Electron回micrographsof nacreous layers of Pinctada mal'tensii. 

Fig. 1 Aragonite crystals on the surface of the marginal region of the nacre in summer. 

Fig. 2 Aragonite crystals on the surface of the inner part of the nacre in winter 

Fig. 3 and 4 The screw dislocation of aragonite crystal on the surface of the nacre. 

Fig. 5 The overgrowth of aragonite crystals. 

81 

Fig. 6 Isolated crystals grown along the edge of the lamina; triple twin of aragonite is observable. 

Fig. 7 Isolated crystals are not along the edges. 

Fig. 8 Aragonite crystals deposited irregulariy; crystal faces are curved. 

Fig. 9 The surface structure of the nacre at the impressions of adductor目

Fig. 10 The dissolved surface of the nacreous layer. There are holes along the margin of th， 
laminae. 

Fig. 11 Showing 110 planes of the aragonite crystals. 

Fig. 12 Showing the orientation of the dissolution on 001 planes of the aragonite crystals. 

Fig. 13 Showing the aggregates of aragonite crystals developed in ridge.like. 

Fig. 14 Showing little aragonite crystals deposited here and there on the surface of the nacre ; 

overgrowth of aragonite is observable. 

Fig. 15 Dendritic growth of aragonite crystals on the marginal region of the nacre of young 

pearl oyster shell in winter. 

Fig. 16 Parallel growth of aragonite crystals on the central region of the nacre of young one 

lil、lI'inter.
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アコヤガイ介殻構造の電子顕微鏡的観察

III.介殻の層状構造問

来日 田 ~，'+
れヨ

国立真珠研究所

lま し がき

爾

軟体動物の介殻については，ふるくはその生命や成長の有~/P;tJ;諭せられたが， Carpenter (1845， 

1848)によりその構造が論ぜられるにいたった。更に Rubbel (1913)は介殻の薄片を作h 殻皮

!瓜段柱層及び真保闘の相互の関係を観察し，その構造を究明すると同時に年令によるこれら三者

の量的主を論じたと叉 Schmiclt(1922)， Haas (1931)は介穀の構造を研究し，これらの腐を分類

整盟した 一万，塘(1929)は介設を構成している calciteゃ aragonite が如何に配列している

かをX線組折によって明らかにした。

最近iこいたり，養角r'i真珠の構造と色及び光沢に|対して研究が盛んになり，腐状構造及びその成因

が論ぜられている。即ち，大森 (1947)は真珠腐の一枚の厚さを測り平均 0.36μ とし，それと一定

期間内に形成された真珠層の厚さとを比較して 1日2屑形成説を立て，この原因として潮汐を考え

た。円ElJ，上田 (1947)は薄関の間隔に養 fJ数を乗ずると真珠層の厚さと大体一致することから

真珠は"'-'0.5μ の厚さの腐が毎日一枚づっ形成されると考え 1日1屑形成説ぞ唱え?こ。 一方，渡部

(1950)は真珠の断面と表面の観察から真珠の扇状構造を論じ，真珠は鱗片状の薄層が互に瓦のよう

に積み重なって形成されること，及び養刑 1]数の明らかな個々の珠について屑の厚さと腐の数を測

定しー|ヨ lこ形成される屑の数は分泌作用の旺盛なる個体では一日一枚とi恨らず多数形成される事を

報告した。更に 1952 こ普通の!回線と異なる太い閉じた conchiolinの庶線を観察し，水温の

130Cへのヒや貝掃除によって形成されたものと推察したc また普通より厚い崩を観察して，こ

れはFJ:結iJiによるのであろうと述べている。

先にアコヤガイ Pinctada martensu (Dunker)介訟の稜柱腐及び真珠屑の表面構造に

ついて述べたが，この報告で、は回状構造についての観察を記述した。

このi同究iこ当り，終始御懇篤な指導をくださった活天所長に対し，深甚なる謝;也:を表する。叉

数々の助言と校三]を賜わった，三ill県立大守L水産学部渡部哲光講師lこ深謝する。

材料及び方法

観察:こ供した材料は英露湾多徳島附近の水面に主主JrMしであった 4年生アコヤガイの介殻で昭和30

ド Kozi Wada. Electron-microscopic observations on the shell structures of pearl oyster (ρinctada 

martensiz). III. On the laminary structure of shell. With English summary， P. 90. Bull. Natl. Pearl 

R巴2.Lab. 2: 86--93， 1957. 

1) 国立真珠研究所業績 No. 13. (国立真珠研究所報告 2:86-93. 昭和32年 3月)

九
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年 10月よ り同 31年 6月までに採集したものでゐる。

也子顕微鏡用標本作成tζゐたっては成長線!と沿って介殺を垂直に切断し，鉱物岩石薄片総にて研

磨した。乙れを酸化マグネシウムで仕上げ研臨して後，Wiく薄い出酸で1mi機物を腐蝕したものと，

50% I)j性カリ ーグリセリン溶液で煮沸して有機物を治かしたものとを作った。 更に，介f設を成長線

方向t(;切った断面のうち，，ま V垂直l乙別れたものを選んで誠料とした。これらの民rr面をアル コール

てサ，'Jtjtし，メチルメ タクリ ルーアルミニウ ム二段レプリカW，即ちメチJレメタク リレー トの半m合

体をr泊料面に流し 30- 350C で 3 - 4 11与 ~"iJill介させて節ーレプ リカを採った後，金属クロム?とて

位協をつけて更にアル ミニムウ を燕-fi-して211ニレプ リカを作った。

乙れとDf:付して光学顕微鏡用の研陪標本を作った。またlii!記可性カリ ーグリセリン悩液で・介位を

数分1，''tJ.f.¥f!J1lし分離して観察した。

観察及び考察

アコヤガイの介伎では他の大部分の二枚貝と同般に，先ず佐位同が作られその上l乙真珠J凶が形成

される。稜柱l凶形成Iζ当つては先ず即い conchiolin JJ'(11})/j<平万向に薄板状!ζ出品ーして基盤を作

り，その上に calciteの結晶が出おーして妹筒状の部屋が形成されて行く 。このi恥或る週期をもって

~状の駿住附が介殻外万t乙向かつて遊離して形成されるが， 乙れら葉状の府は遂には笛.(1 して全体

として一つの俊柱回となる。稜佐世が形成された後，その上K conchiolinと aragoniteの結Jil

が出府して以珠Wiが形成される。なお，r.!{l殻筋の附析している介殻の部分は他の真珠回と史=なった

構造を持った光輝j凶1) (H巴lleschicht)がある。|射殺筋は介妓の成長lζ ともなって大きさを増すと

同時に，成長線に沿って)血縁部 ?と移動をつ三けるから，介殺表面の光輝層の音11分はこれはともなっ

てl血縁部tζ移動す る 。 閉殻筋の移動 したJMi fr は新7こにn~Ii" 1が形 'ï~され る 。 したがって，乙れら介

慢を成長線l乙沿って切断しその断面を観察す

ると Text-fig.1 fと見られる如 く，外面よ

り波皮Jd，段位府及び真珠!百の11買に梢成主れ，

J'!I*'門はI!!J殻筋の移動l乙よって生じた光輝11"1

lζ二分されて内外二府にわかれている。i社皮

w"ま力，~梢造の conchiolin 屑からなっており

部通の介殻てeは剥訴したものが多L、。また俊

往!日や点~J凶は calcite や aragonite のあ!i

品がーケーケ都みEなって各々の屈を梢成し

ている。なお，設住屈においては calciteの

結品が泉町 した周囲を太い conchiolin の壁

が取りまき ，多角形住状の部屋を構成してい
Text.fig. 1 Photomicrograph of longitudinal 

section along growth lines of a shell (crossed 
るの，九 Text-fig.2 ，乙見られるよう に，こ nicols). x 50. 

の conchiolinの壁自体に も横縞がゐり ，11与にはム:いバンド心 (Prisrnenscheidwa nde) が見られ

る (Text-fig.3) 。 その他，色素帯などが存在して出~\1~な 1(:"1状拙i芭をな してい る (1ext-fig. 4)0 n 
~Jとi を直交ニコルの もとで観察する と. 同日寺消光をせず消光の異なる数屑を生ずる 。 また Pinna，

Mytilus， lVIeleagrina及びその他貝類の光輝!とiは他のよ辺氏l凶と同じく aragonite結品より成る耳i

Jえびその梢造は六角形の長い角住より成る事1)が切らかにされており，今回のア コヤガ イにおいて

同織でゐる。稜住町と真珠層との境自にはl早い conchiolinの!凶が存在して乙の両l凶を分離 してい
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Text-fig. 2 Cross-striation in the conchiolin 
wall round a prism (cross巴dnicolsl. X 180 

Text-fig. 3 A band (Prismenscneidwande) 
in a prism. X 450 

Text-fir. 4 Bands of pigmenr ln prismatic 
lay号rs (crossed nicol~l . )( 190 

* 波部哲光 f'J'c[珠表面のm子顕微鏡による箆終」

判 渡部哲光 ・和国治爾 「ア コヤガイ介殻の何状構造J

る。介伎の薄片を作り偏光顕微鏡で観察する

と，これら calcit巴結品の C軸は介殻表面

(乙垂直な conchiolin 1<:対して互に平行にあ

るいは或る一定の傾斜をもって累積している

事を前報3)で記述 したが，真珠!酉の arago・

nite 結吊の C軸も出若当時の介殻内表面l乙

li '):垂直な方向をとっていて Schmidtω(1

923) による他の介殻真珠町の場 合と同様で

ある。

次l乙各屈の居状構造を詳細lζ観察してみる

と，稜柱Ji'!'iを構成している calcite結晶の各

屈の厚さは大体 0.7"，-， 7.0μ の範囲をもって

!白状(ζ堆積しており，屈と屈と~聞は厚さ約

0.04"，-， 0.5μ の conchiolin!cよって埋めら

れている (Fig.1，2，3)。時には Fig.3!乙見ら

れるように， ov巴rgrowth*バ判によって生じ

たと思われる屑 も観察される。乙れら厚い厨

や薄い屑が互に累積 して全体として稜柱回を

構成しているが(Fig.8，9)，大休において真珠!冒

との:境界に近づくに従って聞の厚さは薄くな

る傾向を示しその附近の構造は複雑になる。

即ち，周縁部以外の部分では稜柱屈の上に真

珠!百が出若しているが，周縁部では更にその

上に稜柱屈が堆積して後に真珠屈が出着して

いる事もある。これら真珠屈に近い部分の稜

柱屈は一般に conchiolin量が多く calciteは

約 0.2"，-， 1.4μ の厚さの!日として累積してい

る 。 また真珠屑との!í~目には conchiolin の

j早い回が存在 し部分によって直線状，波詩

状，その他の形態をとり ，厚さも異にする

(Fig. 10， 11， 12)0 Fig. 12 IL見られる如く ，

毘ー々 その conchiolinIニ|ニqζu樹立状の構造が観

察されるが，乙れは多分 CaCOs溶液が少い

ために calcite が十分に成長せず球状にな

って散在したものと思われる。

真珠l白は光輝屈によって内外二回にわけら

れており ，表面観察によるとその成長方法や

水産学会 講演 (1955). 

水産学会 諮演 (1956)ー
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速度及び結晶の大きさに差がみられるが6)，断面では今のところ差がみられていない。 Fig.13と14

に見られるように， aragolllte薄板の周縁部が表面に露出して条線模様を生じている九 この真珠

層の斜めの破砕面をとって観察してみると aragoniteの薄板が一枚一枚累積しており (Fig.15)，こ

れら-枚一枚の aragoniteの結晶は約 0.3"， 0.5μ の厚さの六角板状で稜柱層を構成している

calcite結晶に比較して薄く，結晶聞に存在している colchiolinの量は相対的に非常に少L、。更に

真珠層は稜柱!麗lとみられる如く厚い層と薄い層とが互に入り組む事はほとんどないが，部分的に異

なった層が或る適期で生じている。この真珠層の中を消光の違った光輝屑が殻頂より腹縁部lこ向か

つて走り，閣の厚さ及び内表面からの深さは場所によって異なる。即ち，殻頂より腹縁部に近づく

に従って層は厚くなり次第に表面に近づき遂に表面に出て現在の閉殻筋の附着位置に達する。こ

の光輝層は一層の厚さが厚く全体として六角柱状で、他の真珠層に比較して個々の結晶が明瞭でない

し，真珠!留との境界には太い conchiolinの層は存在していない(Fig.18)。

以上の観察からわかるように，稜柱層や真珠閣は先ず conchiolinが分泌されてその上に石灰塩

類が沈着して介殻が形成されてLぺ。渡辺8) (1950)はこの過程において calcite及び aragonite

の結品作用が或る週期をもって起り層状構造を生ずる事を指摘し，おそらく貝体の生理状態の週期

的変化によるものと推察している。更に，乙れに加えて今回観察した種々の層状構造は季節的な環

境変化や人為的刺戟によって貝体の石灰分泌機能に変化がもたらされて一層複雑化されたものであ

ろう。即ち，一定時間内に分泌される CaCOaや conchiolin量の多寡が腐状構造に変化を生ぜしめ

る主な原因と思われる。また渡部9)10) (1952，1954)が overgrowth，dissolution， recrystallization 

等を指摘している如しこれらによっても腐の厚さに差を生ずるであろう。稜柱層と真珠層との境

界附近の扇状構造及び conchiolin層の形態も，その層の形成当時の種々なる要因 lとより変化され

るようである。即ち，この附近の表面観察とゐわせ考えてみて， conchiolin 量が非常に多く存在

する時は calcite結品が十分に成長せず不明瞭な闘状構造を生ずる。この際， conchio linの分泌量

がこの附近の構造に火きな関係があるものと思われる。 一万，稜柱)爵が真珠騰に比較して層の厚さ

が常lこ乱れているのは calcite結品の成長速度が不均一な為であって，それには conchiolin量も関

係しているものと忠われる。

Summary 

The laminary structures of the shells of pearl oyster (Pinctada martensii) were observed 

with an electron microscope. 

1) The thickness of an elemental lamina in the prismatic and nacreous layεr is 0.7 

'" 7.0μand 0.3 '" 0.5μ， respectively. 

2) Laminary structures of prismatic and nacreous layers vary with the arnount of 

CaC03 crystals deposited in a definite time. 1n some parts of the layers crystals seem 

to have grown up with ov巴rgrowthor recrystallization， which also disturb the regular帽

ity of the layers. 

3) Th巴 thicknessof calcit巴 crystalsis not so uniform as that of aragonite crystals 

because of their undefinite growth velocity. 

4) Near the borders between the nacr巴ousand prismatic layers， calcite crystals are 

thinnεr， and conchiolin membrane are thicker than in other regions. 

5) Very thick conchiolin layers exist at the boundary between the nacreous and 
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prismatic layers with small spherules very often scatter己d in them. These、spherules

seem toむecalcite grains which could not afford to grow enough with little supply of 

CaC03 solutions. 
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Explanation of Plate I， II， III 

Electron-micrographs of the laminary structure of pearl oyster shel!. 
Fig. 1 and 2 Laminae of calcite crystals near borders of n且creousand prismatic layers (fracture 

surface). 
Fig. 3 Regular d巴positionof calcite crystals and conchiolin layer overgrowth of calcite is 

observable (fracture surfac巴).
Fig. 4 Prismatic layers near nacreous layers (treated with 50?-6 KOH-Glyc色rine80!.). 
Fig. 5 and 6 Laminary structure of prismatic layers near outer surfac邑 ofa shell (treated 

with 5096 KOH-Glycerine sol.) 
Fig. 7 and 8 Calcite crystals and conchiolin in prismatic layers (etched with 0.0196 HCl). 

Fig. 9 Calcite crystals in prismatic chambers deposited almost horizontally or a little obliquely 
to the long axis of the prism (fracture surface) 

Fig. 10 Thick conchiolin layers separating nacreous旦ndprism司ticlayers (fracture surface). 

Fig. 11 Borders bεtween nacreous and prismatic layers. From upper to below nacreous， 
conchiolin and prismatic lay巴rs(fracture surface) 

Fig. 12 Showing the granular structure in conchiolin layers (fracture surfac巴).

Fig. 13 The margins of elemental laminae on the surface of nacreous layers. 
FIg. 14 Photomicrograph showing the surface and fracture surface of nacre. Elem巴ntallaminae 

accumulate to form steps on the surface. 

Fig. 15 Fracture surface of a nacreous layer. Showing the accumulation of laminae of aragonite 
crystals 

Fig. 16 Aτagonite crystals of nacreous layers with the thickness of about 0.3~0.5μ(etched with 

0.1% HCl). 

Fig. 17 Laminary structure of nacreous 1呂yers(fractur巴 surface).
Fig. 18 A light (Helleschicht) lying in nacreous layers (fracture surface). 

bos
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Plate 1 

Fig. 4 

. Fig. 5 

Fig. 6 
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Plate III 

Fig. 13 Fig. 16 

Fig. 14 Fig. 17 

Fig. 15 Fig. 18 



光学顕 微 鏡 に よ る真珠及び貝殻 の

表面構造の観察方法についてぺ)

中 原 H告

国立 真珠 研究 所

真珠の表面は貝殻の表面と共{ζ，変化lこ富んだ構造をなしている。これらの構造の変イじは主とし

て炭酸カルシウムの結品の個々の形態及び配列の変化によって生じている。真珠及び貝殻の表面構

造の観察は生物学上の問題としてはもとよ り，物理，化学的にも興味深い乙とであり ，叉真珠の光

沢，色等の品質の問題とも関連がゐり，真珠の利用の見地からも重要な問題を含んでいる。

最近 、iVatabe (1955)，和田 (1957)等によって，表面構造について，主として電子顕微鏡によ

る観察が報告されている。光学顕微鏡による観察も補助的lζ行われている。

若者は光学顕微鏡を使用して，いくつかの観察法を実|擦に試み，各種観察法を比較 した。真珠及

第 1，2図 真珠の表而，330x丞直投光管lとより Obj.16.5 x， Oc.6 X， Conpensating prism 

使用，富士ブョロセスパンクロ乾板により撮影。1，2図は岡ーの真珠の表酒iでゐるが，部分lζより
乙のように柿造の差をみせている。1fま平行紛， 2は過巻及び同心円の pattern を呈する。材
料は 10月下旬英成湾で採取したアコヤガイ (?inctadama1"tensii)の養殖真珠。

* Hiroshi Nakahara. A device for the method to observe the surface structure of pearls and 

shells with the ordinary microscope. With English summary， p. 97. 

Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 2: 94-99， 1957. 

1) 国立真際研究所業績 No.14. (国立真珠研究所報告 2: 94-99.昭和32年 3月)
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ぴ貝殻の表面は透明文は半透明とJlElわれる結品が配列しているので，表面反射が少く，内部での乱

反射が強いも のと思われ，コン卜ラストが不良になるので，落射照明で直接に観察する場合lこは種

々の制約をうける。しかし，適当な光学系を使用することと，場合によって適当な処理を話料にほ

どこすことにより良好な結果を得る乙とが可能てゐり，写真撮影札各種の倍率において好結果を

得ることができた。

使用した光学系は多くは LeitzPanphot rc.備えられたものを使用した。写真は Panphot'1と

より手札判，又はライカ判lζ撮影した。撮影にあたって.はオリンパス顕微鏡写真用蕗出討を使用

し，乾板叉はフィルム面で測光し，露出を決定した。

I 落射照明による直接観察

落射照明システムとしては垂直投光管 (verticalilluminator)とウルトロ パーク (Ultropak)の

両者を使用しド。どちらの場合でも曲面を観察するために，視野全体l乙焦点を合わせることは困難

で，特lζ真珠の表面はカーブが強いので視野の周辺部のぼけが著しいのはやむを得ない。

垂直投光管を使用する方法は真珠の表面および貝殻の真珠帽の表面i乙関してはかなり効果がゐ

る。今回使用した Leitzの垂画投光管は Opal←illuminatorと呼ばれるもので，内部l乙反射用の

Co:npensating prism と Plane glass とがゐり，双方ーを自由に交換して使用することができ

る。第 1図及び第2図は Compensatingprism を使用 し，16.5x の対物レンズを使用して撮影

した真珠の表面で、ある。叉第3図はアコヤガイの稜柱屈の表面で司planeglassを使用し， 45 xの

対物レンズを使って撮影した。 planeglassを使用した時は pnsmを使った時に比べコントラス

トは小さくなるが，微細な構造はよく観察され

る。貝殻を観察する時は油粘土を使って員1祉を

アルミニューム板か，スライドグラス l乙固まiさ

せる。真珠を観察するl時にはアルミニューム板

l乙真珠の直径よりや h小さい円形の穴をゐけ，

乙の穴の上に真珠をのせて検鏡した。 ζのよう

にすると一個の真珠を各方向から観察するのに

便利である。

i皮浸系のifE倍率の対物レンス"を使用する場合

は，以上の方法では非常?とコントラストが弱く

なるので，出力11・林 (1954)の報刊にある真空

蒸おによるi目反射処fillを参照して，表面iζ真宅

蒸着法による金属の被膜を作 り，表面の反射を

明大させて観察した。著者はゲルマニューム約

15mgを表面から垂直に 45mmの位置から真

空蒸若を行い，よい結果をf弓fこ。tf54阿はこ の

万ìl~1とより Îlll浸系対物レンズ (80 x ) を使用し

て撮影したアコヤカ‘イ真珠Mの表面でゐる。真

空蒸11処理は叉，乾燥系対物レンズによる観察

に使用しでもコントラストの明大に効架がゐっ

た。しかし真空茶打による方法は表面l乙企.属の

被膜ができてしまうので・貫主な誠料には使用で

才 31~ アコヤガイ稜柱1[':1の表面。540x，丞直投
光管， Obj， 45 x， Oc， 8 x， Pl:me glass 使用， 福士
ミニコ ピー(ライ力判)K侭影。椛造の務制な説明は
和問 (1956)を参照されたし、。材料lζ8月下旬採取。
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きなし、。

ウルトロパークぞ使用しでも観察は可能でゐるが，コントラストが忠く ，真珠のようなカーブの

強い面では明るさのむらが大きくて，適当ではなかった。 しかし，真空蒸新処理をほど乙した材料

については比較的良好で，乙の時は重直投光官の時と異なり，結品の周辺が明るい線となって現

われ‘強いコン トラストの像が観察される。 しかしながら細部D観察には垂直投光管の方がすぐれ

ているように思われる。

71' 4図 アコヤガイ良珠胞の表面， 1500x，垂直投光管 Obj.80/1.30 Fluorite 油浸， Oc.6x 
Periplan， Plane glass使用，富士フロセスパンクロ乾仮。材料It.は germamumの真空蒸着Kよる表

面の噌反射処理がほど乙されている。渦巻状配列の渦巻の中心部を撮影したもので.生長途中』ζある
と思われる大小の aragoniteの結晶がみられる。材料は 10月下旬採取。

E スンプ法の 応 用

スンプ法は透過形顕微鏡を使用しての物体の表面観察には普通に使用される方法で，透明セJレロ

イド仮の表面を浴媒でとかし，それを物体の表面l乙密着させ，乾燥してからはがして型を取る。乙

れの材料はセットとして売られているものを使用した。

照明法としては通常の透過照明，暗視野照明，及び位相差法 の三通りを使用した 。乙れらのう

ち，透過照明はゐらゆる場合に使用できるがコントラストは弱い，第 5凶は 乙ζの万法により撮影

したア コヤカイ殻の稜柱l臼と真珠層の境界都でゐる，このように部分によ り構造が異なって，コン
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トラスト tOdしい差のゐる場合の観察には適している。

位相差法はコントラストが良好で， 40x程度の対物レンズを使う観察に適している。第 6図は位

相差法により撮影 じたナコヤガイ其珠聞の表面である。

暗視野照明は 20x以下の対物レンズを使用する観察に最も適当でゐる。特tζ真珠回表面の結晶

の配列を明l僚に現わす乙とができる。第 7図は乙の万法によってア コヤガイ真珠回の表面を撮影し

たも ので， 10xの対物レ ンズを使用 し，Leitzの位相差用 HeinecondEnser により暗視野照明を

行った。部射!照明のウルト ロパークをスンプ法lζ応用しでも H古視野照明と似た結果が得られる。

才 5図 アコヤガイの真珠!日(下)と後住Wlの境界都。
170x スンプ法lとよ り透過!照明で鮫jj~， Obj目lOx，Oc. 6x， 
富士プロセスパンクロ乾板。 材料は11月上旬採取。

才6図 アコヤガイ真珠}t'1の表而。360x ス
ンプt去により Leitz位相差で飽き集。 Obj.40X，
Apoch. Oc. 8 x Perioplan， 'i:J七ネオパン s(ラ

イカ判)村料は 8月下旬採取。
同心円状の結品の配列を呈している。

御援助と御指導を賜わった高山活jミ所長lC::深く感謝の;芯を表する内また終始御協力を似 しまれな

かった和田浩繭氏lζ対し感謝する。

Summary 

The present paper describes the method of observation of the surface structure of 

the pearl ancl the shell with the use of several types of the ordinary microscope. After 

several trials， it was found that the vertical illuminator was most favourable for the 

direct observation of the structllral feature in the sllrface of the pearl and shell. The 

application of the SUMP method was also useful for study when it was combined with 
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~ 7図 アコヤガイ真珠屈の表面 240x スンプ法により陪観野!照明で綴影.Obj.lOx Oc.6x 富士プロセ
スパンクロ乾板.渦巻，同心円， 平行縞の組合わされた複雑な patternが現われている。構造の説明は和国(19
57)を参照されたい。 材料は 11月上旬採取。
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transmitted light， phas巳 contrastand dark field illuminations. 

Figures 1 and 2 show the structural feature of the surface of pearls， Figure 3 

indicates the sl1rface of the prismatic layei-of the pearl oyster， anc1 Figure 4 illustrat巴S

the surface of the pearly layer of the latter; they were all taken with the aid of the 

vertical illuminator， in Fig .4 the oil immersion ob巴jctivebei時 used. It w出 observec1

that the surface of the pearly layer as shown in Figure 4 was coatecl with germanium 

by vaCl1um evaporator wlth a purpose of increasing the surface refraction. Figl1res 

5， 6 and 7 were taken through the application of the SUMP method. Figure 5 shows 

the surface structure of the pearl oyster shell and the boundary of the prismatic and 

pearly layer. Figure 6 indicates the surface of the pearly layer of the pea.rl oyster， 

taken with the pha日司contrastmicroscope. Figure 7 shows the same structl1ral featuτe， 

observed with the use of the dark fielc1 illumination. 
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アコヤガイ (Pinctadamartensii)の脂質

の組織化学的研究下1)

町 井 昭

国 立真 珠研究所

二枚貝の脂頁についてはすでに多くの生化学的研究が行われている c 足利 (1951) はアコヤガイ

(P inctada inartensi7:) を材料にして貝肉成分の分析を行い"脂肪はp3臓に多し次いで鱈 の

Ii員になっている"と報じこご最近，掘 (1955) はセタシジミ (Corbicula 5αndai Reiη加 rdt) につ

いて同様の分析を行いラ脂質の性状と塁の季節的変化等どと詳細[こ報じている c しかし二枚貝の脂質

の分布を形態学的に観察じたものは少い。そこで著者はアコヤガイ (P凶 ctadαmartensii) の脂質

の分布と性状を 2，3の組織化学的万法を用いて各器官:IJ1jに観察し lこ。脂質は消化紫の仁皮，中腸

線，此I性生号i'I細胞25において，多数の人:な果干¥liから微細々来粒にヨゴるまでの種々のjにきさの果粒

として特に多く分布していることがわかったので，ことに什1を報告する。

この研究の引lは三重県立大学水産学部において行つ?こにl この研究に当り指導をいただいた国'j"r
山 íi5夫所長，三:lli~艮)工大学岡田弥一郎i専 ~j:，日:土井禎氏 lこ!まJ謝の志;を表する f

材料と方法

アコ吟に践する 3年生:のアごヤガイ (Pinctadamartensii) を 1956年 11月2.9EI，同 12月 6日

及び同 8IJの3回にわたり探取し，直ちに外とう膜，足，閉殻筋，収足筋ラ胃，腸， rや腸腺，生殖

線等モ取り H¥し，ホJレマリン緩衝液(KH2P04，Na2HP04で pH7.0¥こ調整)，チアチオ液，カルシ

ウム・ホルマリン等で固定した。ホルマリ/緩衝液及びカルシウム・ホルマリ/固定のものは引:

をカーボワックス包im，5/1 の切片をつくり，コーパンのズ夕、ン E及びス夕、、ン黒 B水溶液で

染色し 111953) ，一部は氷結!刀片をつくりス夕、ン黒 B及びナイ Jレ青染色を抱したc チアチオ

液|劃定のものはi去により 7日間11ft:クロム酸カリで処理し染色を施したが，色素はズダン-lV及び

ス夕、ン黒 Bを用いた (Lison1953)。また必要に応じ対照染色としナ、エー Jレリッと・ヘマ

トキシ 1)ンーエオシン染色を行ったう今回は主としてデアチオ染色において，ズダン黒-Bを用

いた場合の観察結果を述ベヲカーポワックス及び氷結切片:こス夕、ン染色を行った場合の観察結果も

スダン黒 Bを用い について記述するつ

観 察

( 1 ) チアテオ染色

外とう膜: 先続部の 3つのひ?こは弱拡大下では上皮細胞がうすく青黒色に染まっており‘結合

組織及び筋肉はと皮細胞よりも更にうすく青黒色?と染まっているのが観察された。トjl央摺の落部jii

本 AkiraM旦chii. Hist口chemicalstudies of lipids m the pearl oyster !Pinctαda martensii)， I. With 

English summary， p.l06. Bull. Natl. P巴arlR巴S. Lab. 2 100-106. 1937. 

1) 国立真珠研究所業績 No. 15. (国立真政研究所報告 2: 100-106昭和 32年3月)
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くの殻摺Ir.面する側Kゐる腺の中のメL~ 、来粒は非常にうすい 13剥色を呈する。 強拡大下では各ひだ

の上皮細胞内にうすく青黒色に染まった微縦な果粒が細胞質全体に分布しており， 上皮下及び筋肉

束の間にある結合組織及び各所lζまばらにゐる いは早急;1乙分布する筋肉にも同様に染まった微細な果

~.-、、ー、、.

Fig. 1 外とうj院総及び総l政:g.js.上皮細胞はうすく染まって
いる.1956年 12月6n.チアチオ液同定， ズグン思-8をj日い
てテアチオ染色 x45.

i凶が少数分布するのが認められた。

外と う膜桜膜部の上皮細胞は先端部

の3つのひだの上皮細胞における

と同線，強拡λ下では微細な青黒色

Iζ染まった果粒が細胞質全体にわた

り分布している。縁膜nrsの結合組織

及び筋肉組織も先端部のひだにおけ

ると同様，弱拡大下では締めて うす

く汀黒色に染まっており ，強J玄大下

では7f黒色t乙染まった微おI!な呆粒1J)

まばらに分布しているのが認められ

た。外とう l肢郊の上皮細胞には結膜

部及びタトとう膜緑の上位細胞にお

いてみられたよりも大きい15黒色l乙

染まった泉村がみられた。上皮細胞

(r.続く冬期グ リコ ーゲンの帯都され

る j車様出造を呈するおI!胞の中には ， 比較的大形で不広形を呈しúH~白lζ政染する泉粒が細胞全休に

わたり分布しているがその宿泊:は一様てeなく，外面上皮lζ近い部{立はど乙れら の果粒の数が少いの

が認められた3 外とう膜の各部(と分布する腺細胞内にはテアチオ染色』とより政染される県粒は全く

みられなL、。縁膜部及び先端部等の上皮下及び結合飢餓聞にしばしばみられるエオシン!q:染の大き

な円形*粒は側めてう すく 一様に古巣色に染まる 。 Ij~拡大下で1必然した場合， 只後l乙接する面の上

皮と内面の上皮とは，いずれが政く染まるか断定出来ないが，ある個体では外面上皮と内面上皮と

でほとんど達が認められないが，多くのイ肉体では外面 1:皮の方が内面上位よ り政く 染まっているの

が明らかに観察された。また各所1ζ 分「りする神経取は出拡大下ではうすくぽill色fζ 染まっている

(Fig.l )。

閉殺筋 : 有紋部と平滑部のいずれも筋線維は弱肱大下では一段』ζうすく 167灰色を1する。強拡

大下でも粗大な可染果粒は全くみられず， うすく背よu色 lζ染まった微細な果粒が筋線刻f~及び!間質に

多少分布しているのが観察された。

収足筋 : 筋線維内l乙は閉位筋におけると同線，粗大な可染果粒はみられず， うす く111黒色に染

まった微細!な果粒がわずかに認められた (Fig.2)。

足 : 主lζ筋線維から成り，外面は小さいひだをなしている。ひだの上皮細胞には貨かっ色乃至

は裂かっ色の色ぷ県魁がゐり繊毛が密生している。ひfごの繊毛はう すく背黒色に一様tζ染まる。ひ

Tごの上位和l胞問Kゐる腺細胞にはテアチオ司染の果料は認められず， 足の主要1~5をなす縦横!ζ走る

筋肉及び散在する結什組織内にも他の部分の筋肉及び結合組織におけ ると同様相大な可染以粒は全

くみられなし、。足の先端部等のひfごの上皮下及び結合組織間に介在するへマトキシリンに政染する

塊状の部分はややi~~、青黒色{ζ染まる



102 国 立 真 珠 研 報告 昭和 32年

Fig.2 収足IJ1jの綴断而.大形脂質泉佐は
認められない P: 遊皮細胞，細胞質中IL

青黒色K染まった小形の脂質果殺をもってい
る。 1956年 12月6日，チアチオ{皮肉定， ズダ
ン黒ーを用いてチ アチオ染色.x540. 

Fig.4 I助の上皮細胞の一部.大形!J旨賀県佐が
認められる.1956年 12月8日，チアテオ波固
定，ズダン黒-8を用いてテアテォ染色
x 100 

-
• 

ー 沢 明むT

Fig.3 閏の上皮細胞. 大形県粒から微細な果粒It.至る
までの種々の大きさの脂質耳元粧が題担~~れる x540. 

Fig.5 中IJW恥大形の果粒から微細な泉粒に至るまで
の騒々の大きさの脂質泉粒が認められる.1956年 12月
8日チアチオ液固定，ズダン尽 -8を用いてチアチオ
染色. x210. 
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同 : 胃のある部位では上皮細胞の基底膜と核の問泣ぴほば中央部lLi段青黒色1r.染まった組大な

泉佐が密に分布しており ，それより小形の同様に染まった果位が核と遊緩縁の聞に多数分布し，ま

た微調1Iな白黒色』ζ染まった果粒が細胞質に一様に分布している のが観察された。ゐる部位では同様

に染まる小形の果粒だけが上皮細胞の肢と遊雌縁の間に分市し，粗大な可染果粒が非常に少いのが

認められた。上皮細胞の繊毛は践染されない (Fig.3)。

腕 : )協の繊毛を有する円柱上皮細胞内には叫73:県色lζ染まった大小の果粒が細胞質全体にわた

り分布しているが， ある部位て'は上皮細胞の悲低限1乙近い~~~伐には粗大な可染呆粒が， 内j肢に近い

部位接と遊離縁の山l乙はやや小形?)可染栄粒が分布し，また微細な可染果粒カ三和1¥胞質全体にわたり

多数分布しているのが認められた。繊毛は円におけると同級淡灰色叉は淡黄かっ色を旦し政染きれ

ない。また上皮細胞を取りまく結合組織にも粗大な可染果粒は多くみられなかった (Fig.4)。

中腕腺 : 中腸腺を構成する細管部の実質綱11胞には， a:! I~î'煤色 lと染まった非情に大きな果1立が多

数みられた。乙のw:粒は核と基底膜の聞に多く遊間!!縁近くには少し、。 しかし細管部のゐる実質細胞

には，乙れら粗大な果粒がみられず，!s微細な可染果粒が梨1I胞質全体!とわたり分布しているのが観察

された。細管部と腸を結ぶ大小の導色:部ではi'j黒色lζ政染した粗大な果粒がその実質細胞の核と基

底膜のImlζ密に分布し，遊離緑近くには同様に染まった小さい果粒が少し分布しているのが認めら

れた。まにこれらの組大な果粒とやや小形の可染果粒に介在して，同様tζ染まった微細な*位が網11

胞質全体に分布しているのが明らかに認められた。中脇阪の細c部及び導管部を取りまく問自(結

合組織及び筋肉)には青黒色に染まった大小の果和が若干みられるが，これらの果粒はいずれも導

管部及び網11白部の実質細胞において青黒色Jζ染まる果粒よりも染色反応は弱く，うすい??黒色に染

まっている (Fig.5)。

Fig.6 M栄.細管部の墜をつくる細胞に
は小形のJJ行間!-P:f立がみられる. X100. 

Fig.7卵巣.雌性生殖細胞の細胞質n:f，ll大な
脂質瓜F立がある. 1956年12月8円，チアチオ
波固定， ズグン黒-Bを用いてチアチオ染色
X400. 
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精 巣: 精巣の細管部ではその中に種々の成熟過程にある生殖細胞が認められるが，これらの

細胞には青黒色に染まる大きな果粒はみられず，淡黄かっ色を~するか，あるいは極めてうすく一

様に青灰色に染まっている。細管部の墜をつくる細胞内には，濃青黒色lこ染まったやや粗大な果粒

が若干認められた。また細管部を取りまく間質にも同様に染まった微細な果粒の点在しているのが

認められた (Fig.6)。

卵 巣: 卵巣の細管部の穫を構成する細胞内には青黒色lこ濃染したやや粗大な果粒が若干分布

している。細管部では成熟過程の比較的進んだJttffi性生殖細胞の細胞質には濃青黒色に染まった極め

て粗大な巣粒が分布している。まに間質内には同様に染まった粗大な果粒やこれよりも小形である

が同様に染まった果粒が分布しているのが認められた。これらの青黒色に染まった大小の果粒は，

卵巣の方が精巣におけるよりはるかに多く認められた (Fig.7)。

遊走細胞: いずれの個体においても，またどの部伎にもみられる遊走細胞は微細な，時には組

大な青黒色に濃染する巣粒をもっている。腸管及び中腸線にある遊定細胞には濃青黒色lこ染まった

粗大な果粒が多い傾向がみられた。

( 2 )ズ ダ ン 黒 B染色

外とう膜: 各部位の k皮細胞にはいずれも青黒色に染まった微細な果粒が分布している。筋肉

及び結合組織には青果、色に染まる小さい果粒が多数分布している。外とう!控部の上皮下にあるクリ

コーゲンの蓄積される細胞内には濃背黒色に染まった大形の果粒が筏に分布しており，微細な果粒

もその間に散在しているのが観察された。各種の腺細胞はチアチオ染色の場合とほぼ悶段で，ズ夕、

ンoJ染の果粒はほとんど認められなかった。

開 殻筋: チアチオ染色の場合とほぼ向様の像を呈しうすく古黒色!こ染まった微細な果粒が筋

線維及び間買に多少分布しているのが認められたc

肯 と腸: 繊毛を有する胃の円柱上皮細胞の基底膜{こ近い当[)4立には濃青黒色に染まった比較的

大きな果粒が塊まって分布し，遊離緑と核の間lとは同様にi農i苛黒色lこ染まった小さい果粒が散在し

ているのが認められた。胃の上皮細胞を取りまく間質内にはズダン黒--BpJ染の大形果はみられ

ないが‘青j虫色lこ染まったやや小さい果粒がまばらに分布しているのが認められたc

腸のある部分の仁皮細胞においては濃育忠色に染まった大形の果粒が核と基底膜のrl:¥J(こ分布し，
同様に染まるが小形の果粒が核と遊離縁の聞に多く分布しているのが観察された。しかしある部位

では以上の様な分布状態は観察されずう大小の可染果粒が細胞質内lこ不規則lこ分布したり，核と遊

離縁の間だけに青黒色iと濃染する果粒が観察された。腸の上皮与を取りまく間質には胃の場合と同様

ズダン長J染の大形巣粒はみられないが，青黒色lこ染まった小形果粒がまばらに分布しているのが認

められた。繊毛はいずれの部位においても一様に青灰色に染まっている c

中 腸腺: 細皆部のある実質細胞には青黒色に濃染した大形果粒が蒸!底膜と接の問:こ多数分布

しているのが認められたが，同一細管部においてもある実質細胞には青黒色に濃染する大形架粒は

ほとんど認められず，一様にうすく青灰自に染まっているのが観察された。導官官:sの実質細胞にも

濃青黒色に染まったお1大な果粒が認められた。これら青果、色に濃染した果粒は細管部におけると

同様，遊離縁lこ近い部位lこは小形のものが多く，基底膜{こ近い部位lこは粗大なものが多い傾向が観

察された。

生 殖腺: 卵巣及び精巣の細管墜を構成する細胞には青果、色に濃染する粗大な不定形の果粒が

若干みられた。比較的成熟過程の進んだ雌の生殖細胞の細胞質には濃青黒色に染まった極めて粗大
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な果粒と，同様lこ染まったやや小形の果粒が密に分布しているのが認められたc 雄性生嫡細胞には

ズダン可染の粗大栄粒は認められなかったが微細な可染栄粒が若干観察されたr 卵巣及び精巣を取

りまく間質には にやや濃く染まった若干の大きな架粒と小形の柴粒が塊まって分布してい

るのが観察された G

( 3 )ナイ jレ青染色

外とう膜: 各部の上皮細胞は細胞質が一様に青色lこ染まりう遊離縁は非常1こうすい赤紫色を呈

する様にみられたっ外とう膜の各部の結合組織及び筋肉は非常にうすい青色を呈するか，あるいは

全く青染されなL、。強拡大下でも赤または苛に染まる微細な果粒は認め難いc 先端部中央摺の外側

にある腺は全く染まらなL、。

r+l腸線: 中腸腺の細色'だちのある実質細胞には青く染まった比較的大形の果粒が細胞のほぼ>'11

央部及びJf，;底膜に近い部位に分布しているじ導管部の実質調11胞においても同様に染まった比較的大

形の架粒が分布しているが，それらの果粒のほかに赤紫色に染まったやや小形の果粒も分布してい

るのが認められた。また術11管部及び導管斉11を取りまく間質lこは青色に染まった果若干分布し，

赤紫lこうすく染まった果粒もまた認められたが，その数はあまり多くなかった仁

生殖線: 精巣及び卵巣の細管部の墜を構成する細胞には青く染まったやや大きな果粒が分布

している。雌性生殖細胞の細胞質には青染した大形果粒が密に分布し，その問に赤紫色に染まった

やや小形の果粒も認められた。また細管部を閉んでいる間質には百二白lこ染まった果粒と赤紫色に染

まった果粒が若干分布しているのが観察された。 締;
各部の筋肉: 閉殻筋，牧足筋をはじめ各部に分布している筋線維には青染または赤染する大形

の果粒は全く認められなL、。また小形のあるいは微細な可染果粒も認め難いの弱拡大下では械めて

うすい青色を呈するか，あるいは全く染まっていないに

考 察

回の観察では脂質は中腸擦の細管部及び導管官1)の実質細胞，腸管及び宵の上皮細胞，此ffi性生絹

細胞の細胞質等において粗大な果粒から微細な果粒に至るまでの種々の大きさの架粒として特に多

く検出されたが， "脂肪は内臓音1Ifこ著しく多く，次いで鯨，貝柱，外套膜の11固となっている" (足

剥， 1951)と Lづ生化学的研究の結果と一致することを示すでゐろう c 腸の上皮，中腸醸の細管部

及び導管部の実質細胞，雌性生殖細胞の細胞質等においてチアチオ染色及びズダン染色で検出され

た果粒の多くはナイ jレ青染色で、青染した。しかし中腸腺の導管部の実質細胞にはナイル青で赤紫色

に染まった小形の巣粒が認められた。また同様に染まった果粒が腸の k皮，Jftfl'性生嫡細胞の細胞質

も認められた。またベーカーのテストを行うと，腸上皮， II位性生Jlr市1胞の細胞質等には陽性を

示す栄粒が比較的多数認められた(町井，未発表)。これらの結果から中腸腺の導管部，腸の上皮

Jfl1t'~I:生組細胞の細胞質等には燐脂質を含む酸性脂質が存在し，中性脂質及びコレステリン エス

テJレ等も若干存在することが推察される c 各部の筋肉，外とう膜縁などにはチアチオ染色及びズ夕、

ン染色のいずれによっても濃染する粗大な果粒はみられずう筋線維は一様にうすい青灰色に観察さ

れ，外とう膜縁の上皮等も同様うすい青灰色に観察ちれたσ 外とう膜上皮ほナイ Jレ青染色で、は一様

く染まり，各部lこ分布する筋肉はほとんど染まらないc 外とう膜の上皮はベーカーテストに苦

い陽性を示す部位がゐるので(町弁，未発表)燐脂質の存在が認められるが，これがナイル



106 国立真珠研 報 告 昭和 32年

染する物質を意味するかはまだ明らかで‘ないっ結局，外とう膜及び各部i己分布る筋肉等には脂質は

多量には存在しないことが推察される。 また脂質の量は季節的に年令別に変化するといわれる(足

利，堀，田中，波多野)。著者は今阻は冬期の材料について観察したが放卵，放精の直前及び直後等

における脂質の分布および性状等について更に他の組織化学的方法を加えた観察を今後続けたL'o

要約

(1 ) アコヤガイ (Pinctadamartensii) の脂質の分布を組織化学的に研究した。

(2 ) 中腸腺の導管部の実質細胞，腸，胃の上皮細胞及び雌性生植細胞の細胞質等には粗大な脂

質果粒が特に多く観察された。

( 3) 中腸腺，消化管及び生殖巣等l乙分布する脂質は燐脂質を含む酸性脂質が多く，中性脂質も

若干存在する。

Summary 

Som巴 his'tochemic乱1observations were undertaken on lipids of the pearl oyster 

(Pinaada martensii). A large number of lipid granul巴sof vague outlin巴 was found in 

the epithelial cells of the intestine， stomach and in the cytoplasm of female germ cells 

The lipid granules are positive in Ciaccio'ヨ reaction，sudanophilic， and stained blue 

or purple with Nile blue-sulphate. Th巴 natureof these granules has remained unknown. 

The results of the present study seem to indicate that the majority of these granules 

are of acidic lipids nature including phospholipids， and that som巴 ofthese granules con-

tain neutral lipids or mixture of neutral and acid lipids. 

文献

足利千枝 1951. アコヤガイの生化学・的研究(才4報). 
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真珠袋の組織学的研究

II.季節による真珠袋形成速度の差異判)

町井 昭・中原 日告

国立真珠研究所

現在行われているアコヤガイ CPinctadamartensii)を母貝とした真珠養子耐では，核入れ手術

(又はそう核作業，タマ入レ等)といわれる過程がある。すなわち，貝殻で作った球形の核(直径

4 盟~3 分)に外とう膜を小片にしたもの(ピース)を添えて他のt:1. の生保i腺内にそう入する。手

術後はi静養と称し波の静かな漁場に手術のすんだ貝を置き，ある期間がたってから詩通の漁、場に移

し皆盟している。一般に静養期間は手術後 7~ 14日間くらいで，経験によってこの期間をきめて

いるが，手術後真珠袋が形成ざれる日数等を考慮に入れてきめるのが適当と忠われる。

核入れ手術後，移植された外とう膜片(ピース)が変化して真珠袋が形成される過程は，すでに

Ka¥¥叫王ami(1952， 1953)， Ojima and Watanabe (1953)，青木 (1956) 等によって観察された。

真珠袋の形成速度については， Kawakami はアコヤガイにおいて夏季水温 280Cのとき手術した

場合は 7日， 9月(水温250C)， 10月 (水混200仁)に手術した場合は夫々 14日， 34日後に真珠袋

が形成されることを餓察している。また青木は 10月(水損220C)， 11月(水損200C)に手術した

場合，手術後夫々 15---19日， 25 ---30日後に真珠袋が形成されることを観察している。

著者等は， Kawakami，青木等と同様に 4月から 9月に至る各月に核入れ手術を行ったアコヤガ

イ (Pinctadamartensii)につふて真珠袋の形成される過程を観察した。今回は，手術後真珠袋

の形成されるに要する日数及び，核面lこt記者物のみられるに至る時期等について述べる。

この研究に当り懇切な指導を賜わった高山活夫所長に対し深く感謝の意を申し述べる。

材料と方法

アゴ湾に産する 3年生のアコヤガイ (P叩ctadamartensii)の生殖腺内に常法 (t、わゆるフク

ロ入れ)により直径約 4-5mmのパラフイン核を 1個そう入した。核入れ手術を行った時期は

1955年8月4日，同 9月 20日， 1956年4月 17日，同 5月 14日，同 6月 8日，同 7月 9日及び

同8月 11:1の7回で各国夫々， 130個の材料について手術し，水面下約 2mの閣に金網かごに入

れてつるした。漁場は国立真珠研究所多徳島臨海実験所前の海面で深さは約 10mである。それ等

を手術後夫々， 1， 2， 3， 5， 7， 9， 12， 14， 17， 21， 25， 30， 45日及び60日ごとに採取し手術部

位を10%ホルマリン緩衝液 (KHzP04， Na2 HPO.で pHを 7.0に調整)， ツエンカー液等で国定

* Akira Machii and Hiroshi Nakahara. Studies on the histology of the pearl-sac， I1. On the 

speed of the pearl-sac formation di妊erentby season. With English summary， p.1l2. Bull. Natl. Pearl 

Res. Lab. 2: 107-112. 1957. 

1) 国立真珠研究所業績 No.16. (隠立真珠研究所報告 2 : 107--112 昭和32年3月)
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した。固定後ノfラフイン切片をつくり，エールリツヒ ・へマトキシリンーエオシン染色とハイテ'ン

ハイン ・アザン染色を施し観察した。
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図 2 手術後7EIの状!思ピースの断面
はみかづき1診を呈する。1956年 8月1日手術
間8日ホJレマリン緩衝液固定，へ7 トキシリ
ンーエオシン染色。x17.5. P ピース。

図 3. 手術後14日の状@，真珠袋の上皮が核を全
部おおったと ζろ。1956年4月17EI手術同5月31日ホ
ルマリン緩衝液固定，ヘマトキジリンーエオシン染
色。x17.5. 

は手術後 25日， 8月¢場合は 手術後早v・個体で 9日かかった。通常は最初核l乙訪者ーされるのは

部皮回で，次l乙俊柱屑，最後に真珠回のj克況がみられた。駿位Ijgiの沈析がみられたのは， 4月に

手術した場合は手術後25E!，. 8 月の場合は早い f~1体で12日後， 大体 17 "， 21日後に その凶 若がみ

¥ 

¥ 

図 4.手術後約25日の状態，伎に殻皮阿が沈着して
いる。1956年 8月1日手術開27日ホJレ7 リン緩衝液固
定，へ7 トキシリンーエオメン染色。 x17ふ

られた。 俊皮回， 陵柱~i を沈着する時期

の上皮細l胞は夫々，円柱状，ゐるいは円

位状の上皮l乙胞がCの細胞の含まれた一回

の上皮からなる。真氏IEiの沈着をみる時

期 J)真珠袋の上皮細胞はへん平で‘ゐる。

非常にへん5fi.なものでは，断面は紡錘形

にみえる(中原 ・町井 1956)0 4月lζ手

術した個体で は手術後45日Kピースの

ゐった部分が明らかに周囲の組織 と区別

された。 60LI後ではピースの結合組織

はまばらに認められ，ピースの筋肉はほ

とんどみられなくなる。8月 i乙手術 した

個体では手術後30円で，後者とよ く似

た像を呈するのが認められた(尚 4)。

1955年 8月， 9月， 1956年 4，5， 6， 7， 

8月lζ夫々核人れ手術した材料の真珠-袋

を以 トーの 4 つのlI~f朋 lζ分けて観察し夫々

のH寺期に相当する兵珠袋の数を数えた結

果，表 1の通りでゐった。またこのI}日に
おいて，材料をつるした地点附近の 2m
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層の水温は自記水温計によると表 2fこ示す通りであった。

表 1，2!乙示した事実から， 4 月から 9 月のi官に核入れ手術をした場合，水温が 15C~300 Cの聞

では，水温が高い時ほと真珠袋が早く形成されることがわかる。

と士三
仁1朝自研珠真立国110 

真珠袋の状態と手術後の日数との関係.

L n. m:， lYは夫々 ，本文中lこ示す才 1期，才 2期，才 3期， ='1' 4期，

枠内の数字は観察された真珠袋の数を示す。

表 l
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国立真珠研究所多徳島臨海実験所前の 2m層の水温

(10時現在，自記水温計の記録による 1956年4月~同9月)。

表 2

9 8 

28.8 
28.5 
27.5 
27.2 
26.9 
25.6 
25.0 
24.9 
24.8 
24.8 
24.9 
24.8 
24.7 
24.5 
24.7 

7 

26.7 
27.5 
29.0 
30.0 
29.7 
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祭

真珠袋の形目立される過程は Kawakami(1952， 1953)， Ojima and Watanabe (1953)，青木 (1 

956)等により観察された。 Kawakami はアコヤガイについて夏季水温280Cのとき手術した場

合 7日，秋季水温250C及び200Cのとき手術した場合は夫々 14日， 34日後に真珠袋の形成された

のを報告しているつ青木 (1956) は同様に220C及び200Cのとき手術して真珠袋は夫々手術15"，19

臼， 25'"'-' 30日かかって形成されたのを観察し，いずれも水漏によって真珠袋の形成速度が異なる

ことを述べている。分泌については， f"上は長初殻皮!乱次lこ稜柱!礼最後に真旅層与を分泌すると

述べている。分泌の始まる時期は，水温 280Cのとき手術した場合は，殻皮腐は手術後約 12日，稜

柱!警は同じく約21日，真珠腐は同じく 51日後であったのを観察している。青木は 10月水温220C
のとき手術した場合， 21日後に殺皮!爵， 40日後に真珠閣の出着されたのを観察している。また11月

水温200Cのとき手術した場合， 30日後に設皮膚が分必されていたが， 43日後でも真珠腐のt記者は

みられなかったと述べている。

著者等は今回の観察で，水温が 150
'"'-' 300C の間では水温の高い時ほと真珠袋が平く形成され，

また核商への抗着物が認められるのも早い傾向があるのを観察した。

Kawakami，青木等の結果と今回の観察結果よりして，手術をする時の水温が大体同じ場合で

も，その後水温の上界ーする場合と下降する場合とで真珠袋の形成速度lこ相当のびらきがあるという

ことがいえるであろう。 たとえば，青木は水温 220Cのとき手術して 15'"'-'19日後に真珠袋の形成

されたのを観察したが，この場合， 15日後の水温は 21oCで手術時の水漏より lOC低くなってい

る。著者等が6月水温 210Cのとき手術を行った場合は，真珠袋は 5'"'-'21日で形成され，大多数の

個体で真珠袋の形成されたのは手術後約10日で、あった。此の間において，前者の場合は水温は lOC

下り，後者の場合は 0.30C上っていた。

真珠袋形成に要する日数は，大きい核をそう入した場合，核とピースの相対的な大きさのちがL、
等で差がある場合も考えられる。此の場合も考慮lこ入れて実際各時期に何日くらい静養させるのが

適当であるかを今回の観察を基礎とした養殖試験を行い確かめたいと思う。また手術後，真珠袋の

形成される過程の細部については別の機会に発表したL、c

考

約要

martensii) の真珠袋形成速度並び1叶表面への沈着物がみられるに奈(Pinctada アコヤガイ1. 

一O
ピースの上皮

ピースの結合組織 核

LJL][!Vは夫々 第 1期p 第2期，第3期，第4期を示す模式図。

E主主主コ

E工=

図 5
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る時期等について， 4月から 9月に至る各月に絞入れ手術を行って観察した ζ

2.真珠袋が形成されて核面に沈着物が認められるに至る拐を次の 4期に分けて観察した(図5)0

策i1期 ピースl立大きな変化が認められない。

第 2期 ピースの断加の概形はみかづき形を呈するハ

第 3見IJ 真珠袋ヒ皮細胞:立完全に核を取りまく。

第 4期- 核在日lz沈着物がみられる。

3. ffi 3期に至るまでに裂する日数は， 4月 (水損15.8oCl に手術レjこ場合は中L、個体で手術後

7 FI，全個体が第 3則に達するには，手術後 17日ラ 5月の場合は早い個体で 5日，全個体がこの

時期に還するには手術後 21日ラ 6月の場合は同じく 5日及び 21日‘ 7月の場合は同じく 5日及び

12日 8月の場合は同じく 3E:I及び 12日， 9月の場合は 7日以上を安ーした。

Summary 

The speed il1 pearl-sac formation and the defositiol1 of secretion product 011 the surface 

of the nucleus were histologically studied in the pearl oyster (P問 ctadamartensii). 

Four stages were d巴scribedin the course of pearl-sac formation as follows 

Stage 1. No particular change was founc1 in the grafted mantle piece in this stage. 

Stage 2. The grafted mantle piece transformed into a crescent share after develop-

ment. 

Stage 3. The epitheli乱1cells of the pearlちacwas .found completely enclosed the 

nucl巴us.

Stage 4. The deposition of secretion product was observed in the nucleus. 

Evidence was presented that wat巴rtemperature evidently infl.uenced the speed in 

P巴arl-sacformation， as given in T乱bles1 and 2. 

1n April， seven days afteτoperation were required for Stage 3 in the most speedy 

example， and 17 days in all sp巴cimensso far examined. In August， Stage 3 reached3 days 

after oper乱tionin the most speedy sample and 12 days in all specimens under observation 

文献

Kawakami， 1. K. 1952. Studies on pearl-sac formation. 1. On the regeneration and transplantation of 
the mantle piece in pearl oyster. Mem. Fac. Sci. Kyushu Univ. Ser. E (Biol.)， 1 83-88. 

Kawakami， 1. K. 1953. Studies on pear!'sac formation. The effect of water temperature and freshness 
of transplant on pear!'sac formation. Ann. Zool. Jap. 26 217.223. 

Ojima， Y. and Watanabe， T. 1953. Studies on the pearl-sac in Molluscus. 1. Pearl.sac formation in 
Schlegel's fresh water mussel Hyriojうsisschlegelii. Ann. Studies， Kwansei Gakuin Univ. 
1: 57但63.

青 木 駿 1956 真珠袋形成に関する研究 e 特lこ秋と初冬に作業を行つに場合について， 医立真珠研究所報告.
1:41~46 



真珠養殖における挿核施術に関する研究

1. 揮入された核が収足筋に接した場合について本

青 木 駿

i自t真味株式会社研究部 三E重県浜島町

アコヤガィ Pinctada martensii (Dunker) を母貝とした真珠の養殖過程において，養殖さ

れる真珠の中心部となる伎を外套膜片 (mantlepiece) と共に生殖袋内に挿入する作業が行われ

IG 

Text-fig. 2 右側よりみた
略図。 x2/3.

る。乙の作業を掃核施術と呼び，そこに

養殖完成される真珠の品質が養嫡過程初

めの帰核技術に影響される ζ とはいうま

でもない。生殖巣内のどの位置に挿核施

術を行ったらよいか，などはその技術面

における重要な問題の一つである。掃核

される位置の概略は Text-figs.1 ~ 2 

lこ示す燥に収足筋をなかにして肝臓側と

その反対側(腸管反転部)の生殖巣内で

ゐるが，場合によっては挿入された核が

収足筋に接することがあり，あるいは肝

臓，腸管などの臓器に接することもある。

今回はそれらのうち収足筋に接した場
Text.fiσ.1 T巴xt-fiσ.2 
におけ21線を通る断面 合，そこに形成される真珠袋にどの程度

を前力ーよりみた図。 x4/3. 差異がみられ，その結果如何なる真珠が

Te丈t-fig.J

略語
A:閉殻筋， BG:足糸腺， CT 結締組織， G:生嫡巣，
AI:腸管:U二界部)， DI:腸管CF降音s)， L 肝.~議， MF 
(収足筋)筋繊維部， LML: (収足筋l!扇状筋肉薬部， R 
l反足筋 M:外套膜 N:核， S 間。

形成されるかについて組織学的観察を行

つ?こc

本研究にあたり，御援助下さった耳立

真珠研究所高山活夫所長並びに中原日告，

町井昭[116氏，更に当研究部森l尚範郎氏に

深謝の主主;を表する。

ネ ShunAっki. S::>me experiments on the nuclear insertion in the pearl-culture of the p:;arl-

oyster (Pinctada martensii)， 1. Formation of the p巴arl-sacand pearl when the inserted nucleus was 

placed in contact with the retractor muscle of the gonad. With English summary， p. 116. Bull. 

Natl. Pearl Res. Lab. 2 113--118. 1957や

(国立真珠;j!f究明報告 2: 113-118 昭和 32年 3月)
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材料及び観察方法

材料に供したアコヤガイはL、ずれも浜烏産の三年貝で，六月下旬(水温 240 c) にパラフイン核

を用いて挿核施術を行い，その後適時，ホルマリン 10%液で固定し，叉脱肢の要ある時は三塩化

酢酸・ホルマリン混液(三塩化酢骸 5%液 9: ホルマリン 1)で脱灰し，核が~X足筋に大きく接

している材料のみをパラフイン切片， haematoxylin田 eosll1染色(以下日間E 染色と l略す)の方

法てー組織学的観祭を行ったっ

観察結果

核が収足筋に接した状態で、施術後 10日を経たもので、は，核が接している収足筋面にも生殖巣組

織面に形成されるのと同様，結締組織のl自殖を伴なって真珠袋は形成されており，なおその部分に

形成された真珠袋上皮の形態も高さが 3~20μ の細胞層で形成初期のものとしては普通である。

しかし，収足筋に接している核面ではなく，牧足筋に隣接する結締組織に面する核の上に， 5~10 

μの大きさで， {ま百球状の細胞が，遊離した状態で、多く集まっているのがみられる (Figs.1， 2)。

乙の遊離した細胞の集体は将来真珠の内部に巻き込まれて死滅し，茶掲色なシミになる。施術後13

1:::1を絞たものにおいても，前記|司様な場所にやはり遊離した細胞の集体がみられ，その部分の真

珠袋は結締組織に向かって突出し，真珠袋ヒ皮の形態も，外套膜片が移植された部分とは思われな

いのに他の部分に比べて厚い (Fig.3)c 施術後 201ヨを経て更にその変化の進んだものは真珠袋が

雛状になり，突出も大きく，その遊離した細胞の集体のとに殻皮質 (periostracalsubstancE:)が

被着されており，真珠袋上皮の形態も異常に厚くて 70μ にjましている部分もあった (Fig.4)。 な

お，この部分の真珠袋 t皮は細長い円柱状の細胞が縦lこ配列した細胞閣で，その細胞間には杯状あ

るいは泊状の形に観察される細胞が介在している (Flg.5)。施術後 30Iミiを絞る頃になると，殻皮

質の被着最も他の部分に比べて多くそこに突起が形成され，その突起内部lこ含まれた遊離した細胞

の集体にも，叉その上に形成された設皮層にも，部分的に H-E染色で染まらず茶褐色になってい

る部分がある (Fig.6)。まれには，遊離した細胞の集体の上lこ部皮質が被若し，更にその上に遊

離した細抱が集積するといった具合に交互に積み}}lなって，著しく大きな突起が形成されることも

ある (Fig.7)0 Fig.7の一部分に稜柱質 (prismaticsubstanct)の被若がみられ，それに接する真

珠袋J:皮は殻皮質が被着されている部分の真珠袋 k皮に比べて梢屑平でゐり，その真珠袋ヒ皮中に

は中原・向井 ('56)のいう胞状の細胞がみられる (Flg.8)。牧足筋に接した位置で手術後 60日を

経て形成された真珠には Fig.9に示す如く，やはり牧足筋に隣接する結締組織に面する部分に前

述の変化の進んだ大きな突起が形成されているにJ その突起部分の構造は，三塩化酢般にて脱灰，

H-E染色の標本によれば一審外側に haematoxylin で薄く染まり，被着面lこ対してはほゾ平

行した腐よりなる真珠!国があり，その内側には eos111 ¥こ好染し被着面に対して放射状構造をもっ

所謂稜柱閥があり，これから内側，核面までは茶褐色になった遊離した細胞の集体と茶褐色ゐるい

は己OS111!こ染まる無構造な殻皮閣とが複雑に積み重なっており，父空洞になっている部分もゐ

る。一万この頃の真珠袋上皮の厚さは突出した部分におし、ても薄く， 2~7μ の届平な細胞層より

なっている。ここで問題になるのは核が牧足筋に接する程度，つまり接着商積であるが，先に述べ

た結果はL、ずオしも枚足筋lこ大きく接した場合で，小さく接した場合は前述の様な突起はみられない

が同様な場所に遊離した細胞の集積によるシミがみられた (Flg.LO)。
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考察

浜揚げされる真珠のなかには有機質を部分的に含んだ“シミダマ"あるいは含まれている有機質

の量が多くうその部分だけ突出した“突起真珠"など，この閣の異常真珠がしばしば正常な真珠に

まじって得られる。その成悶に関する報告のうち大森 ('50) は施術時に核と共に挿入する外套膜

片が不潔な場合，有機買を部分的に多く含んだ突起真珠が形成されるのではなかろうかと考えてお

り，青木 ('56) は真珠袋形成初期において外套膜片が移植されたと忠われる部分の真珠袋上皮は

他に比べて厚く，そこから部分的に多く分泌された有機質が業者の "*lE胞のついたあと"というシ

ミになるのではなかろうかとした。また松井・小島・渡辺 ('53) はイケチョウガイ f行riopsis

schlegelii (v.Martens) を用いた真珠袋形成に閲する研究において真珠袋の細胞層に部分的な高

さの差異がある場合，蛋1:1質及びカ Jレシユームの分泌機能に部分的差異が生じ，その結果異常形真

珠が形成されるのではなかろうかと想像している。今回の観察によって挿入された核が牧足筋lこ接

した場合も， この種の異;常「吃z真は珠牟f成£因の一つになるのではないかと:考考えらオれLるO 牧足筋 lに之大きく楼し

?たこ状態で

する結布締告組織iにこ面する部分lにこ突起が形成されるのでで、lはまないかと!思忍われる。その突起形成過程におい

て，興味ある現象は，遊離した細胞の集積が殻皮質の被着される以前にすでにみられることで，こ

れは恐らく組織中の遊走細胞が真珠袋の形成される前かあるいは形成された真珠袋細胞の問を通っ

て核面に出て集積されたものと考えられる。これら遊離した細胞が，政足筋lこ隣接する結締組織に

面する核の上に集積される原因については明らかでないが，1&足筋の影響がその原因の 4 つで、あろ

うということは推慨される。その遊離した細胞の集体の仁に殻皮質が被着される頃になると，これ

に面する真珠袋上皮は，松井・小島・渡辺 ('53) が述べている様に，この部分だけ特に厚くなり

被着される殻皮質の量も他の部分に比べて多しそこに殻皮質にお〉われ，遊離した細胞の集体に

そった形の突起が先ず形成される。この部分の真珠袋上皮の形態lふ細長い円柱状の細胞が縦l乙配

列しf::J'丸、細胞闘で，中原・向井 ('56) が観察した有機質(殻皮質)真:e長を産出する真珠袋上皮

lこ似ている。なお，この厚い真珠袋と皮中 lこ今l~îJみられた杯状あるいは泡状の形をした細胞が所謂

“杯細胞"(goblet c巴ll)に穎似した機能をもつものか p あるいは遊走細胞の形を変えたものである

かは今回の観察のみでは明らかでなL、。

今回の観察によって，前述のような形成過程を経て形成された突起の内部には，所謂殻皮質と遊

離した細胞の集体とに分けられる有機質が含まれているのではないかと考えられる。突起部の構造

について JVIatsui& Hirota ('52)は外側より， (1)真珠!昆(2) eOSlll l乙好染し，被若面lこ対

して放射状構造をもっ大きな結品層， (3)無構造で，福色叉は黒色をした有機質の 3つに大きく

分けている。

無論“シミ夕、'7" あるいは“突起真珠"の成因がすべて段足筋にあるとはし、えないが，今回の観

察結果より故足筋もその成悶の A つに考えられる。従って，挿核施術の際わずかな注意で牧足筋に

核が践しなし、様にすることが，この種の異常真珠産出の防止に大いに役立ち，実際問題として望ま

しいのではないかと思う。

要 約

1) アコヤガイを母貝とした真珠養績において，挿核施術は牧足筋の両側に行うのが普通であ

る。従って挿入された核は牧足筋に接しやすく，接した場合如何なる真珠が形成されるかについて

今回組織学的観察を行った。
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2) 今国の観察によれば， 1位足筋に接した位置で、形成される真珠のほとんどは，シミあるいは突

起を有する異常真珠になるのではないかと推測される。

Summary 

In the pearl-cnlture of the pearl-oyster (P叩ctαdamartensii). the nucleus is 

generally inserted in the two parts of the gonad， nam巴lyin the li veτ】 sideand the intesti・

nal-loop-side apart from the retractor muscle. Sometimes， the insert巴dnucleus comes 

in contact with the retractor， and in this case， the retractor s巴emsto affect the forma-

tion of the pearl-sac as well as the pearl. Histological observations were made on the 

pearl-sac and the pearl which were formed when the inserted nucleus was placed in 

contact with the retractor. From the results of the present observations， it is deduced 

that most nuclei in retractor田 contracttend to d巴velopinto the baroque pearl with 

irregular extrusions， or into the partly stained pearl called "simidama". 
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Matsui， Y. & Hirota， T. 1952. Studies on the formation of pearls. 1. On the relationships proteins 

and CaC03 crystals in the layer baroque pearls. Publ. Seto Mar. Biol. Lab. 2・ 331.339.

Platesの説明

Fig. 1 収息筋 (MF，LML)i商にも正常な呉氏袋上皮 (PS)が形成されており，収JE1I1J(こ隣接する結締組織(CT)
に面する核の上に遊離した細胞の集体 (FC)がみられる。 x19. (挿核後10日)0

Fig. 2 Fig. 1の一部を諒大した悶で，遊離した細胞は大きな核を有し， I手三球状であるつ ス260.
(挿核後10日)。
Fig.3 Fig. 1と同様なところに，やはり遊離した細胞の祭休がみられ，真珠袋は結締組織に向かって突出し，

真珠袋 t皮は浮くなる。 x60. (帰核後13日)0
Fig.4 真珠袋上皮は異常に摩く，鍛状になり，殻皮質 (PeS)の被選fがみられる。 x60. (婦核後20日)。
Fig.5 Fig.4の一部を拡大した区!で，被着された殻皮質rc而する厚い真珠袋上皮中には杯状あるいは泡状の

形をした細胞が含まれている。 x260. (帰依後20日)。

Fig.6 更に殻皮質の被着が厚くなり，突起が形成される。 x23. (開妙、後30日)，
Fig.7 まれには，遊離した細胞の集積と殻皮質の被着とが交在に行われ，符しく大きな突起が形成されるこ

ともある。>、23. {j，~核後30 日)。
Fig.8 Fig.7の一部を拡大した悶で，梢騎平にみられる真珠袋と皮に間する部分lては後柱質 (PrS)が彼着き

れている。 x260. (挿核後30日)。
Fig.9 収見筋に隣接する結締組織にi却する部分に突起を干すする突起真珠が形成され，父 3~起内部の一部分が

空洞になっている。 x16. (挿核後60臼)0 

Fig.10 挿入された伎が収足筋に小さく接した場合で，突起の形成はみられないが，やはり収足筋に隣接する

組織にI認する核の上に遊離した細胞の集積によるシミがみらflる x16. (挿核後100臼)。
略語 CT: 結締組織， FC: 遊離した細胞の集fヰ， G: 生組巣， L 肝臓， LML: (収足筋)国状筋肉

築部， MF: (収足筋)筋繊維部， PS: 真珠袋上皮， PeS: 殻皮質， PrS: 稜柱質。
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Plate II. 
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大村産アコヤガイと三重産との殻形の

比較に関する 研 究

I 大村産稚貝と大村湾に移殖した三重産

稚貝の成長に伴う殻形の変化の比較ぺ)

太 回 繁

国 立真珠研究所

真珠養殖用母良としての条件には色々あるが，その中でも貝[こ吋多み凶のあることは掃核施術の

上から吹巻 d.) 一真珠質の分泌 の良否と共に重要視されている。

現在アコヤガイ (Pinctada martensii) による真珠養殖の母貝の主産地は三重県に次いで長崎

県であるが，長崎県(大村湾)における生産量は県内の需要量以上であるため三重県やその他の地

方にも出荷されている c しかし乍ら大村産のアコヤ力、イは三重産に比べて勺膨みぬがないと盟由づ

けられて三1Cn:産と比較にならない程の安い価格で取引されているのが現状である合

優良母貝の確保は真珠養殖上重要なことで，もし大村産のほ貝が三遺産と比較してう種 (Species)

の問題は別としても応用の上から別個の群として取扱わなければならない程度の荒異があるものな

らば大村直河:貝を三宝県へ移刑することは慎重に考慮すべきことであるのは勿論のこと，大村地万

においても優良母貝の養成一!?Aから叉重要な問題である。

筆者はさきに大付産アコヤガイの外部形態1)につき調査し，同じ大村蔵のものでも生育潔境の相

違により顕著な表が生ずることを明らかにしたがう今度大村湾と佐Ilt保湾の比較的異なる環境の試

験地三ケ所に於て大村，三重!韮の稚良を養殖し， rild者の計量的形質の発現状況を調査する機会を得

たので、その結果を報伝する。

本文に入るに先fごち!司筏なる校訂を賜わった吉田裕|専士に対し!字く感謝の意を表する。

向川内，横瀬試験地における材料の管理等に多大の便宜をな白えられた真珠養殖業者の岩永謙吉・

沖田吉之助両氏並びに測定等に協力を煩わした所員に謝意を表する。

I材料及び方法

供試貝の大村産は大村泊先で，三重産は英良湾多徳島地先で， !iijt1も昭和 30年8月に採苗(杉

葉採苗器)したもので，三重産は同年 11月 21日lこ大村に移嫡(輸送時間約24時間)したが，大村

産も三重産を移摘した翌日 lこ同じ輸送容器に入れて 24時間室内lこ置いた。その後試験開始の翌 31

本 ShigeruOta. The shell variation during growth in the Omura pearl.oysters and those transplanted 

from Mie Prefecture. Bull. Natl. Pearl. Res. Lab. 2 119-126. 1957. 

1) 国立真珠研究所業績 No. 17 (国立真珠研究所報告 2 : 119-126 昭和 32年 3月)
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士f二4月迄の問，供試貝は養嫡箆への牧容密度，主ド深度等の養殖条件が同じになる様iこ管理したっ

更に 4月2日に大村湾を中心とする真珠養殖場の中でも j魚、場の環境に夫々れ特性がある大村(大村

湾の奥部で比較的に内湾性が強い漁場)，川内(大村湾と佐世保湾を結ぶ水道部で，尚湾の水塊が

混交し潮の交流が極めて良い漁場)と横瀬(佐世保湾の湾口に近く，比較的外海水の影響が強い漁

場) に各 100個ずつを垂下養摘した。

第 1関試験地略図

、

貝殻の測定は昭和 31年(採苗の翌年) 4月より同年 11月に

至る問，毎月 1回，原則として各月の上旬l己実施し (J11内，横

第 1表 試験開始終了時における試験地別の供試貝の穴きさ。

\、\試~.験¥地¥ 大 村 111 内 横 瀬

測定 産 地 大村 l 三重 三重

試昭 殻長粍 28.30 25.81 29.44 27.30 28.62 26.78 

験二 苦立高 H 26.84 26.15 28.32 27.00 27.39 26.18 
関、

外J山口四、 殻幅グ 8.31 8.86 8.83 8.88 8.53 8.94 

時二 重量匁 0.71 0.73 

試(
昭一

殻長粍 55.63 52.75 55.02 

験ゴ一一殻高グ
終て)

60.28 56.36 61.80 59.20 60.18 57.08 

了一
殻幅か 20.47 20.14 19.93 20.47 21.47 21.13 

時一 重量量匁 7.55 6.73 

歩留り% 93 91 88 87 97 96 

j頼話験地の 9月の測定l土台風9，12号の関係で中止した)，測定部位.測定方法は前報(1)の場合

に同じく，重量は粍瓦まで秤量したとで匁lこ換算した。

養組期間中の管国は毎月測定のこ養殖謹の交換佐びlこ民掃除(I羽詰三物を除去する程度で殻縁は

切断しなし、)をした。

供試貝の試験開始.終了fJ与の大きさ，重さの平均値は第 1表に示す通りである。向本試験に於て

期間を一応発生翌年の 4月から 11月迄のアコヤガイの成長期間に限ったのは試験終了の翌年の挿核

時期迄一発生後 3年目 には供試貝の始んどが中サイズ以下の措核が可能な大きさに成育する

ので， 吹rm;みぬの程度がIi.~題になるのは主としてこの期間塩と考えたからであるつ

I成 長

大村.三重産の供試貝の各誌験地における成長は第2闘に示す通りで，これ等の成長はL、ずれも

幾多の報告*の記録と比較して順調に成長したものと考えられる 3 叉各試験地における大村.三!R

本 三重水試時報，井仁(神奈川7J"(試業務報告，紹和 27.28年度)，山口(アコヤガイの養殖とその真珠)， r綾

田(真珠養成学)，西村(大村湾調査， No.18)，太田(国立真珠研究所報告 1，その他未発表)
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産の成長曲線が夫々れ比較的に parallelな点からして各試験地の環境は両者の成長lこ夫々れ同じ

傾向lこ影響したものと考えられる。

亜殻 形

試験開始時における大村産と三軍産の稚貝の殻形には多少ともこの仕事に関係した人には容易に

判別出来る程度の群としての外観上の特徴が明らかであった。即ち大村産は三重産に比較して殻高

の割に殻長が長く，叉殻長の ~flJ¥こ設幅が薄く， _.見して幅広の吋革みぬのない貝lこ見える。俗ζ の

他lこ殻皮の鱗片状突起が三重産は大村産に比較してや〉幅が狭心その数が多いことなどである

(このことに就いては別の機会に述べたいと思っているが筆者は因子型とは考えていなし、)。 これ

等の貝の各試験地における成長lこ{平う殻形の変化を差是高/殻長.殻幅/殻長を指数とし，文殻長.殻高.

強幅の測定値の総和に対する個々の偵の百分率を三角座擦に記入して殻形を比較した。

(1) 殻長 (L)と銭高(日)の関係

大村産.三重産の各試験地における成長l乙伴う日/Lの数値の変化は節3匡i 附表 1，こ示す通り

である。大村産は発育の初期は Lが Hより大きいが成長するにつれ反対に Hが Lより大きくな

り， LとHの成長rl1]線は発生翌年の 7.8月頃l乙交叉するのが普通でゐる。

三車産は発生翌年同じ頃に LとHの成長曲線が交叉するのは大村産と同様であるが，発育の初

期においても日が比較的に大きいので， LとHの成長曲線の交叉が2聞か或は 11mでも 2回l乙近

い傾向を示している(第2図;参照)。
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第 2図 各試験地における大村(太線)，三重産(細線)アコヤガイの成長図
(発生の翌年)実線:殻長，点線:殻高，鎖線.殻幅

10 
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第 3閣で明らかな通り H/Lの数値は試験初期は各試験地とも一様に三重産が大きいか或はその

傾向があったが(t検定法:大村 -pェ 0.051こて有意の差， ;11内.横瀬 p=O.Ol 1こて有意

の差なし)，成長に伴L、両者の開きは小さくなり，遂に 8月頃より各試験地とも大1寸産が僅かでは

あるが一様に大きい傾向を示した。即ち大村産は試験開始時は三量産に比較して Hの割に Lの大

きい稚貝時の特徴が顕著であったが，その後成長につれ HのLに対する成長度は三重産のそれに

まさり，誠験の終期でゐる11月上旬(発生の翌年末)には大村産と三重産の外見上:のほ別は困難と

なった。

置高 j

r 曹長

1.1u 

1Jl5 

第3図 各試験地における大村，三重産アコヤカ、
イの成長に1'1"う(発生の翌年)H!Lの
月変化
大:大村産，三:三重産
(大.大 大村産.大村試験地，三大:
三重産大付試験地)

( 2 ) 殻長 (L) と殻幅 (B)の関係

盟琴も長引回

4抽E

( 

3旧B

第4図 各試験地における大村，三重tliァ
コヤガイの成長fC伴う(発生の翌
年)B!Lx 100の月変化
大:大村産，三:三重産.
(大.大:大村藤大村試験地，
三大三f京産大付試験地)

大村.三重r童の各試験地における成長に伴う B/Lの数値の変化は第 4図. 1約表2fζ示す通りで

ある。誠験開始時は一見して三重度は大村産に比し Bが大きく，従って B/Lの数値も各誌験地と

も両者の間 l乙明らかな若が認められ(t検定法: p=0.05 (こて有意の差が認められる)，三重産

の特徴が顕苦であった。しかしその後成長の最も盛んな 7月頃より両者間の去は小さくなり，試験

の終りには横瀬試験地のものに t検定法の結果 p=O.Ol にて有意の差が認められるのみで他の二

ケ所では有意の差が認められなくなった(t検定法:大村誠験地 p=O.Ol，川内 - pニ 0.05
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で有志:の差が認められなL、)0 R[Jち大村産は三重産 iこ比較して成長に伴う B/Lの数値の変化の度

合が大き L、。

( 3 ) 殻長 (L)殻高 (H)殻l福 (B)の関係

各試験地における大村.三重産の成長lこ伴うL.H.ちの関係をゴ

1の通りで殻形の変化が一層明らかである。

川内試験地

L 

5吹

示せば第 5図.附図

H 

大村試験地

5引

4U  O L20 
N540メ620 
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一-50 4-5 40 - 50 4S 40 一-50 45 

第 51羽 各試験地における大杓.三重藤アコヤガイの成長に件う(発生の翌年)
殻形の変化の比較
日日線:大村薩，実線:三遺産.細線 4月，太線 :11月.

1V考察

大村湾 l乙移Jn~l した三重産稚貝と大村産稚民の殻形の比較を前述の測定結果lこ;)*~づき考察をしてみ

る。

試験開始の時はrilu者11¥J'こ梢々明らかな差異が認められたが成長に伴う殻形の変化の度合(アコヤ

ガイは成長するにつれて殻形lこ変化を来しう F住民時の殻形の特徴は次誌に失われ成貝の殻形を I立す

るが，発生後2ヶ年位経過するとそれ以後は強形の変化も極めて緩慢になる)は大村産が大きく，

誌験の終りには殆んど近似の殻形を呈した。 日[Jち外形仁最も顕著な相違点として指摘される B/L
の数値は試験の終了時においても各誌験地とも三重産が大きい傾向を示しはしたが強形を外見 kか

らほ別することは熟練者でも到底不可能な程度になりう一般に言われる程の主は認められず(殻皮

の鱗片状突起の形状からの区別も同様に困難となる)，両者の三目立同じ火村産でも採苗貝と天然民

との間に見られる差よりはるかに小さかった。

か〉る点からして発育の初期段階において両者の殻形に差異はあっても同じ環境におくことによ

って，その後の変化の状態により結局は共に種特有の形態に近づくのではなかろうかc いずれにし

ても貝殻の外部形態のみを問題とした場合，本試験における両者の差異の程度では応用の上からも

独特な系統群として取り扱うことに疑問が持たれる程のものである (重量の測定は大村試験地のも

のについてしか行わなかっが第 1表に示す様に誠験開始当初は大村産は三重産に比し殻長.殻i白iの

平均値が大きいにもか〉わらず殻幅の平均値が小さいためか平均重量は軽かつt::.が終期には殻形の

変化と共に軍量も相対的に増加した。尚供試民の生肉最/殻主の平均値をri1u者について比較すると

寧ろ大村産が大きい位で一一大村産は1.002，三重産が 0.960でt検定法の結果 pェ 0.05にてi両者聞

に有意の差は認められない一一三遺産は殻の割に内容が充実しているとの一般業者の言葉を裏付け

ること;が出来なかった)。

以上の如く，若年貝になれば三重産に極く僅かの m膨み泌がある傾向が覗われる程度の差に過ぎ
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ないのに，業者聞に強く問題にされていることについて推測することが許されるならば次の様なこ

とが主として原因していると考えられる。7G来大村地方は天然貝が韓産するも真珠養殖の業者が比

較的に少い関係から母貝の需要は専ら天然貝で満?こされて来た為lこ(戦後業者が急激に増加した際

に天然貝が豊富であったことは一方においては母貝養成に要する力を他の面lこ注入することに役立

った)大村E去の天然貝と三重産の養殖貝を比較するか叉は大村産の養殖貝と比較したとしてもこれ

は採苗から養殖したものでなく天然貝を一定期間垂下養殖したもの(これの設形については既に報

告1) した通りでゐるが大村地方で使用されている母貝の始んどはこの方法で養硝した良で、ある)と

比較するか或は大村地方において単に真珠養殖の本場の三重産ときう理由で管理に特別の取扱をし

たとか更には全く経済的な問題等の人為的な原因によるのではなかろうか。

尚ここで断っておき度いことは，本問題はゐくえでも大村産の稚貝と大村湾{こ移殖した三重産稚

貝の移殖後約 1ヶ年間に治ける殻形の比較であって，大村湾における天然貝や養殖貝の部形と三重

県におけるそれ等との比較についは叉自ら別の問題である。

V摘要

1.三重産(英虞湾)稚貝を大村湾(佐世保湾を合む)に移殖した場合，一定期間養殖した後に

おいてもなお大村産と比較してその特徴とされている形質合発現が見られるかどうかを環境の異な

る大村. JI [内.横瀬の三試験地で養殖したものにつき発生翌年の 4月から 11月迄の成育期間中毎

月測定を行い比較した。

2.殻形の比較は殻高/殻長.殻幅/殻長及び殻長.殻高.殻幅の測定値の総和lこ対する個々の値

の百分率を三角感標lこ記入したものについて行った。

3.試験開始の 4月には両者の区別は一見して明らかであったο 即ち大村産は一般に殻長が長

く，殻幅が薄かった(B/Lの数値は各試験地とも t検定法により危険 5%にて有意の差が認めら

れた。

4.詞験期間中の殻高/殻長.殻幅/殻長の数{直の変化の度合は大村産が大きかった。即ち大村産

は三重産に比較して成長lこ伴う設形の変化の度合が大きかった。

5.試験終了の 11月には殻高/殻民については 4月とは反対に大村産が大きい傾向が覗われ，殻

幅/殻長については依然として三重隆が大きい傾向が覗われたが外見土の区別は熟練者でも到底困

難な程度となった。

6.0との結果から殻形の点のみを問題とした場合，大村湾lこ移摘した三京産稚貝と大村康を比

較して応用の上からは特に三重産が優れているとは認め難い。
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附表 1 殻;寄/殻長の月変化

試験地
大 付 111 内 横 神耳

産地 大 付 呈主 大 一 Z設 大 村 一 重
¥ 

~一一、~

測定測定値 | | 
月臼 M巴an S. D Mean'， S. D Mean 1. S. D Mean " S. D Mean S. D Mean S. D 

4 2-4 
附 2 0.178 1.015， 0醐 O醐 O叫。凹L附 7i096qo州|o001m0g四610号1 i1 O刷

5. 1-2 O.~日 0.117 1細川，0.061 0肺 O品川畑怖;7，0品9曲48首6| 脳 41 1.010. 0.081 

も. 3--5 0.92E 仏国6 a945 005910949 007goq381000011ベ2明2， 0.948! 0同 110.962 0θ72 

4--7 69! 7 0.999 0.067，附9.0.066 1.028 0卿 1010100j0054

8. 5-7 一蹴 1…3 1.031 

9 12 

10. 3-5 1.067 0.053 1.049 0.057 1.092 0・066 1.0671 0.067! 1.0叫 0.0681 1.077
1 

0.067 

11 10-11 1.087 0.064 1.071 0.069 1.1240.075;10920073!1086;00711065I 0.074 

附表 2 殺幅/殻長 x100の月変化

試験地
大 村 111 円 横 瀬

産地 大 村 重 大 村 重 大 村 重

測定測定値 | 
月日 ¥¥ Mean S.D Mean S D Mean S D : Mean l 

一 一……一一一一一一

4. 2--4 29.533 2.649 34.450 2.941 30.100 2.708 32.523 1.998 29.851 2.477 33.399 2.40o 

5 1-2 29.845 3.991 34.805 2.514 30.089 2.322 33.787 2.736 30.026 2.255 33.954 2.620 

6. 3--5 29.813 2.391 33.639 2.789 30.053 2.618 33.195 2.496 30.282 2.794 32.829' 2.619 

7. 4-7 32.500 2.755 34.970 2.592 32.831 2.694 34.957 2.457 34.540 2.789 35.837 2.560 

8. 5-7 34.469 2.895 36.505 2.818 31.768 3.557 34.348 2.196 34.814 2.959 36.708 2.410 

9. 12 36.069 2.858 37.774 2.731 ー

10 3-5 36.322 3.007， 37.574 2.816 35.328 2.207 36.932 2.414 37.719 3.919 39.491 2.545 

11. 10-11 36.956 3.110 38.197' 2.631 36.327 2.516 37.760 2.345 37.980 2.547139.478 2.647 



126 国立真珠研報告 昭和 32年

大 村 産

し

ヘ15 つK 村試験地

45 て。
判((拶 40 25 

k 
Hど ~ H ¥ B 

50 4S ω 50 45 40 

し L 

15 111 内，，(検月間 日/斗 15'

20 

40L 事三~~>:I) ¥25 

H v B Hム ¥ 

45 40 50 4S 40 
L 

ヘ15 続前試勲地
so 

20 

初ポ J、I14.A，'J:2仰f 
¥25 

H E主 H :y_ ~ 

-50 .f.) dO 一日 4S 40 
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の変化の比較
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アコヤガイ (Pinctadamartensii Dunker) の

浮滋仔貝の識別についてつ)

太 田 繁

国立真珠研究所

はしが き

アコヤガイの採商事業を実施する場合l乙浮時序良の出現状況を調査することの必要性は今更論

をまたないっこの調査に当って宮崎町小林・結域ベ結城3) 等の報告はアコヤガイの浮出仔貝を他

撞の浮筋仔貝と識別するのに非常に参考になっているが，なお経験の浅い者には困難な点、があると

思われるので，浮時仔貝の各期における外部形態並びに他種との識別のま:点について説明レ，調査

の参考l己資せんとした。

ヰ;報は筆者がアコヤガイの浮潜仔貝の出現状況調査の際に使用する低倍率の顕微鏡による観察を

某にしたもので，体制の詳細な点にふれていないので不備の点が砂くないが，養殖業者や漁協Tで

将来行われることを希望するこの調査に当って，多少でも手引の役を果すなら望外の喜びでみ

る。

終りにのぞみ，有益なる助言を賜わり日つ校由iの労を執られた吉田裕|奇士，並びに顕徴技術につ

いて助言を賜わった西海区水産研究所の田中技官に心から拝謝する。

i浮滋仔貝の外部形態

1.大きさ

浮世序仔貝のD型期 (StraighthiI'ge stage) は最長 90~100μ 位迄で， これ位の大きさになると

殻J頁がわずかにi露出し始め，初耳il殻項膨出期 (Earlyumbo stage) となり，殻長 120~130μ 位で

殺頂j露出期 (Umbostage)となる。 設長が約 170~200 11イ立になると色素点 (Pigmentspot)が現

われ，成熟期 (Fullgrown stage) となる c 附着は主として殻長 200~ 230μ{立の間で行われる

(附着当初に見られる原哉の大きさから筆者4) は大村産について附着時の大きさを殻長 222.32士

12.18/.t. 205.84士 11.10μ としたが，結城氏3) は三重産について殻長 214.52士1.09μ 殻高

十 島根県の中海におけるモガイの採苗寸?業は種苗の生産高は数百万円l亡過ぎないが，採苗に当って浮iHi仔民

の出現状況を県水産試験場の調査の他Kiff.l協で一も実施して成果をあげている c

* Shigeru Ota. Notes on the identification of free swimming larva of pearl oyster (Pinctada 

martensii) Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 2: 128-132. 1957. 

1) 国立真珠研究所業績 No. 18 (国立真珠研究所報告 2・ 128-132. 昭和32年3月)
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193.12士1.88μ と報告している)。

なお筆者が採集した浮街仔員の大形のものは殻長 280μ位までのものであったが，結城氏3)はタ

ンク培養した三重度のものについて強長 310μ ・殻高 290μ を測定している。

2.殻 形

殻形は普通の多くの種類の様l乙，各期を通じて浸の前.後が多少不等側で，前縁は円l床がや〉鋭

く，後縁は前緑iζ比べて鈍し、。強頂のJlま仕iの程度は成貝では小さいが， i手掛!珂においては普通であ

第 1図

3 

2 

アコヤガイの浮泌仔貝
(1) D型後期 94，"x63μ 
(2)初期殻頂膨出j羽 1l6，u x 110μ 
(3)殻頂膨出期 125，u x 116，" 
(4)向上 158，ux 15tμ 
(5)成熟期 200μx187μ 

第2図殻頂!彫出}切のもの(151μx143μ) 
を後函より観る

図の下方が左殻で多少膨みがゐるがその程
度の差は普通の位協では判らない位でゐるo

る。殻長と殻高との闘係は普通の多くの種類と

同様に各期をilllじて'ιl乙殻長が強高よりも大き

い(第 1図，附図 1参照)。

殻頂!庇出期の後期になると左右の殻の膨みの程

度は成員と同様に左強が)J!I;みを持つ様になる

が，その程度の差は極くわずかでゐる(第2

図)。叉左右hlii殻の強頂のIJま出程度は成熟期に

おいてもほ V等しい(第3図)。 なお足糸宵

(Byssal notch)は成熟期のものIとも末だ出来

ていない。

3.殻の表面

貝殻の表面には多くの種類と同様に同心円状

の輪!服があるが，軟体部の充実したものではこ

の輪脈を明|僚に観ることは困蛇である

(附図1参照)。

第3図 成熟期 (202μx187μ)の殻頂部を内面より
観る

図の左方が左殻右方が右殻である。殻頂の膨出程度
は左右ほ V等しい。
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4. I指

アコヤガイの浮磁仔貝には査定と重要な鍵となる比較的大きな幼歯が現われる。

D 型ドj=1期(殻長が 70 "，-，80μ 位)引ものでは明らかに見える幼繍は未だ 2~3 個であるが(第 4

(A)[滋)，殻長が 100μ 前後となり， D型後期から初期損]頁j露出期lこ移る大きさになると蝶番線の

A 
B 

第4図 各期の幼幽(内面より観る)
A D型期 (78μ><681')明らかに見えるのは末だ

2-3例でゐるヘ
B 初期殻頂膨出期 (1021">< 951")この頃より4倒

が明らかに観察される様になる。
C 殻頂膨出期 (166μX1571")幼歯は 4個の如く

見えるも詳細に観察すると前・後部とも更に
1倒の小衡が認められる。

前.後部にこの揮の特徴である 4個の幼歯が

明らかに認められる様になり(第4ー (B)図.

附閃1I--(1)参照)，殻頂!彫出期の殻長が 150μ

前後のものになると更に 1個の小さい闘が出

来て 5個となるが(附図][-(3). (4))，この

小泌を欠〈もの，或は前部叉は後部にのみ欠

〈ものがあり，叉稀lこは 6個のこともある。

5.色彩

の色は1'"期を通じて無色透明でゐる

が，わずかに蝶番線部から背縁部lこ近い前.

後縁部附jE[にかけて，や〉赤l床を帯びた微紫

色を呈している。

この色は成熟期よりも寧ろ D型期や初期殻

頂膨出期の比較的小さい時代の方が鮮明で認

め易い。

6.軟休部

一般に軟体部は肝臓部を除き他は殆んど無

色に近い。 D型後期になると軟体部の頼粒は

消失し，体制がや〉明らかになるが，この{立

の大きさから初期殻]頁膨出期lこ移る大きさに

なると胃の附近がd)g、褐色を帯び、fこ黄色を呈

してくる。その後発育するにつれ，肝臓部の

色は次第に濃くなり，成熟期近くなると暗黄

(帯紫色のことがある)となって，軟体

部の無色の部分と対照的に極めて明瞭とな

る。

なお殻長 170μ 前後になると殆んどの個体

のや〉腹縁lこ近い無色の軟体部lこ「ちぎれ雲」形の淡L、赤紫色の色素の分布が現われ， ]更に殻長

170"，-， 200μ 位になると肝臓部の下，中央よりわずかに後部に寄った軟体部(食道の上部附近)に

暗紫色の色素点が現われる(附図1)。

I 浮;事仔貝の識別の要点、

プランクトンネットによって採集された多くの種類の浮時仔貝の中からアコヤガイの仔貝を識別

する場合の要点はおよそ次の様な事項である。

1.肝臓茸は黄掲色を呈し，無色の軟体部と極めて対照的で目につき易く [3.つ殻頂附近は赤色を帯

びた微紫色を呈しているから，肝端部が黄色で設国附j庄が微青紫色を呈しているものや肝臓部が
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帯緑色のもの，殻が黄色を呈しているもの，或いは殻頂は大訂リ)，殆んど膨出しないもの等の他

の多くの種類、と容易に識別される(アコヤガィ ω浮潜仔貝の肝臓部の如く鮮明に見えるのは各語

のカキ以外lこはあまり一般には見られなL、)。

附図 i アコヤガイの浮波(子氏
略語解

Pふ色素点; T，幼鼠; L，肝臓; P，色素体の分布
(1) D型期 (2)初期殻頃膨le期 (3)殻頂膨出!羽 (4)成熟期.
成熟期に現われる色素点はR音紫色で，色素休の分布している Pの部分は淡い赤紫色を呈す。
乙ヨコ時期のものは蝶恭~fi)附近の色が濃くなって幼鼠の観察ぷや〉因J'jffiである。

2.古il頃の結果から比較的混同しやすいものとして各種のカキがある c アコヤガイの殻の形状は前

に述べ7こ様に前.後が不等側，左右訂!]j泣の殻頂の膨出程度は殆んど日j形であり，殻長と殻高の関

係はD型朗から成熟期を通じて常に殻長が殻i白より大きいが， !マガキ(堀主誠氏， 1926)，イタ

ボガキ(関晴雌氏， 1930)，コケゴロモ(関晴雄氏， 1934げ は前後の関係が不明瞭で， YE右 [110殻は

不;相陣でゐり，叉殻民と殻高の関係もマガキでは今井氏等の報告 (1950)の様lこ「殻長と殻高の

成長曲線は殺頂が|筏起する前後で [J[I線が交叉するJt十し，イタボガキ(関氏6))では!克熟期にお

いて殻高が殻長より大きいご

なお結城氏3) によればアコヤガイは殻長 120μ ，殻高 110μ 位まで:ま百数lこ噴端鞭毛 (Ca.fu)

が存在するがマガキ仔虫にはこれが存在しないn

十 は吉凶氏;J) 什は結城氏3)の報告より引用。
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3.採集後日数を経過したものや材料の処理の君、いものは肝臓部の色彩が不鮮明になったり，無色

の軟体部が淡鼠色や淡褐色となって，アコヤガイの軟体部の特徴がや〉不明瞭となり後縁部から

腹縁部にかけての張緩の浪曲状態¢酷似しているイガイ科(特にホトトギス.ヒバリガイ)のもの

と(殻頂附近の殻の色や前縁部の湾曲状態からなお識別は出*るが)，叉スライド上の材料の角度

によってはカキと混同しやすい場合があるが斯る際には幼闘を精査する。

4. D型初期.中期のものでは幼闘が見にくいから先ず色彩に重点を置き，次に幼歯を精査する。

5.前記各項:こより一応見当をつけ，更に確める場合には Antiforminを使用して軟体部を溶かし

て幼歯を精査する。

以上の他に前章の各項に注意すれば特徴が比較的に明らかであるから識別は容易であるが叉出来

る丈け検鏡の回数を重ねて多くの種類の浮雌仔貝を見ることは識別の際に非常に参考になる。

附図 I アコヤガイの浮j治{j-l!Qの幼弱
(1) 初期殻頂膨出期のもの (102μ ，<95μ)ー新しく幼歯が出来て 4側となる。
(2) 初期殻]頁膨出期より殻頂膨出期に移らんとするもの (1171"x 112μ) 

の両室生の結合状態.前後部とも 4{闘の幼弱が完全に出来ている
(3) 成熟期 (200μx187μ)の左殻。後部(図の左万)には 4倒の他に 1

{闘の小歯が見られる。
(4) 成熟期 (219μx202μ)の右殻。後部(図の右方)に明らかに 5個の

幼揚が兇られる ο
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真珠養殖における

いわゆる「卵抜き l に関する一考察町

はi 日 登

国立 真珠研究所

はしがき

真珠養殖においては，一般に母良に掃核する前lこ，その準備作業としていわゆる「卵抜きjが行

われる。母貝に成熟した生殖腺が存在しているときは，挿核作業それ自体が著しく困難であるばか

りでなく，それをおして作業を行つでも，牧獲される真珠の歩留りおよび品質が著しく低ドすると

いわれるからである。

現在，当業者によって行われている，それには多少とも異なつ7こし、くつかの方法があるが，結果

として生矧腺を挿核可能な程度に縮少せしめる上で，ある程度の効果は牧めているようなものの，

必ずしも満足するまでにl立至っていなし~それは，とくに母貝であるアコヤガイ Pinctada mar-

t仰 sii (Dunk巳r)の抱卵期(6月一 8月)を中心として問題とされるのはいうまでもないが， 4 

月より 10月の捕核期間中に相当長期にわたって挿核作業の遂行を著しくさまたげ，甚だしいと

きは，作業の中絶も J1むなくされるという点で，効果的な「卵抜きJi去の案出がヨ業者の大きな要

求となっている。

しかし，現在のところ真珠養舶に関する研究が全体としてようやく緒についたばかりではある

が，とくに，乙の「卵抜き jについて研究されたものは，ほとんど見出らないようである。また，

その生物学的意義を考えれば， いわゆる「卵抜き Jには必ずしも放卵，放精の促進ばかりでな

く，生殖腺成熟の抑制，あるいは生組腺の|投牧等異なった要素を含んでし、るようであるが料，アコ

ヤガイのそれぞれの機構自体についても，まだ不明の点、が少くないように思う。

筆者は，このような意味から「卵抜き jについて解明するための第一段階として，現在長崎県下

において当業者lこ採用されている万法を検討し，その結果二三の知見を得たので、報告ーする。

なお，報告にゐたり，本文の御校関をいた?ごし、?こ長崎大学水産学部!同正雄助教J受，実験の御指導

を賜った真珠研究所支所長った匠!技貨に深謝する。

ネ KazutoYamaguchi. Some observation of the artificial spawning of the pearl oyster (Pinctadα 

martensii). Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 2 133~136. 1957 

1 ) 国立真珠研究所業績 No. 19 (国立真珠研究所報告 2 133-136. 昭和 32年3月)

件国立真珠研究所， 1955. 真氏養殖に関するンムポジウム記録 P.34 
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材料及び方法

供試材料は， 昭和 29i巨大村湾で採苗，霊下育成した 3i_1~生ア コ ヤガイを使用，これについて昭

和 31年 6月22日から同年8月3日まで，大村市E久島崎地先てー実験を行ったコ

実験は 「卵抜き」竹能(第 11盟) 6個と，益殖用普通金網能 3個に4文科し，第 1表のill1り処理を

ほど乙し，箔の垂下深度は固定式筏により ，大干潮時は表明に位置 し，満潮時に水面下 1.5mtζゐ

るように定めた。

第 1表処 理 表

処理番号館 の種類供試館数 |一能的数足糸切断の合僻〉性 _ijIJ 

C] 

鞍卵金幸抜網調鵠き竹範償車| 

2 200 
f有!l~ 22 C .. 2 200 

C~ l 200 

ff4千イqhj j E t 
室C4 l 200 

C;; 1 200 

2合 2♀ C6 1 200 
C71) l 40 

註 1) 対照。
2) 足糸の切断はlね日比行う。

第11刈 「卵抜きJ竹節

ζれについて， 各牧作能別!こ6月2911から 8月

3 r 1までに 5阿にわたり ，30 個体 のt~i .4-=を無作為

にお]111¥し， クレタン (i山J立1%)で陥iM， IJld般し

て，と主7P'iJ仰の状態について肉眼的観察を行L、，次の

ii!lり (1) (11) (111)の3class Iこ分刻したコ

( 1) gonad は足のぷ部から内服部の全面にか

けて仔ll-:し，その成熟が完全と認められるもの。

( 11 ) 足の法部及び，枚足筋の毘凶では縮少して

いるが，内臓部にはまたγILfしていて，おn核不可能

な状態にゐるもの。

( 1Il) gonaclの縮少が若し く，掃核可能な状態

にゐるものc

なお，観娯に使用 した材料は，使用後はまたもと

の能にもどし実験を継続したー

結果及び 考察

(A) rslJ抜き」竹能と金網簡とによる比較

観察結果(第2表)より，観察日別{ζ処理IHJ(Cl C2 ...…C7 )の gonadの状態 (1) (D) (m) 

について， その分布の差を が ー検定すれば(第3表)，実験開始後 1週間関の 6月 29日はまに，

各処理聞の(1) (ll) (目)の分布状態に有意の差は認められなL、。 7月 13日.......，8月3日jζは

各処理問の([) (n) (1lI)の分布状態に有意の差が認めら れる (危険率 59o)(第3表)。

次lζ，rol3抜き」 竹能と，金網i誌のニつのi肢容能に分類，それぞれについて観察日別に各処理聞

の gonadの状態 (1) 0 ) (m)について， その分布の差をがー 検定すれば，(第4表)枚容
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第 2表生殖線の縮少経過

7.19 7.27 8.3 

30 20 9 8 6 
Cj 29 20 18 8 8 

26 19 14 18 6 
C、，

27 23 16 16 10 
(]) C3 28 17 8 11 8 

C4 26 24 7 8 7 
Cコ 29 30 24 28 29 
Co 30 28 26 28 28 
C7 30 30 28 30 28 

。 9 15 14 14 
Cj 1 10 14 14 9 

4 11 13 8 19 
C.， 

3 7 12 12 12 
m C3 2 11 20 15 16 

C4 A 6 19 14 18 
C~ 1 。 6 2 1 
C6 

。 2 4 2 2 
C7 

。 。 2 。 2 

。 1 6 8 10 
Cl 。 。 8 8 13 。 。 3 4 5 
C:J 。 。 2 2 8 

(亜) C3 
。 2 2 4 6 

C4 
。 。 4 8 5 

C:) 。 。 。 。 。
C6 

。 。 。 。 。
C7 

。 。 。 。 。
一一一一一ー

第3表 x'ー検定の表 (C[・C2・-一 C7) 

観察月日
""'-~ 6.29 7. 13 7.19 7.27 8.3 

x2ー検定

Xs 14.11 47.52 87.81 99.27 134.49 

自 由 1変 8 16 16 16 16 

x; (α=0.05) 20.09 26.30 26.30 26.30 26.30 

龍が同ーのものではう各処~Niによって(1) ( II ) (直)の分布状態に有意の差は認められない

(危険率 5%)c 

0. t.， iffi 2・3・4表の結果から，卵抜き」竹龍lこl段容のアコヤガイは， r'卵抜きJ胞行後 3

週間日より gonadの縮少が起り， (II) 及び， (lIl) の状態になる倒体数の割合が増加の傾向に

あるが，金網龍[こ!l)(:谷したものにおいてはう gonadが縮少の状態になるものはほとんど見られな

L 、。またう金網龍において牧谷数を大にしても gonadの縮少が認められないところから， gonad 

縮少の原因が網目が密でゐり，水の流通が悪く，日光の投射量が少ない[卵抜きj竹寵 lζ密度を大

lこして枚容することにゐることが判る。即ち，一卵抜きj竹緯を使用する「卵抜きj 法は，掃核可

能な状態lこまで gonadが縮少するには相当の期間を要するにしろ，一応その目的を達しているこ
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第 4表 x:2 検 定の表 (C1・C2・C3・C，)

7. 19 7.27 8.3 
XZ 検定

Xs 10.03 17.08 17.33 13.45 

日 出 度 10 10 10 10 

x:~ (aニ 0.05) 18.31 18.31 18.31 18.31 

(CG・C6・C7)

xi 3.71 2.37 2.35 0.42 

自 出 度 2 2 2 2 

x: (a=0.05) 5.99 5.99 5.99 5.99 

とは明らかである。

なお観察の結果， gonadの縮少が認められたにもかかわらず実験期間中成熟卵，精の放卵，放精

の形跡l立見受けられず，前述の gonadの phagocyteによる吸収も一応考慮されるべきものであ

ろう。

(B) 足糸を切断したものとしないものとの比較

隔日 iこ足糸の切断を行ったものと，行わないものとでは「卵抜き」竹龍，金網龍ともに gonad

の状態 (1) 0) (車)の分布に有意の差は認めちれない(危険率 5%) (第4表)。

(C) 雌雄別の比較

合と平の間lζgonadの状態(]) (11) (車)の分布に有意の差は認められない(危険率 5

%) (第4表)。

要 約

1) アコヤガイの生角度腺を挿核可能な状態まで縮少せしめるいわゆる|卵抜きJについて，当業

者の採用している方法(I卵抜きJ竹龍lこ高密度に牧容し垂下する)を検討したコ

2) r卵抜き」竹龍lこ牧容したものと金網龍のそれとでは， gonad の縮少状態に差が認められ

る。

3) 足糸の切断を隔日に行ったものと行わないものとでは， gonacl縮少状態に差は認められな

も、。

基) 峰雄によって gonaclの縮少状態に去は認められないっ



養殖環境と挿核 部 位 に よ る

真珠の色及び巻きの差異についてつ)

山口一登・太田 繁・丹下字・片田清次

国立爽珠研究所

はしがき

現養殖真珠の色や巻きの状態に関与する主な要因としては， 母貝， 養殖方法， 養殖場の環

境及び移植する外王室膜片(ピース)等が一般に考えられているがうこれらについての実証的な研究

はほとんどないように思われる。

第 1図試験地の位置

らは，これらのうち蓑嫡環境及び挿核部

位による真珠の色及び巻きの差異について，浜

t珠の統計的処理により一二の知見守得たので

る。

報告にあたり，施術に御協力を戴いた楠木養

船場並びに抱術貝の管理に便宜を戴いた楠木，

八木:1弘田崎，高jj3及び _(\t永各養子CII~場 lこ深院な

謝意を表する。

材料及び方法

1jh誠用の珠は，悶:工{，ピ(ス貝とも大村湾産

養71~[ 2 貝を使用し，同一人によって施術した

ものを，大村湾内 6ケ所の養刑場(第 1関)で

6月下旬より 12月上旬に至る約6ヶ月間養成

した浜上珠である c なお施術は 3f悶入れ(第 2

L~D ，同時付けで，使用核は1.2 分核(重量

O.086gr， s=0.0024)である。

養殖期間中は環境条件以外は出来るだけ均ー

にするため，養711~龍(尺 5 ナ 13 本:掛金網龍)， 

牧谷数(30個)は，それぞ iレ品定 lこし，各養

殖場に 10龍を配分し， 主下深度は， 2m及び

ネ KazutoYamaguchi， Shigeru Ota， Makoto Tange and Seiji Katada. Location of the nucJeus 

and ecological influence in relation to colour and thickness of the cultured pearl. Bull. Natl. Pearl 

Res. Lab. 2 137-141. 1957. 

1) 国立真珠研究所業績 No. 20 (直立真珠研究所報告 2 137-141. 昭和 32年 3月)
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3m とした。貝掃除は月 1阿とし，百11の交換も併せて行った。

以上の如くにして，得?こ浜上.ekを統計的取扱いによって検討した

3 

~ 2 1刈 挿核の位i泣 1.フクロ 2.ウカシ 3.オサエ

検 討

1.色lζついて

浜上した珠を ホワイト ・クリーム汝び，グリー ン系 lζ分知し，f市核部位別[乙各?魚、場における白の

LU現率を取り ま と めたのが?f~ 1， 2， 3表でゐる。

第 1 ~ 7ク口氏おける色の出現率

六一色¥主ー、主ド了、}リ冒
B C D E F 

2m 3 2 3 2 3 2 3 2 3 2 3 

ホワイ ト系 50・096 68.3 61.3 59目O 60.9 63.6 54.8 64.4 59.2 51.5 61.4 58.4 

クリー ム系 25.9 13.4 26.6 23.1 20.6 20.6 21.7 12.7 23.5 28.3 19.8 25.7 

グリ ー ン系 24.1 18.3 12.1 17.9 16.4 15.9 23.5 23.7 17.3 20.0 18.8 15.9 

t!12ぷ ウカシにおける色の出現王手

?丑?E¥下 iff.¥場 A B C D E I F 

Jfil 
2m 3 2 3 2 3 2 3 2 3 2 3 

色

ホワイ卜系 78.996 80.8 77.2 87.4 83.2 86.5 73.8 78.6 85.1 78.2 79.5 79.4 

クリ ー ム系 14.7 9.1 19.8 10.7 15.0 10.4 10.7 15.3 12.8 18.2 18.1 18.7 

グリーン系 6.3 10.1 3.0 1.9 1.8 3.1 15.6 6.1 2.1 3.6 2.4 1.9 

乙れらの表より色の山現不が漁場によって差がゐるかどうかをが一法によって検定すれば tf~4表

の通り である。

第 4 表よ りtフクロでは if.(\~誌に よ る色の出現;.t:qζ有志の左は認められないが，ウ カシ オサエでは

そのみは有志であ る。
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更にち色の出現率が挿j安部位によって差があるかどうかを漁場別lこが j去によって検定すれば，

その結果は第 5表の通りである。

第 3表 オサエにおける色の出現，*~

一一漁 場

主主 …~------I R'!i 
色

A B 

2 3 

C D E F 

2m 3 2 3 2 3 2 3 2 3 
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第4て炎 x2 検定の表

何核部位
フケロウカシオサエ

x2ー検定

自由

28.55 
度 n (3-1) i~2-1) 
'5'.." =22 

33.92 

52.24 

22 
33.92 

48.35 

22 
33.92 

xJ 

x; (出=0.05)

第5表 x'ー検定の表

~--.~---令場 A 

重ぞ----- .. "" 1、寸、
。ム、間 2m 3 
X~-1実況 I 

B C D E 

3 2 3 2 3 23  

xi 23.42 6.11 13.12 30.44 26.68 19.69 9.54 19.78 21.89 31.75 15.83 19.85 
(3-1) 

自由度 n (3-1) 
=4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 

x~ (出 土0.05) 9.49 9.49 9.49 9.49 9.49 9.49 9.49 9.49 9.49 9.49 9.49 9.49 

第6表 ヴリーン系統の珠の出現数

ぐ十一一ヘ¥漁場 A R 
¥重T@i¥

挿 絞叫l.r.--. 118 
部位!lj現数 2m 3 2 3 

C D E F 

2 

つクロ

グリーン 27 22 15 21 18 17 27 28 17 20 19 18 

浜上珠 112 120 124 117 110 107 115 118 98 99 101 113 

グリーン 6 10 3 2 2 I 3 16 6 2 42  
ウカシ

浜上珠 95 99 101 103 113 96 103 98 94 110 98 

2 

107 

オサエ
グリーン 27 19 17 22 25 19 19 32 6 21 21 18 

浜上珠 93 96 102 96 110 104 98 107 102 86 9'f 96 
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これによると， A漁場の 3m腐を除く他の漁場では全て色の出現率の挿核音11位による差は有意で

ある。

次l乙クリ{ン系統の珠の出現率が挿核部位によって差があるかどうかを漁場別に検討するため

に，各漁場における帰核部位別の浜上珠の総数及びグリーン系の珠を取りまとめたのが第 6表であ

る。

これよりが一法によって検定すれば，その結果は第7表の通りでゐる。

第 7表 x2 検定の表

x; 

x; (出=0.05)

即ち， Aj魚、場 3m/留， D漁場 2m層を除けば，他の漁場では帰核部位によって，有志、の去が認め

られ，ウカシにグリーン系の珠の出現率が小さいと判定出来る。

2.巻きについて

巻きについては，浜上珠を漁場，白及び挿核部位別に全数秤量し，珠一衛当りの重量に換算して

第 8表 漁場，色，及び挿核部位別珠の平均震基 (gr) 

A B 

垂下関 n n n 
ヘ 2m 3 2 I 3 色¥怖核部位、，，1 ~J..u .... t.I 

ホ
ワ
イ
ト
系

;!フク口 0.134

J フカシ 0.136
ム

系
ザ

J ウ カ シ 0.147 0.150 

五オサェ 0.130 0.131 

第 9表分散分析表

要 関 変 動

C 8435.130 
I宝 1280.130 
K 2281.657 

C><R 1280.981 
R、ぺK 1697.204 
C;<K 1651.864 

CxRxK 2345.358 

CR K  18972.324 

C D 

自 由 度

2 
2 
11 

2x2=4 
2 >< 11 =22 
2x 11τ22 

2x2x 11=44 

107 

E 

不 偏 分

4217.565 
640.065 
207.423 
320.245 
77.146 
75.085 
53.304 

F即~

F 

0.132 I 0.125 

0凶日55
0.150 I 0.143 

0‘132 i 0.121 

0.150 I 0.149 

0.170! 0.170 

0.1321 0.133 
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した。

8表より平均値の差の検定によって，漁場，色及び挿核部位別にその重量を比較すれば，分散

分析表は第 9表の通りである。

9表より次の如く F 検定出来る c

Ho iJl' =。
4217.565 

Fs = 一一 =13.17: Fo=F! (0.05) =6.94 
320.245 

Ho: iJR出。
Fs = 

Ho : σ員二二 O

207.423 
77. 146 

2.69 : Fo=Fg (0.05)=2.26 

640.065 Fs … …ーェ1.86 : Fo-F~ (0.05)=5.79 
320.245ート77.146-53.304

以上の結果，色による軍最の差は有意であり，グリーン系が最も軍く，クリーム，ホワイト系と

圭量が小さくなる傾向にある。また， I魚、場の莱も有意であるが，挿核部位による重量については差が

認められなL、c

要 約

1) 浜ヒ珠の統計的処理により，養殖環境と挿核部位による色及び巻きの差異について検討し

?こ。

2) 養殖環境及び挿核部位によって真珠の各色の出現率には差が認められた。とくに，後者のう

ちウカシにはクリーン系統の珠の出現率の小さいことがわかった。

3) 真珠の巻きは，養殖環境によっては去が認められたが，挿核部位については認められなかっ

Tこc



遊離塩素のアコヤガイその他

二三の浮説仔貝に及ぼす影響竹)

片 旺 清 、{又

国立真珠研究所

;最近，各地に火力発電所の上回設が目立っているが，これらの発電所では，タービン復水器の冷却

に用いるくの導管lこ，貝類の附j去を防止する日的で，出素の注入を行うことが多い。この場合

は，その廃水中lこ含まれる遊離塩素の水産生物に及ぼす影響が問題となる。しかし，この問題に関

する研究はあまり多くなく，とくに貝類については，ほとんど見当らないようでゐる。

貝~~は!丘陵生活へ移行後に|午生活するものは勿論のこと，一般に移動力はす弘、が， i手dfi期が比

較的:こ長いので，海水の 1~0饗は!絞られた排水口附近の棲忠良よりも，むしろ浮出仔貝lこ対する影響

を重視する必要がゐる c

斯る見地より，筆者は野外調査の予備試験として，遊離tf~1素のアコヤガイその他二三の浮遊{子_g

1乙及ぼす影響を調べたので3 その結果を報告する。

報PVに ~!I 1)，試験の実施について御指導を賜った真珠研所支所長太田技J白に深認する。

供試材料並びに実験方法

長崎県大村山玖I;占的地先で採集したアコヤガイ Pinctadamarteηsii (Dunker)，アサリ Veneru-

pis semidecussata (Reeve)，エガイ Barbatialima (Reεve)イガイ科〔ホトトギス.Brachidontes 

senhousia (Benson)，ヒパリガイ VolsellαniPponica Oyamaが主体〕の浮出仔貝を供試材料と

した。

装置は第 1以lに示すような流水式のものである 1 薬液槽には漂1:1粉を海水に溶かした塩素原液

(約50ppm.) を人れタ稀釈用海水はポンプで揚げ，一日簡易ろ過器を通してj去り p 薬i夜楠からのj応力~I

量との混合比を変えて，試験範囲の濃度のものを作った。各試験t\~l の流水量(ふ 52~57ccjmin.でラ

水温の変動を小さくするためにパット内に水道水を流しp その ~Il (こ試験楢を設置した。

遊離国素定量lふ IJ本水道協会規定の O. Toldin i去に従い，光電光度計を用いて比色定量を行

った。なお沃!変カリ法を併せ行ったが大差は認められなかった。

誠験実施は 3回であり) 1 [1]の試験には 4試験槽と対照 1槽を用L、?こ。

供試材料はネット採集しタ 18寺間正常海水中で飼育してから p 各試験摘にほ V同数ずつ入れp 六

Seiji Katada. The e任ectof free Cl on the pearl oyster and s口meother free swimming mollusca 

larva. Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 2 142--146， 1957 

11 国立真珠研究所業絞 NO.21 (国立真珠研究所報告 2 142-146. 昭和132年 3月)
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時間経過後y 薬液の滴J][lを中ltした。そしてp 再び

I[常海水中にもどし 1時間飼育した後3 顕微鏡下で

全個体についてP 繊毛及び内「政運動の有無を検し，

生死の判定基準とした〉

遊離塩素のアコヤガイその他二三の浮滋仔良に及ぼす影響

実験結果は， 1別表. 1， 2， 3， (こ示した。

生物lこ:tiする毒性誠験に関してはp 従来より間々

されているがp プロピット法によって 6Ii寺間

接触による出素濃度と焼死本のフロビット変係偵と

の関係を示すと，第 21χ|の如くなる。これより夕、1"'-

数致死濃度としてタアコヤガイ 3.9ppm. アサリラ

エガイ 3.2 ppm. イガイ科 5.4ppm. カどめられ

るぐ

巣結験実

一
一
円
U

一一

!
 

/

/

一

ド

に

I-iIB 3月

ブロビット回帰国線
x 塩素濃度の対数値
Y: 銘死率のブロピット変換鍛

アコヤガイ B アサリ O一一O 第 1[，ij試験
エガイ D: イカ、イ ・・第2f対試験

ムーム第3[n1試験

第 2関

A: 
C: 

試験装置
A: 薬液楠 (201)
B: 混合槽 (200cc)
C: 誌験槽 (400cc)
D: 稀釈用海水口
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なお，致死の判定をしたものはp 以後 12時間正常海水中に放置し，その回復状況をみたが生き

返ることはなかったっ

考 察

本試験によれば3 浮指仔貝の遊離塩素に対する抵抗力iふアコヤガイタアサリタエガイにおいて

大差なしイガイ科のものがこれらより p や〉強いものと考えられる。

九州電力相rm火力発電所調査課 (1955)2 は Ostrea gigas Laτva を用いて 1~ 11時間の不

死帯p 不完全到死帯，完全到死帯を求めているがうこれより六時間接触による;不完全到死帯を求め

ると 6~11 ppm. となる。これはp 本試験のイガイ科よりも，や〉高い値を示している。海中に

設置される導管などに附議する貝類をみると，その殆どはカキ，イガイ科のものが多いことか

ら，実際の塩素処理はフ当然これらのものがその対照になると考えられる。このような場合lふそ

れらより塩素に対する抵抗力の弱L、アコヤカ、イタ アサリなどの浮出仔貝には，その影響は，より

きなものとしてあらわれると思われる。

要 約

アコヤガイその他の浮慌仔貝について3 遊離塩素の影響をしらべ 6時間接触による半致死濃度

として イガイ科 5.4ppm. アコヤガィ 3.9ppm. アサリ，エ力、イ 3.2ppm. の値を求めた。

文 献

1.富山首夫，井上 明 1949 水族に対するITjj貨物質の影響をみる試験装置について，日本水産学会誌 15(9)
487~490 

2.九州電力相浦発電所ー調査課:1955. ヲーピン復水器冷却水の塩素処理に就いて(境素が生物に及ぼす影響)
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第 1友 (第 1回試験)
(Sept. 4， '56) 

a) 試験楠別の警告死率 (nzlT;く100)

、ミケ¥、己分 生 T字

試験楠¥供託

(No.) 、¥材料

終 ?1G 

本数 in") n:l/T 

17 89.5 
73 80.2 

4 50.0 
31 :::7.5 

2 25.0 
12 15.2 

:アコヤガイ 2 
イガイ 18 

I 
アコヤカ、イ 4 
イ ガイ 51 

車
アコヤガイ

力、イ

lY 
アコヤガイ l

イ ガィ

v アコヤカ、イ l

イ ガイ

b) 試験l憾の塩素濃度
(pp m.) 

10.5 
19.6 

50.0 
62.5 

o 0.0 
1 3.0 

(nl→n，， =T) 

~継過時間
~ O. 1. 2. 4. 6 流水量 (cc/min.)

試験糟 (No.)~

一円しハし

一O
O

T
I
百且

mm宵
H
Y
V
!
L
!
i

お
お

水
気
一

8.6 9.0 9.0 8.6 8.5 53 
4.2 4.5 4.5 4.5 4.2 54 
2.5 2.6 2.5 2.2 2.2 52 
1.1 1.0 1.3 1.1 1.1 52 
o 0 0 0 0 55 

31.5 31.5 31.3 30.5 30.3 PH. 8.4 
28.5 28.5 28.4 28.4 28.2 d ] 九 ~21.09

~~ 2表 (第 2ir:i1試験)
(Sept. 13， '56) 

a) 試験総別の銘死率 (njT;< 100) 

区 分 生 仔鐙 死

試験地 供F"'~
(No.) 、 材料

アコヤカ、イ
イカ、イ

エガイ

{I自体数 inl) nJ!T<100 似体数川口) n，，/T;、100

8.3 
16.3 
11.4 

22 
123 
30 

91.7 
83.7 
88.6 

アコヤカ、イ

l イ ガイ
エガイ i

lアコヤガイ

E イ ガイ
エガイ

アコヤガイ

lY イ ガイ
エガイ

アコヤガイ l

v イ ガイ
エガイ

a
u

。。ゥ
4

ζ
U
 

q
u
n
h
U
ハU

•• 門，

i
n
v
に
d

q
L
A
A
Q
L
 

F
O
A
-
1
-

1
4
n
hり

η
4

72.7 
50.4 
75.。

6 40.0 
24 22.0 
15 53.6 

1 9.1 
2 2.4 
5 15.2 

9 60.0 
e5 78.0 
13 46.4 

10 90.9 
85 97.6 
28 84.8 

12 100.0 
156 99.4 
30 100.0 

o 0.0 
1 0.6 
o 0.0 
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試験惜の塩素濃度

立国
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(pp m.) 

流水量 (cc/min.)

57 
56 
53 
52 
55 

PH. 8.4 
0'， 完 工22.03

¥経過時間

試験機((N雨、¥
1 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 
J[ 6.0 6.0 6.0 6.0 6.0 
][ 3.3 3.2 3.2 3.2 3.3 
N 1.3 1.3 1.3 1.2 1.1 
v 0 0 0 0 0 
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(第3問誌験)

(nj/Tx 100) 

3
8
一

4
4

3
一

1
6

存
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試

I 

22 
71 

3 
59 

アサリ
l イ ガ イ

アサリ
l イ ガ イ

111 

iV 

m
 

nr 
DA 

流水量 (cc/min.l

10.0 10.0 54 
5.9 6.0 56 
2.0 2.0 53 
1.1 1.2 51 
o 0 55 

24.6 24.5 PH. 8.4 
24.0 24.0σ，，，=21.86 

6. 4. 

試験惜の塩素濃度

経過時閲

試験機(No.)

1 10.0 10.0 10.0 
J[ 6.0 5.8 6.0 
][ 2.1 2.0 1.8 
lV 1.2 1.1 1.0 
v 000  

説.¥ 0 C : 24.3 24.5 24.5 
泊。C I 24.0 24.0 24.0 

2. 1 。
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大村湾内真珠養殖場の海洋調査*1)

片田清次・太田 繁

丹下 字・山口一登

国 立真珠研究所

はしがき

いわゆる大村湾の真珠養殖場(佐|宜保湾は，地形的lこも 5 叉海洋学的にも大村湾と区別されるべ

きであるがタ佐世保湾における真珠養殖場も一般には一括して大村湾の養殖場とされている)は湾

¥ 

第 1図 真珠養殖場の分布と観測地点

内一一帯に平均的lこ点布しているのでは

なしこれをほ';8つの小海域にまと

めることができる。これらの小海域

は，養殖場として重要な条件の一つで

ある風波の少い所が選ばれる関係か

ら，地形も複雑でゐ払おのずから海

況の変化も湾の沖合部J乙比較して一般

に複雑で3 叉小iiri域相互聞の海況の相

違 L 距離の割合には大きなものと考

えられる。そしてp 以 kのことはこれ

ら小海域の特性となり 3 当然その海域

から生産される真珠の品質にも影響す

るものと考えられる。

著者らはp 大村湾p 佐世保湾におけ

るこれら小海域の特性を明らかにしP

今後の漁場利用の参考に資するため，

別途施行の真珠養殖試験と併せて，本

海洋調査を実施した。その結果は必ら

ずしも満足すべきものではないが，一

応各小海域の養殖場の概要を知ること

が出来ると考えられるしp 叉別報「養

拙環境と挿核部位による真珠の色及び

* Seiji Katada， Shigeru Ota， Makoto Tange and Kazuto Yamaguchi. Oceanographic observatiom 

of the pearl farms of Omura-bay， Nagasaki Prefecture， Kyusyu. Bull. Natl. Pearl Res. Lab 

2: 147-157. 1957. 

1) 国立真珠研究所業績 No.22 (国立真珠研究所報告 2 147-157.昭和32年 3月)
， 
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醤きの差異についてグの環境条件の参考資料にもと考えてp 報告する次第である。

本報告に当仇大塔試験地の連日観測資料を快く提供された高島真珠主主稲場p 並びに観測に便宜

を与えられた各養殖場関係者lこ，厚く感謝の窓を表わす。

ll:. 
仁3報

I調査方法

調査地点としてはp 前記 8小海域の

中3 玖白崎 (St.1)，村松 (St.2)，小串 (St.

3)， 大串 (St.4)，瀬JII(St.5)および大塔

(St.6) (第 1図)の 6地点を選びp 施術貝の

委託養成を行った昭和 30年7月~同年 11

月迄月 1凹の海洋観測を実施した。

観測項目は水温，塩素量，酸素量， Sili-

cate-Si， Phosphate-P， プランクトン定

量3 水色，透明度および海上気象で，調査水

閣は 0，1，2，3，5，10m屑および底屑とし3 プラ

ンクトン量は北原式定量網を用いて，底腐

より乗直採集したものをフォルマリン回定

して 24時間後の沈澱量を読み取った。な

お，玖島崎地先においては，別に連日観測

を実施した。

ン
't 

)() 

E 
28 

2. 

St~l 
民

剖

M

M

M

I 結果及び考察

1.水温(第2関)

1) 7， 8丹の水i毘

表層7)(は気温の影響を受けて，全般的l己

中層水に比べて高くなっている。上下層の

水温定は St.1が比較的小さいが， ζれは

水深が浅いからである。叉， St. 5， 6の上

下慢の翠は同水深の St.21(.比べて，かな

り小さいが，これは湾 J~l 附近が外海水の影

響と強い潮流によって混合が良く，気象条件に比絞的影響され難いからであると考えられる。これ

に対し，湾奥の St.2は水塊移動も緩自で水深も大きいので，上下層のj昆交が充分でなく，夏期に

は水源支のかなりあるiE列成!留をなしている。 St.3，4!ま湾奥よりは外海水の影響を受けるが，比較

的浅いので気象条件の影響も受け易く，両者の中間型をあらわしている。

各地点の 2m層(当地方における一般的なアコヤガイの養舶深度)の水温をみると(第 6図)， 

湾口部の St.5，6が低く，湾奥の St.1が最高を示し， St. 2，3，4がこれに続いている。

2) 9， 10， 11月の水温

気温の下降期である 9月には，水深の浅い St.1，3，4にその影響があらわれ，表「習に比べて中

閣がや〉高くなっている。 10，11月になると各地点共殆ど上下層の荒はみられない。

11月の 2m屑をみると(第 61ヌi)， i奇口郊の St.5，6が湾!楽部lこ比べて幾分高くなっている。
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今， i誇口部の St.5と湾内の入り込んだ St.4 での 2m~留の一日の水温の最高，最低の差の旬

、ド均をみると(第 1表)， St. 5では各旬ほゾ一定であるが， St. 4では 10月頃より次第にその値
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は大きくなってきている。これは外海水

の影響の強い St.5では， 1'1-1屑は気温

の影響が比較的少いが，湾内の浅海では

気i目の下降と共にその影響が次第に強ま

ることを示している(第 l表)。

2.塩素量(第 3図)

表層水の塩素量の変動は St.5を除

き全般的fこ大きい。表層水は降雨による

影響を強く受けるので，各地点の地形な

どを考え合わせると，湾奥の St.1， 2， 

3， 4の降水直後の 9月の観測において著

しい低下のみられたことがうなずかれ

る。叉 St.6の連日観測によれば，表浸水

は降雨後者しい低下を示しているが，こ

れは早岐瀬河内 lとあるので，いうまでも

なく陸水の影響が強くあらわれるためで

ある。しかし，降雨による塩素最低下の

直接の影響も表閣にと Vまり，中層はか

なり安定していて，恢復も比較的速かに

行われている。

今， 2m層を各地点について比較し

てみると (第 6図)， 外海水との交流の

良い St.5，6が湾内より高繭で，湾奥に入るに従って低献となっているの

3.溶存酸素量(第4図)

各地点共，夏期は一般に少し上下粛の左も比較的大きいが， 10月からは次第に上下腐の差は

小さくなっている。

底冨l土中寝に比べて一役に小さい値を示しているが，特lこ夏期lこ湾奥の St.2において，それ

が著しいのは，水深が大きい上に，表層水が低献なので，上下層の交涜が緩慢なことによるものと

考えられる。
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各地点の 2m 扇をみると(第 6 図入 7~9 月は湾口郊の St. 5， 6において比較的に少し湾奥

が多い傾向にあるが， 10月以後は各地点聞の差は小さくなっている。
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4. Silicate-Si， Phosphate-P (第5関〉

Silicate同 Si は湾奥の St.2，3の9月

の表層において著しい増加カ〉見られてい

るが，これは前日降雨があり，塩素量

も著しく低下していることから考えて

(玖島崎地先の観則によれば，降雨に伴

う表層の比重低下の度合と，表層水の

Silicate-Si の含有量との間には逆の

相関関係が認められた)，降雨に伴う陸

水の搬入lとより増加したものと考えられ

る。 St.6も陸水の影響をかなり受ける

ので，表!国においては同様に著しい変動

がみられている。 St.5は全体として上

下屑の差が少いが，これは外海水の流入

が良好で，降水の影響も少いためであ

ろう。

各地点の 2m層のt目減傾向をみると(第

L¥ 
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Phosphate-P もう同様に陸水の影響の

強い地点においてその増減変動は激しい

傾向にあるが，降水の影響の少い St.5で

は仁下層，並びに月毎の変動も比較的小さ

くなっている c

5. 水色，透明度およびプランクト
ン量(附表1)

三 ;:三七¥
水色は湾口部の外海水の影響の強い St.

5が水色計番号の低い偵を示し， i湾奥の

St. 1， 2， 3， 4 が比較的大きな傾向にあ

るハ

透明度は比較的 St.5が大きく，湾奥に

おいては一般にd、さくなっている。なお，

氷色，透明度は陸水の影響，水中の懸樹物

質，プランクトンの多少などと関係が深い
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ので，外海水との交流が良く陸水の影響

の少い St.5において比較的変化に乏し

し逆に湾奥及び St.6などの陸水の影

響の強い海域で，その値や変動の大きい

のはうなずかれることであろう。プラン

クトン沈澱最は，月一回の僅かな回数な

ので，その増減の充分な傾向を知ること

は出来ないが，湾奥部において月毎の変

動が大きく，湾口部において小さい傾向

がみられている(第 6区1)。

大村湾内真珠養殖場の海洋調査3月
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る。

3. 2m層の塩素量;は湾口部が高献で，湾奥に入るに従って低くなっている。

4. 2m 層の酸素量は，夏期は湾奥が大きく湾 I~I部が小さい傾向にあるが，秋期~冬期にかけて

は，各地点共殆ど同様な値となっている。

Silicate日 Si， Phosphate-P は，外海水の影響が強く陸水の影響の少い St.5においては，上

下層の差および月毎の変動も比較的小さいが， i笥奥の陸水の影響の強い地点ではその変動は複

雑である。

水色は， i毎日部において，水色計番号の小さな値を示し，湾奥では大きくなっているつ透明

度は，比較的 St.5が大きく， i湾奥部および St.6が小さい傾向にある。

プランクトン出澱量並びにその月別の変動は， i湾口郊の St.5，6において小さいが，湾奥の

St.1，3，4では大きくなっている。

K 以上のことから 6地点を次の様に区分することができるであろう。

( 1 ) 外海水の直接の影響強く高繊で， I注水および気象条件に左右されることが少い海域 St. 5 

(U  外海水の直接の影響強く高蹴だが，陸水の影響もかなり受けるつしかし，潮汐による海水

の交流が良いのでう恢復は比較的早い海域 St. 6 

いわゆる大村湾内 6地点の養殖場

について，昭和 30年7月~同年11

月迄海洋調査を実施したっ

夏期水温は湾奥の St.1，2が高

く，湾|二|郊の St.5，6が低い傾向

にあるがう秋期から冬期にかけて

は，湾口部が高く，湾奥が低くなっ

ているつ St.3， 4は両者の中間型を

示している。

当地万のアコヤガイの主計百深度で
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(車) 湾奥であって，外潟水の直接の影響が弱くて気象条件の影響を受け易く，叉湾口部よりも

低献な海域 St. 1，2 

( !v) 外海水の影響も比較的受けるが，湾内に入り込んでおり‘水深も浅いので気象条件の影響

もかなり受け易い海域 St. 3，4 



真珠成因 の

磯和 楠

研究 I

ごと
仁1

株式会社日本ノ~ - レ

緒 言

先に真珠成因研究の史的概観に於いて従来の成因の研究が真珠袋の発見以来真珠袋の成因を Ijfjら

かにすることによつで果されることが明らかになり従って真珠袋が如何にして形成されるかに多く

の研究が向げられたこと及びその成果として真珠袋はすべて外套膜の外面上皮に由来するもの即ち

外套膜のと皮細胞が偶然の機会に貝休の組織内に入りこれが原因となって真珠袋が形成されやがて

そこに真珠が形成されるとの見解に一応一致していることを|明らかにした。そして我が国の真珠養

研の方法も叉乙の原理の応用なりと考えていたことの誤りを指摘し，同時に真珠の成因について

「必ずしも外套膜の上皮細胞を必裂としなl'!であろうとの見解を述べたが以 1'-このこについて

一一即ち天然に於げる真珠の形成される原因及びその機構等について私の実験並びに考察を述べ

る。

方法及び材料

始めアコヤガイ (Pinctadelmartensii) の天然真珠治集め切片となしその中心をなす絞について

鏡検し叉天然真珠の形成されたアコヤガイの多くを集めてその個個について観察を加え，一方真珠

の形成されていないアコヤガイとの比較によって貝殻構成の1、目違及び体組織の変化などを比較研究

し次いで実験的にこれ等の貝殻及び体組織に現われた変化を再現せしめる方法を考察し，その胞術

によって変化した真珠質分泌組織を切り取り Allen-Bouin液lこて固定し後70%アルコールに移し

これを Del乱neld.Haem坑 oxylin--Eosin， Haidenhain鉄 Haematoxylin，mallory 等にて染

色 10ん 7μ 等の切片標本としてその組織学的変化を鏡検した。

本題lこ入るに先7ごち爾後の説明及び読者の珂解に資するため各部名称を才 1関及び三十 2関に示

す。

才 1図はアコヤガイの殻を取り去って軟{本部を示したu 図によって先ず注目されるのは軟休部を

おおっている外蛮膜と閉殺筋及び牧足筋でゐる。

外套膜C.¥Iantle)は Pf(外套膜縁)Lm (外套縁膜)Ml (外套膜)とに分かたれ悶ぅ技術は Ast

(閉殻筋平滑iJJiT~I~) As (閉波筋有紋筋部)とからなる。アコヤガイ r4'11'長大の筋肉でその前面に R

(牧足筋)が見えるの

不 KusukichiIsowa. Sume observations on the pearl fo.rmation. Bull. Natl. Pearl Res. Lab. 

2 : 158--166. 1957 

(国立真珠研究所報告 2 158-166. 昭和 32年3月)
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第 l図
AI 自白足筋
Ast IU1妓if!j平滑iJ1j古1¥
As l羽俊筋千T絞flij部
B 足糸
Em 外iIi筋上l殻付着部
F 足
Lm 外資縁阪
Ml 外套!佐
Pf 外王fl扶*J
Pm 外伝筋
R 枚)t~J紡
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沖 2岡 は左般の夫々の筋肉の附着痕を示す。Lpは外套

線 と呼ばれ， Em  は外套筋Ji父東端のr~11f痕てす十套筋は乙'> Iζ 

附Jtしこうを力点と して牧縮する。従って外套筋のない i¥'Il

即ち外査J腔帝1¥は牧縮しない。 LaIま閉殻筋痕である。'*例は

この1:111般il自の移動の状況が移動疲として明りように現われて

L、るの

第 2関
Ia 1.lf1必t筋の移ifU雌
Ip 外食総

発生当初/<::.於ける 1~1

)~"i.筋は木灰|の3説明のill

1乙ゐった符でゐる こ

れが貝の成長につれて

般頂か ら後部却材に向

かつて移動するのでゐ

る 貝が正'li~~'な成長を

している Ig_~り|羽7投筋は

11111.:形でゐり従ってIYI
妓筋疲らメ，II，T-:形でゐ

る。本例では 乙のIJIIム:
形が平行移動 した移動

痕が認められる(，

外敵被害の影響による真珠の形成 (1 ) 

一般にア コ ヤ貝の外敵と いえば赤司~J， 冷i1~J ， ウナギ， クロ

グイ，タコ， ヒトデ等直接被害を Ij町える ものとカキ， フジツポの如く 間桜l乙被を与えるも の とがう号

えられるがここにいう外敵とはアコヤガイに対し外部からいj等かの障害をもたらしそれがよJ;~形成

の要因とな ると 右えられる外敵についての与察及び実験でゐる。先ず，r=垣氏の赤貝の一点珠紘と姐す

る一文を引用する

Ti川V，!~#f..uq'!Eliを形成し只ー核となっている Polydoraの一種を発見した。 (中略)本lliの赤只への似入ヰ;

は約576で法的に近きク十点より肢も多く穿孔侵入するものh織でゐるが時として妓側の他のlal分から入ったIUも

~られる。 f投IfliKÆi自民穿孔するものは少く妓ぷκ嗣 1 mm 内外のi1~を穿った後次第に殻内!と侵入し，-，経約 2 m

mのイしを以って斜IL穿孔しているのカ>l'J-i並でゐる。必tを穿孔してf.，l入し来った Polydoraの刺'践を受けてwま瓜

ちに~'!~肢を分泌して之を会j織し侵入をl山がんとする もの〉織であるが Polydora は何処までも之をす:通せんと

し必;に只と Polydora との 「ν ーソーゲーム」 的なやワが開始され淑内壁n:蛇行状の隆起'l? NIi~ 、て次第によ4の!以

総にrl'リって移行しはの中央部i乙来て遂に Polydora は 11~瓜Mの州;伏の降起に閉ぢ込められ王1:1<:不14:1.おな Blister

mm'.ü仰がj形成されるのである。 堅いn~内民閉じ込められた Polydora は点珠内で捻転し焔!，Ilしているが

け1}こは外告のn!']fc小孔を穿って頭部を只内 1t: 1 L，している虫もあ る。 (中|格) 司、!.1.U立赤貝のみならす:th~U と h仏ifi!こ

ilèj出の刷出と怯む他の只へも穿孔するのではないかとJ品われる。 4~，q; ，:と於ては未だこの砲の14i刊はないよょ うで

めるが本例は1'..!E1d成因の一例証ともなる興味ある現象でゐる。 (似火J 科学 Vol6， No. 7， 1936 

この織な~H英応対しては従来jlf関心でゐりたまたま世話されても上文の如く 多毛出を対械せんと

して災株買の分泌が磁んになりそ乙にH付μ氏が形成されるという程度であった。然しか〉る多"5虫の

出!:13に対して民{本の現わす反応現象は1j11<::.笥~.fL;を I~jそくするために只殻質の分応機能力;{iL逃すると

7fうだけにとどまるでゐろうか ?一般に刺激が動物体{ζ辿統して与えられるとちは乙 の部分の創l綴

ば漸次的制して来るのが常でゐる。貝殻の外袋肢の知lく変t'1，し易い組織に於L、てはか hる刺激{ζ対
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する反応現象として，より以fごしい組織変化を現わすでゐろうことは縦然lζ因離ではない p 前文京

者の:Ht祭の通り アコヤガイにも この Polyc1ora による被告はしばしば制察されるのである 私は

この引実に対してその結果が1]1(ζ貝殻買の分泌機能を冗進会せるだけではなく貝体 I~H社株にその部

位に於げる組織に如向な る変化を 6tこらすかに大ち な関心がも たれたのである

第3図 Polydora ILよる免J1害状況の(1)

た外而 お :内面
A 蛾1]して居た痕 B. Aをu伎の内s!IJから比たもの

i' 31刈は Polyc1oraの住h書状出及びそれに凶って生らに Blisterでゐる この貝の)..:きさ は蝶

7幹線の長さ 60mm殻向 70mm (伐材が殴れて小さく比え る) il~-;;は 6 'rf生の もの 外面からは

内部の空洞以1]ち Blisterの内1'riSは見えないので外部を乙わしてその状削を示した。1I'，祉の I)j!lliに

形成会れた怖起は径 10mm  roさ4mmに及ぶ Blisterとなっている。

第 4園 外敵被告の影織による点.ej(形成
左 :内而 有 :外而

N. P. 1i民生した京-'*群 B. Blister A. 蝕害孔

才4!米|本例では貝殻の表直:こ幾条もの Polyc1oraによる触害の痕が見られる 。Polycloraの幡肘

していた技は却の内側からLよると Blisterである。色I1寄が多いだけに幾つもの不体裁は Bli只ter目

が出来ている。ζの点はIJiJI米!とld様.['ゐるカi乙乙(乙重要なのは1-'1]殻筋痕lζ多くの小真珠が附おして

いる乙とである、乙れ'二筋肉組織化形成された小3い貝
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らしく筋肉組織には尚多くの小さい真珠が見られた。員穀より遊離 して筋肉内に形成された乙れ等

の点珠は如向なる原因によって生じたものでゐろうか?

Polydoraの穿孔を閉塞するために真珠質の分館、機能が冗進し穿孔せんとする Polydoraと之を

山道せんとするアコヤカ、イとの聞に 「シーソーゲーム」的な争?が始まり乙の結果不体裁な Blister

が出来るというだけの単純な問題ではな しに乙こに出来た天然真珠の成因は何であるかということ

が|問題なのである。この貝は蝶審線 60mm殻目6.5mm椛定年令十年位でゐる。

ifj 51百|泌水の注入によって作られ
?こ JJ<I~Aßjと

B. Blister をこわし内部を示
す。

アコヤカ.イの貝殻と外套膜との間それも外套j控の部分lこ

注射針でがE水を注入する と海水は外套線と 1:1!~殻筋及び虫!日若手

線等に大:えられて外套院の貝殻内lζ溜まる。注入した海JJ<

が多過ぎた場合は住々外套線が貝殻から離れて潟水は漏出

する。外套l陸lζ紛った海水l乙対して貝はやがて粘液を分泌

して梅ノkをおおい次いでコンキオリンを分泌してその上に

被膜を作り史にその上に真珠質を分館、して注入された海水

をおおうのでゐる。かく て乙乙κ溜った海水のiit及びその

状態によって間々の形をした水膨形の真珠が出来る。乙の

形は義RP.Iこも其nとは言L、かねるものが多L、。 しかしこれ

も-:mlの Blister ([.相J(ゐるまし、。第 5阿は乙うして作

った大きな Blister である 。図は中央部を乙わしてその

状mを示したものである。尚ζの員妓の枚足筋痕{ζは多く

の微細な小どt_etが|ヰJJiしていた。

節6岡 (1)の)~'Jj_表を観察すると般の中央部K Polydora 

に尉る創l'JJIl'I;が見られ一一色iは貝殻表面をlifi踏 した後に似

第6図 外政被11 {-♂J必包?による1'~珠形成
九 :内ifli 右: 外商

N.P 絞仁左しfこ/J、n珠/t'[. H. 免113孔
A. 色i!??干し B. Blister 

践 した¥め色t古溝は痕跡、しか認められないーーーその中火{こ殻内に向かつての穿孔がゐる Polydora

はこ の穿孔より殻内 Iζ浸入 したるのでゐろう ちなみに Polydora は原虫動物rjlのち足矧の一向
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でj!l1I万の体側Iζ多数のも足を台ーするが故lと穿孔より民入するとき，ゐるいは穿孔より 出入すること

によって海水を殻内に，活導したでーゐろう 。かくて妓内に侵入した耐水:ま外套腔部の妓内{ζ沼iま1)WT 

くて第5凶の実験例lζ示したと同様の経路{ζよって本図(2 )の如き Blisterを形成した乙とが

ち・察される 。 -~><Iはその!点困を探究するために Bli st er ~乙わしたワ点てeゐる一一ー般に乙わし

た境界の痕li'aiKよってその状態を察知されたし、。史氏本側に於いて花1-1されるは開設筋痕の変化で

ゐる。

民IJちffJ円形の大きなIJlJ却筋痕，しかもそれが、ji-滑でな く政足筋肢のゐたりから閉妓1白山氏Ii'ljかつ

て肱射状の結j脱線が観察される 。 乙れは I:!i-J妓iOJ泌氏附訂した小兵妹及び小n~の 附ね して)， ' :-tこ痕跡

でゐる 。 一方貝の軟{本部凶]ち貝体の日j妓筋lζ も多数の小真珠が形成されてJ~f るのでゐる 。 (節 7 凶

参l!の乙の乙とは第4限|の例にも見られたことでゐるが本例はこの師ーの典型的な例でゐる

第 7図 閉殻筋及び枚起筋}ζ]彰
成された小r!.e!;/tf.

乙れについて更に本例を布袋すると

( 1) Polydora の穿孔位白が牧足筋痕に疋いこと。こ

のことは Polydoraが最初穿孔した当lI;}rとは牧足簡は

今の以態よ り更に穿孔部に近く 位置 していたに ~rlj込な

く従って Polydora による刺激一一 それにあU、て位i

IJ~rζ似入したrtlj水による刺激と継続的な刺激を受けた

ことが毎-えられる。

( 2 ) こうした刺激{ζ対応して牧足筋が附矧 ・変性し|別

妓筋の員殻附お面をtXV、如く放射状Kfrll展しその全面

l乙小点i献を形成した。こうした牧足筋の変tI:について

は後l~i lζ於いて組織学的に4， tlEするであろう 。

( 3 ) 部 61火1(2)の立11く只般の外面を研臨し段位Jr'iを

取り1:り ， 貝般の I:!/~)役筋出の~:ll成を見ると ， それが般

身、1)伏lこ小兵珠を益べfこかの如き観を呈し明らかに他の

;・-~S分の組成とはお=I~する 。 Tu l1berg が輝何と弥した

ことが首肯されるのでゐる。

( 4 ) 以上の如 き1&足的の変性がかかる変化をもたらしたものと考記揺されるつ乙うした変性のため

~日は乙の音11分の凪妓面(乙小点~の附;(iì))多く ， その I!:IJ凸のために点えられて，政足筋は IJl-J I~技術と

共{ζ後部殻縁lζ向かっての移動が出来なくなりその結果間~Ei筋の以妓附11面は大きな行j円形を td

するに至るもの hょうでゐる。

以上わずか 1，2，例を示した!と過ぎないが多くのサンプルのrti1l淡よりしてこれ等の変化はいず

れも Polydora の住11古!とよる刺激{乙因って，語1凶されたものと考えられるのである，llflち結果論的

にはこれら筋肉を児'I~.'~ ~ζt("J 9p'[せしめる何等かの盟国が与えら れたる場合これlζ対応するIJ.l~として

か hる変化がもたらされる ものでゐろう 内事実そうする ζ とによって木例と同線なお!iLいを実験して

L、る。

真珠の分類

何時頃何人が云い出したかはつまびらかではないが我が国では真珠についてフク~ ft:， ミ、.e!~，

或はシン珠などと言う名弥がゐる。フクミ珠とは外套結膜l乙出米fこ点妹て'ゐ り， ミ、珠とは蝶務の

附近の外套膜11:. 1-乍 られた工~:ekでゐってシン珠とは筋肉ヰ1(ζ出来た ものを去 うよう でゐる。乙の名称
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は呉珠の出来?こ場所によっての名祢であって一度アコヤガイから取 り出 してしまうとフクミ 珠と E

ミ珠は区別がつかなL、。この点この分類は意味がないコ Herclrnan 1903は真珠をその成因から分

類して次の二種類とした。

1.袋 真 珠 Cyst pearl 

2. irlJ肉 真珠 :.¥1uscl巴 pearl

Cyst pearl は寄生虫l乙原因するが筋肉真珠は寄生虫に原因する乙となく外套膜の上皮細胞が;nJ

等かの刺激によ って或微細な石灰買を包んで生じたも のでゐつて多分外套膜の上皮細胞の一部が自

動的に筋肉部位に移動 した ものであろうと説明したが乙の成因説は兎lζ角としてこの分類は艇に卓

見でゐる然し成因が異るか ら出来た真珠がjsうと言えるかどうか，おし相通がゐるならそれは真珠

の構成がj止うからと考るえべき ではないだらうか。ととに Herdrnan の言う これ等真珠の成因は

信fill性tζ乏しし、。従ってこの名称は適当とは言えまL、。私は乙れをその椛成上から

1. 真妹IflI真珠

2.輝 l凶兵:e!(

の二つに分制することを捉言する。

輝屑 Hellenschichtとは Tullberg1882がカヲシンジユガイ で発見したもので一般に員妓の

閉殻筋政足筋及び外套筋ミ手の筋痕lζ I~{って行:するものといわれる 。 然しノ ー マルな;伏fL~{こゐるアコ

ヤガイ では分i必されなのではないか。乙のl凶は真珠!とiとは非常l乙j凶を具にするものでゐるむ即ち真

珠l凶真珠1J>.中心{ζ対 して同心円的な構造を示すに対し輝Ei真珠は放射;伏の構造を示すものである，

従って貞:ej(/とi兵長!との如く表面の平滑な感がなく一見してザラザラした感じがするものでこの二者は

符易に区別される。

第 8 図天然~r..出来た真珠Ii"!r':¥
珠の断而

第 91~ ニコ Jレを通して見Tこ車Il/i"t

N. 核一石灰類位
P. コンキオリンWi
P.P. J~珠回

第 81三|及第 9区|はこれ等真珠の鍛断面の顕微鏡'Lj真を示すっ

真珠の顕微鏡写真
LP. i!Illwt 
N ニコルの~

第 9r;<1は典型的な輝恒真昧を示したも ので実|祭にはこ うした典型的な ものは少く部分的に揮lf'jを
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合む組成をもったものが多いコζれも真珠間真珠と lま|則らかに区別さされるものでゐる。即ち呉氏

肘真珠とは良妹回のみによって構成された真氏でゐるが燭Il'm珠とは輝屑のみよりなるちのと及び

一部分が輝!門で他は真珠l凶である組成の真珠とを-r:，;うのでゐる

外敵被害の影響による真珠形成(1)

上記の諸例一一釦41週一一第7図ーーはし、ずれも師府民珠に同するものであるが本航は外公制度

に形成された以J3k11'(1 J'.(珠である 。 般表l乙多毛虫j){慨}rJ~ していた 剖!告孔がゐり この創!害の為に内面の

ti量級にぷ|隊形が出来ている。乙の水!彫形の上に径 3mm  ?.:Jiむ 2mmの形のよく 整った Blisterが

ある。水1膨形の部分をこわして見るに Blisterは貝般から離されるのである。乙の事実は Blister

が元々貝伐とは遊縦して外套膜に形成されたものでゐることを示すも のである乞貝殺より離れた点

妹の一部をすり然して乙の Blister の中心部を観察すると中心から真珠質でゐる 9 乙のことは従

来o Blisterの例には見なかったものでゐる このこともメこの点珠が外套膜に形成主れ仁天然

真珠が成長するにつれて員殻!ζ附着したものでゐることを示すものでゐる。写真第 10凶は以上の

如く成因峡栄の後真珠を元の;状態に置いて指;;与したものでゐる 殻械から侵入した多毛虫の蝕害に

因って民岐に現われた乙れらの巽;伏は叉このKlSffi:の外査股ーにも影響しこれを誘因として ζ の部位の

外套膜に変性を起 しその結果そ乙I乙天然真珠が形成された乙とが考察されるのでゐる e

第10図外敵絞宮の影響によるn~形成( 2 ) 
i設縁に形成された!.'Hま!川n珠

PP. ne長紅n~妹 A. 多モ!lJ.の蝋隠して居Tこ色l!'i!f孔

以上.ア コヤガイに対し持続的な被害を与えるも のとして多"s!1tの伊jをあげたが乙の外lこ持続的な

被害を rj えるも のとして税制虫がゐるがこ の虫は Jj_'/~}.に蝕苫をうえるものではゐるがその蝕吉は範

囲が大きくほとんど員妓の全面lζ被害を受けている例もゐる。乙の被害に対してアコヤガイはJJdご

しく京ω し波刀目した機中LI をノ'J~ しているにとどまりこれが活凶となって点妹が形成されている例はほ

とんど比られなし、。 この乙とは注意されなければならないことでゐる。

本尺1 ( 12i~i) の妓表を見ると海綿虫と Polyclora との攻撃を受けて全く完闘ないまでに住I!害さ

れている これを只伎の内外面から精制lζ観察すると後部妓低から斜め下に向かつて伝人した

Polydora が途中間位筋の下端ゐ7こりから斜めに似 Iruし枚足筋のゐたり に述 しここに不整形は

Blister ~作っている 。 乙 の|吋の刺激lこ因って牧足簡は変性して第 6 同の如さ変化一一即ち問妓筋

の只)~.9:1I(Ui面に民出し放射肢にこれをおおうようになり ， 乙の変性都:こ真珠ーが作られていたのでゐ

る。第 61火|の例では Polydora は Blister のrf:に完全に閉じ込められていたが本例では一旦は
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Blister 11:閉塞されたかも知れないが牧足簡のftil民と前後して民にその閉殻筋部を免t害し，たまた

ま乙の部分の民殻が海綿虫のためにi/，州iW如 く住11容されていてその以人が省易であった hめに乙の

部分で奔放に行動しWI刑した枚足簡によって分泌される輝lf1iをも次々とその低寄を受け，それによ

って地対iした組織は更に病的なまでに変性しーー その頃には父l::t};祉筋の平治飾部も変性し悶舶を始

第11図海事ii虫ILよる蝕害

めたでゐろ う かく てこれらの組織はj臣凶の如く病的な培舶によ

って思い有機質jえび点妹光沢の少し色ない全く nl~IÊな感じのする

円以質を分泌 し，こぶ;伏に般的したものであろう 一一叩洞てt

ないーーとれによって如何!こそのうト泌が弘・7ごしかっfこか従って!lll

(IIJ t1: 1\')舶が!盛んでゐったかが加者~i_\れゐのでゐる

木例の如く如何l乙同部的，継続的刺激でゐってその強さが或る

限界を越える場合乙れに対応する飢餓は次第に病的な変化を現わ

し点珠形成の域をJ也えるも のでゐる 3 しかもこの変化は更に乙れ

に隣接する mantleKも及ぶことがゐる。 これは本阿 (1 )の

只般内面の可以{乙於いて妓緑の有色部分'fJ).(1くはっていることに

よってもうかがわれるでゐろう 。

第12i~司 .J.1itごしい Polydoraの蝕;1-;'

氏 : 内I(ii 11: 外1(11

A. Polydora Rl!符織を修復した隆地 D. Polydoraの蝕害成
B. Blister E. Polydora蝕害の転向{ilirt
C 乙ぷ欣の耳[;:h'1物

真珠 形成の真因

以上の諸例に見るごとく Polydora の色u害に闘って具体に 別われた変化は住J!苫によってそこ伝

われた貝妓を修復するために貝佐賀の分泌が盛んになると 百うようなqi純なも刀ではな く Poly-

dora の蝕害による|笥併のためにその部位の創111.出及び組織がX.々 i鰭Inの程度には;じてIlifiu.間々の組

織変化をもたら し，この変性カ>Wに組織地$'uを相楽するのであ る こう したー辿の現象は生体の地

令な生活反応でゐるu 即ち生休の防衛作用の現われて'ゐる。従って防衛{こ必ず1'1'うべき一一 泊織の

破壊~は荒蕪等の退行性変化即ち組織変性に対 し一一復旧作用としてのi並行変性化以IJち組綜閉がが

もた らさ るのである I flÌて被告守受けた組織が完全に従前通りに恢復むれず組織がj的利にJJ({立Y.1 H)~

!こ}削れするときそれが凶因となって点珠が形成されるのでゐ る アコヤガイ{こ{ぬける Polydoaの

bos
長方形
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勉害の諸例は Polyclora による蝕害が真珠形成の絶対的条件と菖うのではなしたまたま之が誘

因となって|二記の如き変化によって真珠形成の原因となったと考えられる例証であるというに過ぎ、

なL、。 Polydoraに|浪らず真珠母分泌組織を異常にi自殖せしめる何等かの要凶が与えられた場合こ

れに対応してi留婦iする組織細胞が真珠形成の原因をなすものと考えられるのである。而してこの何

等かの要悶とは組織にi自主な障碍を与えるものであれば7ことへそれが機械的なものであっても叉盟

化学的な刺激でゐってもその要悶となり得るのである。真珠母分泌総l織に対してこれら要閣が与え

られた場fT如何なる経路によって叉如何なる機構によって真珠が形成されるか，以下これについて

の考察をす〉める

bos
長方形
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